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１ 調査の概要 
 
（１）調査目的 
  平成２８年度の意識調査以降、男女共同参画社会に向けた取組が進む中、現在の市民の男女共同参

画に関する意識と実態を把握するとともに、令和４年度に行う「第４次都城市男女共同参画計画」策

定作業の基礎資料とする。 
 
（２）調査区域と対象者 
  区域 ：市内全域 
  対象者：１８歳以上の市民３，０００人（無作為抽出） 
  ※１０代、２０代・・・７０代、８０代以上と年代で按分した無作為抽出 
 
（３）調査方法 
  ①郵送による配布・回収及びインターネット上での回収 
  ②広く意見を募るため市 HP にて調査対象外の方でも回答できるフォームを作成し、回答を募集 
   ※アンケート内容は、ほぼ同一であるが調査対象者と分けて集計する。 
 
（４）調査期間 
  令和３年６月１日（火）～６月２９日（火） 
 
（５）回収結果 

配布件数 有効回答数 有効回収率 

３，０００件 
９５４件 

（うち郵送：７５７件 インターネット：１９７件） 
市 HP 調査対象外の方からの回答：１２件 

３１．８％ 

 
（６）集計上の留意点 
  ①グラフ中の「ｎ＝」は、母数となるサンプル数（回答者数）を示す。 
  ②集計結果は百分率で算出し、四捨五入（小数点第 2 位）の関係上、百分率の合計が 100%になら

ない場合がある。 
  ③今回の調査には、単数回答／複数回答など回答の選択数の違いにより、回答の合計数が総回答者

数と合わないことがある。 
  ④今回の調査結果には選択肢以外の回答の記載については集計に含まれていない。 
  ⑤「その他」の意見欄で、特に類似している意見については代表として一つを記載する。 
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２ 調査結果の概要 
 
（１）回答者の属性について                      （問１～５） 
 
   回答者の性別は、「女性（女性と自認している）」が 60.7％、「男性（男性と自認している）」が

38.7％、「その他」が 0.4％となっています。回答者の年代別では、就労等に多くかかわっていると

想定される「20～59 歳」からの回答が 50.6％となっています。 
   職業については、「常勤の勤め」が 37.4％、「非常勤の勤め」が 17.3％となっており、全てまとめ

ると、64％の方が就業しています。「男性（男性だと自認している）」と回答した中で就業している

人の割合が 68.1％となっており、「女性（女性だと自認している）」と回答した中で就業している人

の割合が 61.9％となっています。「結婚している」と回答した中で、就業している人は 69.2％とな

っています。 
   子どもの有無については、平成２８年度市民意識調査（以下、「前回調査」という。）では「いる」

と回答した割合が 80.6％に対して、今回の調査では「いる」と回答した割合は 70％でした。 
   
 
（２）男女共同参画に関する意識について             （問６～８、１７） 
 

① 各分野の男女の地位の平等について 
   「非常に平等」「平等」と回答した人が最も多い分野は、「学校教育の場」が 63.7％となっていま

す。対して、「全く平等でない」「平等でない」と回答した人が最も多い分野は、「社会通念・慣習・

しきたりなど」が 68.4％となっています。 
   性別でみると、「男性（男性だと自認している）」が「非常に平等」「平等」と最も多く回答した分

野は「家庭生活」で 75.8％、「全く平等でない」「平等でない」と最も多く回答した分野は「政治の

場」で 59.6％となっています。また、「女性（女性だと自認している）」が「非常に平等」「平等」と

最も多く回答した分野は「学校教育の場」で 59.9％、「全く平等でない」「平等でない」と最も多く

回答した分野は「社会通念・慣習・しきたりなど」で 75.1％となっています。 
 

② 家庭での夫婦の役割分担について 
 「妻と夫」と回答した人が最も多い項目は「家計を支える（生活費を稼ぐ）」で 49.1％となってい

ます。「男性（男性だと自認している）」と回答した人の中で、「妻と夫」と回答した人が最も多い項

目は「家庭内における最終的な判断」で 50.9％、次いで「育児、子どものしつけなど」が 49.1％と

なっています。また、「女性（女性だと自認している）」と回答した人の中で、「妻と夫」と回答した

人が最も多い項目は「家計を支える（生活費を稼ぐ）」で 50.6％、次いで「家庭内における最終的

な判断」で 48.0％となっています。 
  家庭での夫婦の役割分担【理想】についてはすべての項目で６割以上の方が「妻と夫」を回答し

ており、男性の家事・育児等参加への機運が増していることがうかがえます。 
 

（図表 3-1-1、3-1-2） 

（図表 3-1-3） 

（図表 3-1-5） 

（図表 3-2-2、3-2-4、3-2-6、3-2-8） 

（図表 3-2-1） 

（図表 3-2-10、3-2-11、3-2-13、3-1-17） 

（図表 3-2-18） 
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③ 結婚・家庭・離婚について 
   「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方に「非常に反対」「反対」と回答した

人は 76.7％となっています。これは、第 3 次都城市男女共同参画計画策定の際の基準値【2015 年

度ふれあいアンケート】の 34.1％を大きく上回っており、結婚・家庭・離婚に関して市民の意識が

変化していることがうかがえます。また、若年層と高齢層では回答に非常に大きな差が生じる結果

となりました。 
 
 
（３）仕事・子育て・教育について                 （問１０～１６） 
 

① 職場での男女の地位、待遇について 
   「仕事の内容や待遇面で、男性が女性に比べ優遇されていると思うもの」については、「賃金」が

25.0％次いで「昇進・昇格」が 20.1％、「幹部職員への登用」が 12.5％となっています。対して「仕

事の内容や待遇面で、女性が男性に比べ優遇されていると思うもの」については、「特になし・分か

らない」が 46.8％、「結婚や、子どもが生まれた後の仕事の質や量」が 22.0％、「仕事の質や量」が

11.8％となっています。前回調査でも「賃金に差別がある」が 24.2％となっており、全体として「賃

金」に関しては前回調査同様に差があると感じている人が多くいることが分かります。 
 

② 学校教育の場における男女の地位の平等意識の育成について 
   「ランドセルや学習用品の男女別の色分けを行うこと」が、男女の地位の平等意識の育成を「非

常に妨げる」「妨げる」と回答した割合は 57.5％、前回調査の「ランドセルや学習用品の男女別の

色分けが男女平等意識醸成の阻害要因である。」に「少しそう思う（非常にそう思う）」と回答した

割合が 32.7％に比べ高くなっており、男女別の色分けに対するジェンダー意識が大きく変化したこ

と分かります。「教師の男女平等意識が足りないこと」についても、今回の調査で 63.5％の人が「非

常に妨げる」「妨げる」を回答していたのに対し、前回調査では「男女平等意識醸成の阻害要因だと

少しそう思う（非常にそう思う）」と回答した人が 36.1％となっており、学校教育に対しても男女

平等の意識が拡大していることがうかがえます。 
 

③ 育児・介護休業制度について 
   「育児・介護休業制度を利用したことがある」「夫婦で育児介護休業制度を利用したことがある」

と回答した人は 10.8％となっています。性別でみると、「女性（女性と自認している）」と回答した

人で利用したことがある方は 15.9％、「男性（男性と自認している）」と回答した人で利用したこと

がある人は 2.7％となっています。厚生労働省が発表した 2020 年度の男性の育児休業制度取得率

が 12.65%だったのに対し、本市ではまだまだ取得率が低い状況です。 
「子どもがいる」と回答した人の中で「育児・介護休業制度は知っているが、利用したことがない」

と回答した人は 54.8％となっています。60 歳以上の人の中には、「自分の時代にはその様な制度が

無かった」との意見も多くみられました。 
 
 

（図表 3-2-19） 

（図表 3-2-26、3-2-27） 

（図表 3-2-29） 

（図表 3-2-39） 
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（４） 男女共同参画の推進について             （問１８、１９、２５） 
 

① 都城市男女共同参画センターの認知度について 
    「啓発事業に参加した又は相談業務を利用したことがある」が 0.7％、「知らない」が 53.8％、

「名前は聞いたことがあるが内容は知らない」が 33.6％となっています。前回調査でも「知らな

い」「名前は聞いたことあるが内容は知らない」が 80.7％であったように、都城市男女共同参画

センターについての認知度は依然として低いことがわかります。また、都城市男女共同参画セン

ターに対し、一人ひとりの個性が活かせる社会づくりを推進していくための要望として、「学校

教育おける男女の地位の平等を育成する教育の推進」が 25.1％となっており、学生から高齢者ま

での幅広い年代への効果的な周知・啓発のあり方について再度検討する必要があります。 
 

② 男女共同参画の視点に立った避難所の運営について 
    「安全で行きやすい男女別及び多目的トイレが設置されている」が 14.1％、次いで「授乳室（椅

子、授乳用の枕やクッション、オムツ替えスペース）がある」が 13.0％、「更衣室、休養スペー

スの場所が、男性用と女性用が離れている」が 11.7％となっています。性別でみても男女共同参

画の視点に立った避難所の運営で必要なことは、全体の総計とほとんど同様の推移でした。 
 
 
（５）ハラスメント・暴力について                 （問２０～２４） 
 

① ハラスメントについて 
    職場や学校、地域でハラスメントを経験したという回答数は 697 となっております。項目別で

見ると「モラル・ハラスメント」（316）、次いで「パワー・ハラスメント」（268）となっていま

す。性別でみると「女性（女性と自認している）」で回答した人の中で最も多かったのは「モラル・

ハラスメント」で 46.3％だったのに対し、「男性（男性と自認している）」で回答した人の中で最

も多かったのは「パワー・ハラスメント」で 48.9％となっております。また、就業している人の

中で最も多く回答があったのは「モラル・ハラスメント」で 45.3％となっています。 
 

② 配偶者からの暴力について 
    全体として配偶者やパートナー間で暴力を受けたことがあるという回答数は 244 でした。いず

れの項目でも、「女性（女性だと自認している）」からの回答が多いですが、「男性（男性だと自認

している）」からも、配偶者やパートナー間で暴力を受けたことがあると回答があります。 
    ＤＶを受けた際の相談については、「相談した」と回答した人に比べ、「相談できなかった」「相

談したもの・できなかったものがある」「相談したくない」と回答した人が約２倍の回答数となっ

ています。相談しなかった理由については、「自分さえ我慢すれば、なんとか生活できると思った

から」が最も多く、次いで「誰にも言いたくなかった」となっています。自分だけで悩まずに、

気軽に相談できる環境づくりが必要だと考えられます。さらに、「どこに相談してよいかわから

なかった」と回答した人も多く、相談しなかった・できなかったことでＤＶによる被害がエスカ

レートする可能性もあるため、さらなる相談窓口等の充実・周知が必要だと考えられます。 

（図表 3-2-41、3-2-42） 

（図表 3-2-48） 

（図表 3-2-43） 

（図表 3-2-44、3-2-45、3-2-46） 
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（６） 調査結果の考察 
 

■ 調査結果から分かった第３次都城市男女共同参画計画の取組効果について 
     前回調査と比較して、回答の割合が大きく変化した項目の一つとして学校・教育に対する男

女共同参画の意識があげられます。調査結果の通り学校教育における男女の地位の平等意識の

育成の影響について、男女の性別により固定化した教育については、「妨げる」との回答が多く

ありました。第３次都城市男女共同参画計画（以下「計画」という。）において、学校における

男女共同参画の推進については、基本目標Ⅰ「男女共同参画社会の実現に向けた意識の改革」

の重点課題 3「男女共同参画の視点に立った教育・学習の推進」に施策を示しています。計画

期間中の取組みとして、道徳・学級活動で人権（セクシャリティの多様性やジェンダーの平等）

をテーマとした教育等を令和元年度は市内 54 校で実施し、教職員が参加する人権研修会の参

加の推進を行っています。また小・中学校の男女混合名簿の活用についても計画策定時（平成

29 年度 3 月）では、実施校が 0 校だったのに対し、令和２年度には 54 校が男女混合名簿の活

用を導入しました。調査結果の変化からみても、本計画期間で行政が実施する本市の学校・教

育において、男女共同参画が推進されたと考えられます。男女平等意識の形成は生まれた時か

らの育ってきた環境や受けてきた教育が大きく関わっていると言われています。特に人格形成

期にあたる児童・学生への教育は、男女平等の意識づくりに大きな影響を及ぼすことから、極

めて重要な役割を担っています。次世代を担う児童・生徒たちが、性別等によってその可能性

が狭められることなく、将来を見通した自己形成を図りながら健やかに育つように、学校・教

育での男女共同参画の理解の推進をしていきます。 
     一方、計画の取組効果が表れていない項目として、都城市男女共同参画センターの認知度の

低さがあげられます。計画における都城市男女共同参画センターの相談窓口の周知・広報につ

いては、基本目標Ⅱ「あらゆる分野における男女共同参画の推進」の重点課題 6「働く場にお

ける男女共同参画の推進」、重点課題 7「様々な分野における男女共同参画の推進」、基本目標

Ⅲ「誰もが安全安心に暮らせる社会づくり」の重点課題 9「配偶者に対するあらゆる暴力の根

絶」、重点課題 10「支援を必要とするすべての人が安心して暮らせる環境の整備」と幅広く施

策が示されています。計画期間中の新型コロナウイルス感染症が拡大する以前は、男女共同参

画に関する講演会等を実施し、周知に努めてまいりましたが、感染拡大後は中止を余儀なくさ

れています。一方で感染症拡大後も放課後児童クラブへの出前講座、市庁舎内の女性用トイレ

に相談窓口カードの設置、広報都城への掲載などは継続していますが、調査結果の通り成果が

現れていない状況です。 
今回の調査結果を踏まえて現状の課題を洗い出し、すべての人が互いにその人権を尊重し、

その個性と能力を十分に発揮することができる社会、また、性別にかかわらず誰もが対等に社

会に参画し、その成果も責任も分かち合う豊かな男女共同参画社会の実現を目指すために都城

市第 4 次男女共同参画計画の策定を行います。 
     
    【参考】 
     第３次都城市男女共同参画計画 平成 30 年度実施状況報告 
     第３次都城市男女共同参画計画 令和元年度実施状況報告 
     第３次都城市男女共同参画計画 令和 2 年度実施状況報告取りまとめデータ 
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３ 調査結果 
 
回答者の属性について 

 
問１ あなたの性別を教えてください。（戸籍上の性別に関わらずご自身が自認される性別でご回

答ください） 
 
  性別については「女性（女性だと自認している）」が 60.7％、「男性（男性だと自認している）」が

38.7％、「その他」が 0.4％となっている。 
 
  回答数 割合 
女性（女性だと自認しています） 579 60.7% 

男性（男性だと自認しています） 369 38.7% 

その他 4 0.4% 

無回答 2 0.2% 

合計 954 100.0% 

 
（ｎ＝954） 

 
 
 
 
 
 
 
 

60.7%

38.7%

0.4% 0.2%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

無回答

（図表 3-1-1） 
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問２ 年齢を教えてください。 
 

年齢については、６０代（17.1％）の割合が最も高く、次いで５０代（15.3％）、７０代（15.0％）

となっている。 

 
 
 
 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため 
合計が 100％にならない場合

がある 

総計 
女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

１８～１９歳 80 8.4% 41 7.1% 37 10.0% 2 50.0% 

２０～２９歳 98 10.3% 60 10.4% 38 10.3% 0 0.0% 

３０～３９歳 130 13.6% 92 15.9% 38 10.3% 0 0.0% 

４０～４９歳 109 11.4% 68 11.7% 39 10.6% 2 50.0% 

５０～５９歳 146 15.3% 93 16.1% 53 14.4% 0 0.0% 

６０～６９歳 163 17.1% 97 16.8% 66 17.9% 0 0.0% 

７０～７９歳 143 15.0% 85 14.7% 58 15.7% 0 0.0% 

８０歳以上 83 8.7% 43 7.4% 40 10.8% 0 0.0% 

無回答 2 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

合計 954 100.0% 579 100.1% 369 100.0% 4 100.0% 

 
 
 
 

8.4%

10.0%

7.1%

10.3%

10.3%

10.4%

13.6%

10.3%

15.9%

11.4%

10.6%

11.7%

15.3%

14.4%

16.1%

17.1%

17.9%

16.8%

15.0%

15.7%

14.7%

8.7%

10.8%

7.4%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総計

男性（男性だと自認しています）

女性（女性だと自認しています）

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳

６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝954） 

（図表 3-1-2） 
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問３ あなたのご職業は何ですか。 
 

雇用形態について、「常勤勤め」（37.4％）の割合が最も多く、次いで「無職」（35.7％）、「非常勤勤

め」（17.3％）となっている。 
 

 

 

25.0%

45.8%

32.3%

25.0%

8.7%

22.8%

5.7%
3.5%

7.9%
3.3%

50.0%

32.0%

38.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

男性（男性だと自認しています）

女性（女性だと自認しています）

常勤勤め（正規の社員、職員、会社役員、従業員） 非常勤勤め（臨時職員、パート、アルバイト、嘱託）

農業、林業等の自営業 商業、工業、サービス業、その他の自営業

無職（学生、その他の無職等）

21.3%

73.5%

57.7%

65.1%

52.1%

21.5%

7.0%

1.2%

8.8%

10.2%

25.4%

19.3%

24.7%

23.9%

12.6%
1.2%

1.3%

1.5%

5.5%
2.1%

6.7%

7.7%

8.4%

1.0%

3.1%

4.6%

7.5%

9.2%

7.7%
1.2%

68.8%

15.3%

12.3%

5.5%

13.7%

38.7%

65.0%

88.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

常勤勤め（正規の社員、職員、会社役員、従業員） 非常勤勤め（臨時職員、パート、アルバイト、嘱託）

農業、林業等の自営業 商業、工業、サービス業、その他の自営業

無職（学生、その他の無職等）

※小数点第２位を 
四捨五入しているため 
合計が 100％にならない場

合がある 

総計 
女性（女性だと

自 認し てい ま

す） 

男性（男性だと

自 認し てい ま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

常勤勤め 357 37.4% 187 32.3% 169 45.8% 1 25.0% 

非常勤勤め 165 17.3% 132 22.8% 32 8.7% 1 25.0% 

農業、林業等の自営業 41 4.3% 20 3.5% 21 5.7% 0 0.0% 

商業、工業、サービス業、

その他の自営業 48 5.0% 19 3.3% 29 7.9% 0 0.0% 

無職 341 35.7% 221 38.2% 118 32.0% 2 50.0% 

無回答 2 0.2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 

合計 954 99.9% 579 100.1% 369 100.1% 4 100.0% 

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-1-3） 
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問４ 現在結婚していますか。 
 
  「結婚している」（62.2％）が最も高く、次いで「未婚」（21.5％）となっている。 
 

 

 
 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため 
合計が 100％にならない

場合がある 

総計 
女性（女性だと

自 認 し て い ま

す） 

男性（男性だと

自 認 し て い ま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

結婚している 593 62.2% 352 60.8% 240 65.0% 1 25.0% 

結婚していないがパート

ナーと暮らしている 10 1.0% 4 0.7% 5 1.4% 1 25.0% 

離婚 73 7.7% 55 9.5% 18 4.9% 0 0.0% 

死別 68 7.1% 54 9.3% 14 3.8% 0 0.0% 

未婚 205 21.5% 113 19.5% 90 24.4% 2 50.0% 

無回答 5 0.5% 1 0.2% 2 0.5% 0 0.0% 

合計 954 100.0% 579 100.0% 369 100.0% 4 100.0% 

 
 

25.0%

65.0%

60.8%

25.0%

1.4%

0.7%

0.0%

4.9%

9.5%

0.0%

3.8%

9.3%

50.0%

24.4%

19.5%

0.5%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

男性（男性だと自認しています）

女性（女性だと自認しています）

結婚している 結婚していないがパートナーと暮らしている 離婚 死別 未婚 無回答

2.5%

32.7%

74.6%

73.4%

69.2%

78.5%

76.2%

53.0%

5.0%

0.8%

2.8%

0.7%

0.6%

1.3%

5.1%

3.1%

12.8%

15.1%

8.0%

9.1%
1.2%

1.5%

0.9%

2.1%

7.4%

10.5%

42.2%

91.3%

62.2%

20.0%

10.1%

13.0%

5.5%

3.5%
1.2%

0.7%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

結婚している 結婚していないがパートナーと暮らしている 離婚 死別 未婚 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-1-4） 



10 
 

問５ あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。成人しているお子さんや別居しているお子さん

も含めてお答えください。 
 
  全体として「いる」（70.0％）となっており、「男性（男性と自認している）」で「いる」（65.6％）

「女性（女性と自認している）」で「いる」（73.4％）となっている。 

 

 
 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため 
合計が 100％にならない場合

がある 

総計 
女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

いる 668 70.0% 425 73.4% 242 65.6% 1 25.0% 

いない 280 29.4% 153 26.4% 124 33.6% 3 75.0% 

無回答 6 0.6% 1 0.2% 3 0.8% 0 0.0% 

合計 954 100.0% 579 100.0% 369 100.0% 4 100.0% 

 
 
 

70.0%

29.4%

0.6%

いる いない 無回答

25.0%

65.6%

73.4%

75.0%

33.6%

26.4%

0.8%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

男性（男性だと自認しています）

女性（女性だと自認しています）

いる いない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（図表 3-1-5） 
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男女共同参画についての質問 
 
問６ 男女の地位について、あなたは次のＡ～Ｈにあげるような分野で、平等であると思いますか。 
 
  「平等でない」「全く平等でない」の割合が最も高いのは「社会通念・慣習・しきたりなど」（68.4％）、

次いで「社会全体として」（66.9％）となっている。また、「平等」「非常に平等」の割合が最も高い

のは「学校教育の場」（63.7％）、次いで「家庭生活」（60.5％）となっている。 
 

 
 

※小数点第

２位を四捨

五入してい

るため合計

が 100％に

ならない場

合がある 

Ａ.家庭生活 Ｂ.職場 Ｃ.学校教育

の場 
Ｄ.地域社会

（町内会、自

治会など） 

Ｅ.政治の場 Ｆ．社会制度 Ｇ.社会通

念・慣習・

しきたりな

ど 

Ｈ.社会全体

として 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平

等 104 10.9% 62 6.5% 52 5.5% 46 4.8% 30 3.1% 28 2.9% 24 2.5% 17 1.8% 

平等 473 49.6% 431 45.2% 555 58.2% 429 45.0% 229 24.0% 279 29.2% 227 23.8% 252 26.4% 

平等でな

い 317 33.2% 346 36.3% 212 22.2% 392 41.1% 484 50.7% 502 52.6% 530 55.6% 561 58.8% 

全く平等

でない 37 3.9% 31 3.2% 20 2.1% 38 4.0% 148 15.5% 85 8.9% 122 12.8% 77 8.1% 

無回答 23 2.4% 84 8.8% 115 12.1% 49 5.1% 63 6.6% 60 6.3% 51 5.3% 47 4.9% 

合計 954 100% 954 100% 954 100% 954 100% 954 100% 954 100% 954 100% 954 100% 

 
 
 
 

10.9%

6.5%

5.5%

4.8%

3.1%

2.9%

2.5%

1.8%

49.6%

45.2%

58.2%

45.0%

24.0%

29.2%

23.8%

26.4%

33.2%

36.3%

22.2%

41.1%

50.7%

52.6%

55.6%

58.8%

3.9%

3.2%

2.1%

4.0%

15.5%

8.9%

12.8%

8.1%

2.4%

8.8%

12.1%

5.1%

6.6%

6.3%

5.3%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ.家庭生活

Ｂ.職場

Ｃ．学校教育の場

Ｄ．地域社会（町内会、自治会など）

Ｅ．政治の場

Ｆ．社会制度

Ｇ．社会通念・慣習・しきたりなど

Ｈ．社会全体として

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝954） 

（図表 3-2-1） 
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Ａ．家庭生活 
 
  「非常に平等」「平等」と回答したのは女性（50.9％）より男性（75.8％）の方が高く、年代別で見

ると１０代（71.3％）が最も高くなっている。 

 

 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため 
合計が 100％にならない場合

がある 

総計 
女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平等 104 10.9% 57 9.8% 47 12.7% 0 0.0% 

平等 473 49.6% 238 41.1% 233 63.1% 2 50.0% 

平等でない 317 33.2% 239 41.3% 77 20.9% 1 25.0% 

全く平等でない 37 3.9% 30 5.2% 6 1.6% 1 25.0% 

無回答 23 2.4% 15 2.6% 6 1.6% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100% 369 100% 4 100% 

 

9.8%

12.7%

41.1%

63.1%

50.0%

41.3%

20.9%

25.0%

5.2%

1.6%

25.0%

2.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

23.8%

18.4%

13.1%

7.3%

11.6%

4.3%

8.4%

7.2%

47.5%

49.0%

43.1%

46.8%

50.7%

46.0%

58.7%

56.6%

23.8%

25.5%

42.3%

37.6%

33.6%

39.3%

28.7%

27.7%

2.5%

7.1%

1.5%

8.3%

2.7%

4.3%

2.8%

2.4%

2.5%

1.4%

6.1%

1.4%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-2） 
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Ｂ．職場 
 
  「非常に平等」「平等」と回答したのは女性（48.7％）より男性（56.7％）の方が高く、年代別で見

ると２０代（63.2％）が最も高くなっている。 

 

 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため 
合計が 100％にならない場合

がある 

総計 
女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平等 62 6.5% 36 6.2% 25 6.8% 1 25.0% 

平等 431 45.2% 246 42.5% 184 49.9% 1 25.0% 

平等でない 346 36.3% 225 38.9% 120 32.5% 1 25.0% 

全く平等でない 31 3.2% 21 3.6% 9 2.4% 1 25.0% 

無回答 84 8.8% 51 8.8% 31 8.4% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100% 369 100% 4 100% 

 

6.2%

6.8%

25.0%

42.5%

49.9%

25.0%

38.9%

32.5%

25.0%

3.6%

2.4%

25.0%

8.8%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

16.3%

11.2%

8.5%

5.5%

4.1%

4.9%

3.5%

2.4%

42.5%

52.0%

45.4%

53.2%

51.4%

41.7%

38.5%

37.3%

36.3%

30.6%

40.8%

32.1%

39.0%

39.9%

37.1%

28.9%

5.1%

5.4%

7.3%
2.7%

2.5%

0.7%

2.4%

5.0%

1.0%

1.8%

2.7%

11.0%

20.3%

28.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-3） 
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Ｃ．学校教育の場 
 

「非常に平等」「平等」と回答したのは女性（59.9％）より男性（69.9％）の方が高く、年代別で見る

と１０代（72.5％）が最も高くなっている。 

 

 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため 
合計が 100％にならない場

合がある 

総計 
女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平等 52 5.5% 26 4.5% 26 7.0% 0 0.0% 

平等 555 58.2% 321 55.4% 232 62.9% 2 50.0% 

平等でない 212 22.2% 145 25.0% 66 17.9% 1 25.0% 

全く平等でない 20 2.1% 16 2.8% 3 0.8% 1 25.0% 

無回答 115 12.1% 71 12.3% 42 11.4% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100% 369 100% 4 100% 

4.5%

7.0%

55.4%

62.9%

50.0%

25.0%

17.9%

25.0%

2.8%

0.8%

25.0%

12.3%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

12.5%

11.2%

7.7%

1.8%

3.4%

3.7%

4.2%

2.4%

60.0%

56.1%

60.8%

68.8%

63.0%

55.8%

52.4%

48.2%

22.5%

28.6%

28.5%

19.3%

25.3%

21.5%

17.5%

13.3%

3.1%

5.5%

1.4%

1.8%

1.4%

4.8%

5.0%

1.0%

3.1%

4.6%

6.8%

17.2%

24.5%

31.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-4） 
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Ｄ．地域社会（町内会、自治会など） 
 

「非常に平等」「平等」と回答したのは女性（43.9％）より男性（59.3％）の方が高く、年代別で見る

と１０代（66.3％）が最も高くなっている。 

 

 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため 
合計が 100％にならない場合

がある 

総計 
女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平等 46 4.8% 19 3.3% 27 7.3% 0 0.0% 

平等 429 45.0% 235 40.6% 192 52.0% 2 50.0% 

平等でない 392 41.1% 266 45.9% 125 33.9% 1 25.0% 

全く平等でない 38 4.0% 29 5.0% 8 2.2% 1 25.0% 

無回答 49 5.1% 30 5.2% 17 4.6% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100% 369 100% 4 100% 

 
 

3.3%

7.3%

40.6%

52.0%

50.0%

45.9%

33.9%

25.0%

5.0%

2.2%

25.0%

5.2%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

7.5%

9.2%

3.8%

3.7%
2.1%

4.9%

5.6%

3.6%

58.8%

50.0%

33.8%

44.0%

42.5%

41.1%

49.7%

49.4%

28.8%

35.7%

54.6%

43.1%

47.9%

45.4%

35.0%

26.5%

2.5%

4.1%

6.2%

8.3%

4.1%

3.1%
1.4%

2.4%

2.5%

1.0%

1.5%

0.9%

3.4%

5.5%

8.4%

18.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 
（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-5） 
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Ｅ．政治の場 
 

全体的に「非常に平等」「平等」より「平等でない」「全く平等でない」と回答した割合が高くなっ

ている。 

 

 
 
※小数点第２位を 

四捨五入しているため

合計が 100％にならな

い場合がある 

総計 
女性（女性だと自

認しています） 
男性（男性だと自

認しています） その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平等 30 3.1% 11 1.9% 19 5.1% 0 0.0% 

平等 229 24.0% 119 20.6% 108 29.3% 2 50.0% 

平等でない 484 50.7% 306 52.8% 178 48.2% 0 0.0% 

全く平等でない 148 15.5% 104 18.0% 42 11.4% 2 50.0% 

無回答 63 6.6% 39 6.7% 22 6.0% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100% 369 100% 4 100% 

 

1.9%

5.1%

20.6%

29.3%

50.0%

52.8%

48.2%

18.0%

11.4%

50.0%

6.7%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

6.3%

4.1%

3.1%

1.8%

1.4%

2.5%

4.9%

2.4%

31.3%

30.6%

20.0%

23.9%

21.2%

22.7%

23.8%

24.1%

40.0%

52.0%

58.5%

52.3%

56.8%

50.3%

51.7%

34.9%

20.0%

13.3%

16.9%

22.0%

19.2%

16.6%

6.3%

10.8%

2.5%

1.5%

1.4%

8.0%

13.3%

27.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-6） 
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Ｆ．社会制度 
 

年代別で「平等でない」「全く平等でない」との回答した割合が最も高かったのは５０代（71.9％）

となっている。 

 

 
※小数点第２位を 

四捨五入しているため合計が

100％にならない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平等 28 2.9% 10 1.7% 18 4.9% 0 0.0% 

平等 279 29.2% 143 24.7% 134 36.3% 2 50.0% 

平等でない 502 52.6% 334 57.7% 167 45.3% 1 25.0% 

全く平等でない 85 8.9% 54 9.3% 30 8.1% 1 25.0% 

無回答 60 6.3% 38 6.6% 20 5.4% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100% 369 100% 4 100% 

 

1.7%

4.9%

24.7%

36.3%

50.0%

57.7%

45.3%

25.0%

9.3%

8.1%

25.0%

6.6%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

6.3%

5.1%

3.1%

1.8%

1.4%

2.5%

3.5%

1.2%

33.8%

29.6%

28.5%

29.4%

25.3%

27.0%

32.9%

31.3%

50.0%

52.0%

54.6%

56.9%

63.0%

53.4%

48.3%

36.1%

5.0%

12.2%

12.3%

11.9%

8.9%

9.8%

4.2%

6.0%

5.0%

1.0%

1.5%

1.4%

7.4%

11.2%

25.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-7） 
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Ｇ．社会通念・慣習・しきたりなど 
 
 年代別で見ると「平等でない」「全く平等でない」と回答した割合が高いのは３０代（80.8％）で 「非

常に平等」「平等」と回答した割合が高いのは１０代（40.1％）となっている。 

 

 

 
 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため合計が

100％にならない場合がある  
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平等 24 2.5% 9 1.6% 15 4.1% 0 0.0% 

平等 227 23.8% 102 17.6% 123 33.3% 2 50.0% 

平等でない 530 55.6% 350 60.4% 180 48.8% 0 0.0% 

全く平等でない 122 12.8% 85 14.7% 35 9.5% 2 50.0% 

無回答 51 5.3% 33 5.7% 16 4.3% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100% 369 100% 4 100% 

1.6%

4.1%

17.6%

33.3%

50.0%

60.4%

48.8%

14.7%

9.5%

50.0%

5.7%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

3.8%

4.1%

3.8%

1.8%

2.5%

2.8%

2.4%

36.3%

24.5%

14.6%

20.2%

19.9%

20.9%

32.2%

28.9%

45.0%

52.0%

64.6%

59.6%

64.4%

56.4%

51.0%

42.2%

11.3%

19.4%

16.2%

18.3%

15.1%

12.3%

4.2%

6.0%

3.8%

0.8%

0.7%

8.0%

9.8%

20.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-8） 
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Ｈ．社会全体として 
 
 「平等ではない」「全く平等ではない」と回答した割合は女性（72.7％）のほうが高く、年代別で最も

高い割合が３０代（81.5％）となっています。 

 

 

 
 
※小数点第２位を 
四捨五入しているため合計が

100％にならない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に平等 17 1.8% 6 1.0% 11 3.0% 0 0.0% 

平等 252 26.4% 121 20.9% 129 35.0% 2 50.0% 

平等でない 561 58.8% 378 65.3% 182 49.3% 1 25.0% 

まったく平等でない 77 8.1% 43 7.4% 33 8.9% 1 25.0% 

無回答 47 4.9% 31 5.4% 14 3.8% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100% 369 100% 4 100% 

 
 

1.0%

3.0%

20.9%

35.0%

50.0%

65.3%

49.3%

25.0%

7.4%

8.9%

25.0%

5.4%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

3.8%

3.1%

1.5%

0.9%

0.7%

1.2%

2.8%

1.2%

30.0%

28.6%

16.2%

23.9%

24.0%

25.8%

32.2%

36.1%

58.8%

56.1%

66.9%

66.1%

67.1%

59.5%

51.0%

38.6%

3.8%

12.2%

14.6%

9.2%

8.2%

7.4%

4.2%

3.6%

3.8%

0.8%

6.1%

9.8%

20.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に平等 平等 平等でない 全く平等でない 無回答

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（図表 3-2-9） 
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問７ あなたのご家庭では、次のＡ～Ｇの項目について、主に誰が行っていますか。（現在該当が

無くても過去のご経験や今後の予想としてお選びください。 
 
 「妻と夫」と回答した割合が最も高いのはＡ.家計を支える（49.1％）、次いでＧ.家庭内における最終 

的な決定（49.0％）となっている。「夫のみ」と回答した割合が高いのはＡ. 家計を支える（11.1％）

「妻のみ」と回答した割合が高いのはＢ.掃除、洗濯、炊事などの家事（26.0％）となっている。 

 

 
※小数点第

２位を四捨

五入してい

るため合計

が 100％に

ならない場

合がある 

Ａ．家計を支

える（生活費

を稼ぐ） 

Ｂ．掃除、洗

濯、炊事など

の家事 

Ｃ．育児、子

どものしつ

けなど 

Ｄ．病院など

の付添いや

介護 

Ｅ．ＰＴＡや

子ども会、部

活など子供

に関わる活

動への参加  

Ｆ．公民館

などの地域

活動への参

加 

Ｇ．家庭内に

おける最終

的は決定 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 106 11.1% 6 0.6% 4 0.4% 10 1.0% 13 1.4% 29 3.0% 27 2.8% 

主に夫 289 30.3% 14 1.5% 6 0.6% 23 2.4% 30 3.1% 170 17.8% 290 30.4% 

主に妻 25 2.6% 414 43.4% 338 35.4% 344 36.1% 344 36.1% 212 22.2% 91 9.5% 

妻のみ 25 2.6% 248 26.0% 110 11.5% 165 17.3% 158 16.6% 120 12.6% 33 3.5% 

妻と夫 468 49.1% 232 24.3% 410 43.0% 343 36.0% 312 32.7% 358 37.5% 467 49.0% 

無回答 41 4.3% 40 4.2% 86 9.0% 69 7.2% 97 10.2% 65 6.8% 46 4.8% 

合計 954 100% 954 100% 954 99.9% 954 100% 954 100.1% 954 99.9% 954 100% 

 
 

11.1%

0.6%

0.4%

1.0%

1.4%

3.0%

2.8%

30.3%

1.5%

0.6%

2.4%

3.1%

17.8%

30.4%

2.6%

43.4%

35.4%

36.1%

36.1%

22.2%

9.5%

2.6%

26.0%

11.5%

17.3%

16.6%

12.6%

3.5%

49.1%

24.3%

43.0%

36.0%

32.7%

37.5%

49.0%

4.3%

4.2%

9.0%

7.2%

10.2%

6.8%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．家計を支える（生活費を稼ぐ）

Ｂ．掃除、洗濯、炊事などの家事

Ｃ．育児、子どものしつけなど

Ｄ．病院などの付添いや介護

Ｅ．ＰＴＡや子ども会、部活など子供に関わる活動への

参加

Ｆ．公民館などの地域活動への参加

Ｇ．家庭内における最終的な決定

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝954） 
（図表 3-2-10） 
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Ａ．家計を支える（生活費を稼ぐ） 
 
 「妻と夫」と回答した割合が最も高いのは４０代（53.2％）となっており、「夫のみ」と最も回答し

た割合が高いのは３０代（15.4％）となっている。 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 6 7.5% 6 6.1% 20 15.4% 8 7.3% 18 12.3% 24 14.7% 14 9.8% 10 12.0% 

主に夫 22 27.5% 26 26.5% 40 30.8% 37 33.9% 44 30.1% 49 30.1% 44 30.8% 27 32.5% 

主に妻 2 2.5% 9 9.2% 6 4.6% 0 0.0% 1 0.7% 3 1.8% 2 1.4% 2 2.4% 

妻のみ 4 5.0% 4 4.1% 2 1.5% 4 3.7% 2 1.4% 3 1.8% 3 2.1% 3 3.6% 

妻と夫 40 50.0% 51 52.0% 59 45.4% 58 53.2% 75 51.4% 78 47.9% 74 51.7% 33 39.8% 

無回答 6 7.5% 2 2.0% 3 2.3% 2 1.8% 6 4.1% 6 3.7% 6 4.2% 8 9.6% 

合計 80 100% 98 99.9% 130 100% 109 99.9% 146 100% 163 100% 143 100% 83 99.9% 

 
 

10.0%

12.7%

25.0%

29.5%

31.7%

25.0%

2.8%

2.4%
3.3%

1.4%
25.0%

50.6%

47.2%

25.0%

3.8%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

7.5%

6.1%

15.4%

7.3%

12.3%

14.7%

9.8%

12.0%

27.5%

26.5%

30.8%

33.9%

30.1%

30.1%

30.8%

32.5%

2.5%

9.2%

4.6%

0.7%

1.8%

1.4%

2.4%

5.0%

4.1%
1.5%

3.7%
1.4%

1.8%

2.1%

3.6%

50.0%

52.0%

45.4%

53.2%

51.4%

47.9%

51.7%

39.8%

7.5%

2.0%

2.3%

1.8%

4.1%

3.7%

4.2%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-11） 
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Ｂ．掃除、洗濯、炊事などの家事 
 
 「妻と夫」と回答した割合が最も高いのは２０代（34.7％）に対して「妻のみ」と最も回答した割

合が高いのは７０代（35.0％）となっている。 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 0 0.0% 2 1.4% 1 0.6% 0 0.0% 2 2.4% 

主に夫 1 1.3% 2 2.0% 3 2.3% 1 0.9% 1 0.7% 2 1.2% 2 1.4% 2 2.4% 

主に妻 35 43.8% 41 41.8% 59 45.4% 54 49.5% 61 41.8% 68 41.7% 66 46.2% 30 36.1% 

妻のみ 14 17.5% 19 19.4% 23 17.7% 25 22.9% 43 29.5% 50 30.7% 50 35.0% 24 28.9% 

妻と夫 24 30.0% 34 34.7% 41 31.5% 27 24.8% 34 23.3% 36 22.1% 20 14.0% 16 19.3% 

無回答 6 7.5% 2 2.0% 3 2.3% 2 1.8% 5 3.4% 6 3.7% 5 3.5% 9 10.8% 

合計 80 100.1% 98 99.9% 130 100% 109 99.9% 146 100.1% 163 100% 143 100.1% 83 99.9% 

 

0.2%

1.4%

0.7%

2.7%

41.3%

46.9%

50.0%

33.2%

14.9%

25.0%

21.2%

29.3%

25.0%

3.5%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

0.8%

1.4%

0.6%

2.4%

1.3%

2.0%

2.3%

0.9%

0.7%

1.2%

1.4%

2.4%

43.8%

41.8%

45.4%

49.5%

41.8%

41.7%

46.2%

36.1%

17.5%

19.4%

17.7%

22.9%

29.5%

30.7%

35.0%

28.9%

30.0%

34.7%

31.5%

24.8%

23.3%

22.1%

14.0%

19.3%

7.5%

2.0%

2.3%

1.8%

3.4%

3.7%

3.5%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-12） 
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Ｃ．育児、子供のしつけなど 
 
 「妻と夫」と回答した割合が最も高いのは１０代（61.3％）に対して「妻のみ」と最も回答した割

合が高いのは５０代（16.4％）となっている。 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 0 0.0% 2 1.4% 1 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 

主に夫 1 1.3% 1 1.0% 1 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.6% 1 0.7% 1 1.2% 

主に妻 20 25.0% 37 37.8% 52 40.0% 41 37.6% 54 37.0% 63 38.7% 49 34.3% 22 26.5% 

妻のみ 4 5.0% 9 9.2% 10 7.7% 16 14.7% 24 16.4% 17 10.4% 20 14.0% 10 12.0% 

妻と夫 49 61.3% 49 50.0% 60 46.2% 46 42.2% 54 37.0% 68 41.7% 54 37.8% 30 36.1% 

無回答 6 7.5% 2 2.0% 6 4.6% 6 5.5% 12 8.2% 13 8.0% 19 13.3% 20 24.1% 

合計 80 100.1% 98 100% 130 100.1% 109 100% 146 100% 163 100% 143 100.1% 83 99.9% 

 

0.2%

0.8%

0.5%

0.8%

37.7%

32.5%

14.9%

6.0%

50.0%

39.2%

49.1%

50.0%

7.6%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

0.8%

1.4%

0.6%

1.3%

1.0%

0.8%

0.6%

0.7%

1.2%

25.0%

37.8%

40.0%

37.6%

37.0%

38.7%

34.3%

26.5%

5.0%

9.2%

7.7%

14.7%

16.4%

10.4%

14.0%

12.0%

61.3%

50.0%

46.2%

42.2%

37.0%

41.7%

37.8%

36.1%

7.5%

2.0%

4.6%

5.5%

8.2%

8.0%

13.3%

24.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-13） 
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Ｄ．病院などの付添いや介護 
 
 「男性」は「妻と夫」（43.6％）と回答している割合が高いのに対して「女性」は「妻のみ」

（23.1％）と回答している割合が高い。 

 

 
 

※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 0 0.0% 0 0.0% 3 2.3% 0 0.0% 2 1.4% 2 1.2% 1 0.7% 2 2.4% 

主に夫 1 1.3% 1 1.0% 3 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 4 2.5% 9 6.3% 5 6.0% 

主に妻 35 43.8% 36 36.7% 57 43.8% 47 43.1% 52 35.6% 56 34.4% 44 30.8% 17 20.5% 

妻のみ 8 10.0% 19 19.4% 20 15.4% 20 18.3% 29 19.9% 31 19.0% 28 19.6% 10 12.0% 

妻と夫 30 37.5% 40 40.8% 42 32.3% 36 33.0% 54 37.0% 62 38.0% 48 33.6% 31 37.3% 

無回答 6 7.5% 2 2.0% 5 3.8% 6 5.5% 9 6.2% 8 4.9% 13 9.1% 18 21.7% 

合計 80 100.1% 98 99.9% 130 99.9% 109 99.9% 146 100.1% 163 100% 143 100.1% 83 99.9% 

 

0.3%

2.2%

1.9%

3.3%

37.1%

34.1%

75.0%

23.1%

8.1%

25.0%

31.4%

43.6%

6.0%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

2.3%

1.4%

1.2%

0.7%

2.4%

1.3%

1.0%

2.3%

2.5%

6.3%
6.0%

43.8%

36.7%

43.8%

43.1%

35.6%

34.4%

30.8%

20.5%

10.0%

19.4%

15.4%

18.3%

19.9%

19.0%

19.6%

12.0%

37.5%

40.8%

32.3%

33.0%

37.0%

38.0%

33.6%

37.3%

7.5%

2.0%

3.8%

5.5%

6.2%

4.9%

9.1%

21.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 
（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-14） 



25 
 

Ｅ．ＰＴＡや子ども会、部活など子供に関わる活動への参加 
 
 ３０代以上の子育て世代では、「主に妻」の割合が高く、１０代～２０代は「妻と夫」の割合が高

い。 

 

 
 

※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 0 0.0% 0 0.0% 5 3.8% 0 0.0% 2 1.4% 3 1.8% 1 0.7% 2 2.4% 

主に夫 2 2.5% 2 2.0% 4 3.1% 5 4.6% 3 2.1% 8 4.9% 4 2.8% 2 2.4% 

主に妻 28 35.0% 35 35.7% 54 41.5% 43 39.4% 60 41.1% 56 34.4% 44 30.8% 24 28.9% 

妻のみ 9 11.3% 16 16.3% 20 15.4% 20 18.3% 27 18.5% 23 14.1% 31 21.7% 12 14.5% 

妻と夫 35 43.8% 42 42.9% 41 31.5% 35 32.1% 41 28.1% 57 35.0% 43 30.1% 18 21.7% 

無回答 6 7.5% 3 3.1% 6 4.6% 6 5.5% 13 8.9% 16 9.8% 20 14.0% 25 30.1% 

合計 80 100.1% 98 100% 130 99.9% 109 99.9% 146 100.1% 163 100% 143 100.1% 83 100% 

 
 

0.7%

2.4%

1.7%

5.4%

37.8%

33.1%

75.0%

22.8%

6.8%

25.0%

28.3%

40.1%

8.6%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

3.8%

1.4%

1.8%

0.7%

2.4%

2.5%

2.0%

3.1%

4.6%
2.1%

4.9%

2.8%

2.4%

35.0%

35.7%

41.5%

39.4%

41.1%

34.4%

30.8%

28.9%

11.3%

16.3%

15.4%

18.3%

18.5%

14.1%

21.7%

14.5%

43.8%

42.9%

31.5%

32.1%

28.1%

35.0%

30.1%

21.7%

7.5%

3.1%

4.6%

5.5%

8.9%

9.8%

14.0%

30.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 
（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-15） 
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Ｆ．公民館などの地域活動への参加 
 
 「主に夫」と最も回答した割合が高いのは６０代（22.7％）次いで４０代（22.0％）、７０代

（21.0％）というようになっている。 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 0 0.0% 2 2.0% 5 3.8% 1 0.9% 5 3.4% 5 3.1% 6 4.2% 5 6.0% 

主に夫 6 7.5% 18 18.4% 16 12.3% 24 22.0% 22 15.1% 37 22.7% 30 21.0% 17 20.5% 

主に妻 21 26.3% 19 19.4% 46 35.4% 28 25.7% 36 24.7% 29 17.8% 20 14.0% 13 15.7% 

妻のみ 6 7.5% 13 13.3% 11 8.5% 17 15.6% 27 18.5% 15 9.2% 22 15.4% 9 10.8% 

妻と夫 41 51.3% 43 43.9% 47 36.2% 34 31.2% 47 32.2% 67 41.1% 56 39.2% 23 27.7% 

無回答 6 7.5% 3 3.1% 5 3.8% 5 4.6% 9 6.2% 10 6.1% 9 6.3% 16 19.3% 

合計 80 100.1% 98 100.1% 130 100% 109 100% 146 100.1% 163 100% 143 100.1% 83 100% 

2.1%

4.6%

13.5%

24.9%

24.9%

17.9%

50.0%

18.0%

4.1%

25.0%

35.9%

40.4%

25.0%

5.7%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

2.0%

3.8%

0.9%

3.4%

3.1%

4.2%

6.0%

7.5%

18.4%

12.3%

22.0%

15.1%

22.7%

21.0%

20.5%

26.3%

19.4%

35.4%

25.7%

24.7%

17.8%

14.0%

15.7%

7.5%

13.3%

8.5%

15.6%

18.5%

9.2%

15.4%

10.8%

51.3%

43.9%

36.2%

31.2%

32.2%

41.1%

39.2%

27.7%

7.5%

3.1%

3.8%

4.6%

6.2%

6.1%

6.3%

19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-16） 
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Ｇ．家庭内における最終的な決定 
 

「妻と夫」と最も回答した割合が高いのは５０代（58.9％）次いで４０代（52.3％）、２０代

（52.0％）というようになっている。 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 1 1.3% 1 1.0% 1 0.8% 4 3.7% 7 4.8% 5 3.1% 3 2.1% 5 6.0% 

主に夫 25 31.3% 25 25.5% 41 31.5% 28 25.7% 32 21.9% 59 36.2% 49 34.3% 31 37.3% 

主に妻 11 13.8% 11 11.2% 22 16.9% 13 11.9% 11 7.5% 8 4.9% 13 9.1% 2 2.4% 

妻のみ 4 5.0% 8 8.2% 1 0.8% 4 3.7% 4 2.7% 3 1.8% 6 4.2% 3 3.6% 

妻と夫 33 41.3% 51 52.0% 62 47.7% 57 52.3% 86 58.9% 82 50.3% 65 45.5% 31 37.3% 

無回答 6 7.5% 2 2.0% 3 2.3% 3 2.8% 6 4.1% 6 3.7% 7 4.9% 11 13.3% 

合計 80 100.2% 98 99.9% 130 100% 109 100.1% 146 99.9% 163 100% 143 100.1% 83 99.9% 

2.2%

3.5%

25.0%

31.3%

29.3%

25.0%

10.2%

8.7%

4.3%

1.9%

25.0%

48.0%

50.9%

25.0%

4.0%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

1.3%

1.0%

0.8%

3.7%

4.8%
3.1%

2.1%

6.0%

31.3%

25.5%

31.5%

25.7%

21.9%

36.2%

34.3%

37.3%

13.8%

11.2%

16.9%

11.9%

7.5%

4.9%

9.1%
2.4%

5.0%

8.2%
0.8%

3.7%

2.7%

1.8%

4.2%

3.6%

41.3%

52.0%

47.7%

52.3%

58.9%

50.3%

45.5%

37.3%

7.5%

2.0%

2.3%

2.8%

4.1%

3.7%

4.9%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-1-17） 
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問８ あなたのご家庭では、次のＡ～Ｇの項目について、どのように分担するのが理想であると思

いますか。 
 

全ての項目で「妻と夫」と回答した割合は高いが、「家計を支える（生活費を稼ぐ）」に関しては、

他の項目に比べ「妻と夫」（69.1％）が低く、「主に夫」（21.9％）と回答した割合が高い。 
 

※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

Ａ．家計を支

える（生活費

を稼ぐ） 

Ｂ．掃除、洗

濯、炊事など

の家事 

Ｃ．育児、子

どものしつ

けなど 

Ｄ．病院など

の付添いや

介護 

Ｅ．ＰＴＡや

子ども会、部

活など子供

に関わる活

動への参加  

Ｆ．公民館な

どの地域活

動への参加 

Ｇ．家庭内に

おける最終

的は決定 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

夫のみ 31 3.2% 7 0.7% 3 0.3% 8 0.8% 7 0.7% 13 1.4% 13 1.4% 

主に夫 209 21.9% 6 0.6% 7 0.7% 11 1.2% 26 2.7% 74 7.8% 92 9.6% 

主に妻 14 1.5% 174 18.2% 67 7.0% 90 9.4% 67 7.0% 33 3.5% 14 1.5% 

妻のみ 5 0.5% 27 2.8% 10 1.0% 17 1.8% 11 1.2% 9 0.9% 8 0.8% 

妻と夫 659 69.1% 710 74.4% 813 85.2% 783 82.1% 781 81.9% 779 81.7% 789 82.7% 

無回答 36 3.8% 30 3.1% 54 5.7% 45 4.7% 62 6.5% 46 4.8% 38 4.0% 

合計 954 100% 954 99.8% 954 99.9% 954 100% 954 100% 954 100.1% 954 100% 

 
 
 
 

3.2%

0.7%

0.3%

0.8%

0.7%

1.4%

1.4%

21.9%

0.6%

0.7%

1.2%

2.7%

7.8%

9.6%

1.5%

18.2%

7.0%

9.4%

7.0%

3.5%

1.5%

0.5%

2.8%

1.0%

1.8%

1.2%

0.9%

0.8%

69.1%

74.4%

85.2%

82.1%

81.9%

81.7%

82.7%

3.8%

3.1%

5.7%

4.7%

6.5%

4.8%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ.家計を支える（生活費を稼ぐ）

Ｂ．掃除、洗濯、炊事などの家事

Ｃ．育児、子どものしつけなど

Ｄ．病院などの付添いや介護

Ｅ．ＰＴＡや子ども会、部活など子供に関わる活動への

参加

Ｆ．公民館などの地域活動への参加

Ｇ．家庭内における最終的は決定

夫のみ 主に夫 主に妻 妻のみ 妻と夫 無回答

（ｎ＝954） 
（図表 3-2-18） 
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問９．結婚、家庭、離婚についてのあなたのご意見を、次のＡ～Ｅの項目についてお尋ねします。 
 
 項目Ａ、Ｄ、Ｅでは、「賛成」「非常に賛成」と回答した割合が７割以上を占めているが、項目Ｂ、

Ｃでは、「反対」「非常に反対」と回答した割合が７割以上となっている。 
 

 
※小数点第２位を

四捨五入してい

るため合計が

100％にならな

い場合がある 

Ａ．結婚は個

人の自由であ

るから、結婚

する、しない

は、個人の意

思に任せれば

いい 

Ｂ．夫は外で

働き、妻は家

庭を守るべき

である 

Ｃ．女性は結婚

したら自分自身

のことより、夫

や子供など家族

を中心に考えて

生活した方がよ

い 

Ｄ．結婚して

も、必ず子供

を持つ必要は

ない 

Ｅ．結婚生活

の継続が難し

い相当な理由

がある時は、

離婚しても良

い 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に賛成 291 30.5% 8 0.8% 16 1.7% 145 15.2% 220 23.1% 

賛成 602 63.1% 175 18.3% 189 19.8% 553 58.0% 636 66.7% 

反対 34 3.6% 581 60.9% 537 56.3% 192 20.1% 57 6.0% 

非常に反対 6 0.6% 151 15.8% 179 18.8% 23 2.4% 7 0.7% 

無回答 21 2.2% 39 4.1% 33 3.5% 41 4.3% 34 3.6% 

合計 954 100% 954 99.9% 954 100.1% 954 100% 954 100.1% 

 
 
 
 
 
 
 

 

30.5%

0.8%

1.7%

15.2%

23.1%

63.1%

18.3%

19.8%

58.0%

66.7%

3.6%

60.9%

56.3%

20.1%

6.0%

0.6%

15.8%

18.8%

2.4%

0.7%

2.2%

4.1%

3.5%

4.3%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ．結婚は個人の自由であるから、結婚する、

しないは、個人の意思に任せればいい

Ｂ．夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである

Ｃ．女性は結婚したら自分自身のことより、夫や

子供など家族を中心に考えて生活した方がよい

Ｄ．結婚しても、必ず子供を持つ必要はない

Ｅ．結婚生活の継続が難しい相当な理由がある

時は、離婚しても良い

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝954） 

（図表 3-2-19） 
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Ａ．結婚は個人の自由であるから、結婚する、しないは、個人の意志に任せればいい 
 
 全ての年代で「賛成」「非常に賛成」と回答している割合が８割以上を占めているが、年代が上がる

につれ「非常に賛成」と回答した割合が低くなっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

賛成 
42 52.5% 53 54.1% 62 47.7% 43 39.4% 39 26.7% 26 16.0% 19 13.3% 7 8.4% 

賛成 34 42.5% 43 43.9% 63 48.5% 62 56.9% 93 63.7% 127 77.9% 117 81.8% 63 75.9% 

反対 2 2.5% 0 0.0% 4 3.1% 3 2.8% 12 8.2% 7 4.3% 4 2.8% 2 2.4% 

非常に 

反対 
1 1.3% 2 2.0% 1 0.8% 0 0.0% 1 0.7% 1 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 

無回答 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 1 0.7% 2 1.2% 3 2.1% 11 13.3% 

合計 80 100.1% 98 100% 130 100.1% 109 100% 146 100% 163 100% 143 100% 83 100% 

34.9%

23.3%

75.0%

60.4%

68.0%

25.0%

2.2%

5.7%

0.5%

0.8%

1.9%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

52.5%

54.1%

47.7%

39.4%

26.7%

16.0%

13.3%

8.4%

42.5%

43.9%

48.5%

56.9%

63.7%

77.9%

81.8%

75.9%

2.5%

3.1%

2.8%

8.2%

4.3%

2.8%

2.4%

1.3%

2.0%
0.8%

0.7%

0.6%

1.3%

0.9%

0.7%

1.2%

2.1%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-20） 
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Ｂ．夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである 
 

「賛成」と回答した割合が最も高い年代が８０代以上（33.7％）となっている。「反対」と回答した

割合が最も高い年代が６０代（73.6％）次いで１０代（66.3％）となっている。 
 

 

 
 

※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

賛成 
1 1.3% 1 1.0% 3 2.3% 1 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.4% 0 0.0% 

賛成 12 15.0% 18 18.4% 20 15.4% 16 14.7% 19 13.0% 23 14.1% 39 27.3% 28 33.7% 

反対 53 66.3% 55 56.1% 71 54.6% 67 61.5% 93 63.7% 120 73.6% 85 59.4% 37 44.6% 

非常に 

反対 
13 16.3% 24 24.5% 35 26.9% 22 20.2% 32 21.9% 15 9.2% 8 5.6% 2 2.4% 

無回答 1 1.3% 0 0.0% 1 0.8% 3 2.8% 2 1.4% 5 3.1% 9 6.3% 16 19.3% 

合計 80 100.2% 98 100% 130 100% 109 100.1% 146 100% 163 100% 143 100% 83 100% 

 

0.9%

0.8%

16.1%

22.2%

60.8%

61.8%

25.0%

18.5%

11.1%

75.0%

3.8%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

1.3%

1.0%

2.3%

0.9%

1.4%

15.0%

18.4%

15.4%

14.7%

13.0%

14.1%

27.3%

33.7%

66.3%

56.1%

54.6%

61.5%

63.7%

73.6%

59.4%

44.6%

16.3%

24.5%

26.9%

20.2%

21.9%

9.2%

5.6%
2.4%

1.3%

0.8%

2.8%

1.4%

3.1%

6.3%

19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-21） 
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Ｃ．女性は結婚したら自分自身のことより、夫や子供など家族を中心に考えて生活した方がよい 
 

「賛成」「非常に賛成」と回答した割合が最も高かったのは８０代以上（42.2％）次いで７０代

（25.9％）、４０代（25.7％）となっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

賛成 
2 2.5% 2 2.0% 4 3.1% 3 2.8% 1 0.7% 1 0.6% 1 0.7% 2 2.4% 

賛成 12 15.0% 13 13.3% 25 19.2% 25 22.9% 23 15.8% 22 13.5% 36 25.2% 33 39.8% 

反対 52 65.0% 60 61.2% 64 49.2% 54 49.5% 83 56.8% 109 66.9% 85 59.4% 30 36.1% 

非常に 

反対 
13 16.3% 23 23.5% 36 27.7% 25 22.9% 37 25.3% 27 16.6% 12 8.4% 6 7.2% 

無回答 1 1.3% 0 0.0% 1 0.8% 2 1.8% 2 1.4% 4 2.5% 9 6.3% 12 14.5% 

合計 80 100.1% 98 100% 130 100% 109 99.9% 146 100% 163 100.1% 143 100% 83 100% 

1.7%

1.6%

17.4%

23.6%

25.0%

56.1%

57.2%

25.0%

21.8%

13.8%

50.0%

2.9%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

2.5%

2.0%

3.1%

2.8%

0.7%

0.6%

0.7%

2.4%

15.0%

13.3%

19.2%

22.9%

15.8%

13.5%

25.2%

39.8%

65.0%

61.2%

49.2%

49.5%

56.8%

66.9%

59.4%

36.1%

16.3%

23.5%

27.7%

22.9%

25.3%

16.6%

8.4%

7.2%

1.3%

0.8%

1.8%

1.4%

2.5%

6.3%

14.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-22） 
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Ｄ．結婚しても、必ず子どもを持つ必要はない 
 
 「非常に賛成」と回答した割合が最も高いのは、３０代（32.3％）次いで、２０代（29.6％）１０代

（27.5％）となっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

賛成 
22 27.5% 29 29.6% 42 32.3% 21 19.3% 20 13.7% 9 5.5% 2 1.4% 0 0.0% 

賛成 46 57.5% 54 55.1% 75 57.7% 76 69.7% 93 63.7% 103 63.2% 73 51.0% 33 39.8% 

反対 9 11.3% 14 14.3% 11 8.5% 11 10.1% 26 17.8% 37 22.7% 53 37.1% 31 37.3% 

非常に 

反対 
0 0.0% 1 1.0% 2 1.5% 0 0.0% 2 1.4% 9 5.5% 7 4.9% 2 2.4% 

無回答 3 3.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 5 3.4% 5 3.1% 8 5.6% 17 20.5% 

合計 80 100.1% 98 100% 130 100% 109 100% 146 100% 163 100% 143 100% 83 100% 

17.6%

11.1%

50.0%

61.8%

52.3%

50.0%

15.0%

28.5%

1.9%

3.3%

3.6%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

27.5%

29.6%

32.3%

19.3%

13.7%

5.5%

1.4%

57.5%

55.1%

57.7%

69.7%

63.7%

63.2%

51.0%

39.8%

11.3%

14.3%

8.5%

10.1%

17.8%

22.7%

37.1%

37.3%

1.0%

1.5%

1.4%

5.5%

4.9%

2.4%

3.8%

0.9%

3.4%

3.1%

5.6%

20.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-23） 
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Ｅ．結婚生活の継続が難しい相当な理由があるときは、離婚してもよい 
 
「非常に賛成」と回答した割合が最も高いのは、３０代（40.8％）次いで、４０代（35.8％）１０代

（32.5％）となっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

賛成 
26 32.5% 31 31.6% 53 40.8% 39 35.8% 32 21.9% 22 13.5% 12 8.4% 5 6.0% 

賛成 46 57.5% 55 56.1% 74 56.9% 62 56.9% 107 73.3% 123 75.5% 117 81.8% 52 62.7% 

反対 7 8.8% 7 7.1% 2 1.5% 6 5.5% 4 2.7% 12 7.4% 9 6.3% 10 12.0% 

非常に 

反対 
0 0.0% 3 3.1% 0 0.0% 1 0.9% 1 0.7% 1 0.6% 1 0.7% 0 0.0% 

無回答 1 1.3% 2 2.0% 1 0.8% 1 0.9% 2 1.4% 5 3.1% 4 2.8% 16 19.3% 

合計 80 100.1% 98 99.9% 130 100% 109 100% 146 100% 163 100.1% 143 100% 83 100% 

28.0%

15.2%

50.0%

64.1%

71.3%

50.0%

4.1%

8.9%

0.7%

0.8%

3.1%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

32.5%

31.6%

40.8%

35.8%

21.9%

13.5%

8.4%

6.0%

57.5%

56.1%

56.9%

56.9%

73.3%

75.5%

81.8%

62.7%

8.8%

7.1%
1.5%

5.5%

2.7%

7.4%

6.3%

12.0%

3.1%

0.9%

0.7%

0.6%

0.7%

1.3%

2.0%

0.8%

0.9%

1.4%

3.1%

2.8%

19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-24） 
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問１０ 女性の就業について、どのように思いますか。 
 
 どの年代も「家事や育児に支障のない時間帯で仕事に就くほうがよい」か「やりがいのある仕事に

ついて経済的に自立する方がよい」と答えた割合が高く、「男性」「女性」で比較しても、回答した

割合に大きな差はみられない。 
 

 
 

※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

① 5 6.3% 0 0.0% 2 1.5% 0 0.0% 0 0.0% 5 3.1% 7 4.9% 9 10.8% 

② 5 6.3% 3 3.1% 2 1.5% 4 3.7% 2 1.4% 6 3.7% 8 5.6% 3 3.6% 

③ 10 12.5% 7 7.1% 7 5.4% 6 5.5% 8 5.5% 21 12.9% 15 10.5% 11 13.3% 

④ 21 26.3% 35 35.7% 51 39.2% 29 26.6% 52 35.6% 61 37.4% 64 44.8% 25 30.1% 

⑤ 9 11.3% 11 11.2% 15 11.5% 12 11.0% 22 15.1% 16 9.8% 14 9.8% 7 8.4% 

⑥ 18 22.5% 23 23.5% 33 25.4% 36 33.0% 42 28.8% 33 20.2% 15 10.5% 12 14.5% 

⑦ 5 6.3% 7 7.1% 13 10.0% 8 7.3% 10 6.8% 9 5.5% 4 2.8% 0 0.0% 

⑧ 6 7.5% 11 11.2% 7 5.4% 12 11.0% 8 5.5% 11 6.7% 12 8.4% 6 7.2% 

⑨ 1 1.3% 1 1.0% 0 0.0% 2 1.8% 2 1.4% 1 0.6% 4 2.8% 10 12.0% 

合計 80 100.3% 98 99.9% 130 99.9% 109 99.9% 146 100.1% 163 99.9% 143 100.1% 83 99.9% 

 

6.3%

1.5%

3.1%

4.9%

10.8%

6.3%

3.1%
1.5%

3.7%

1.4%

3.7%

5.6%

3.6%

12.5%

7.1%

5.4%

5.5%

5.5%

12.9%

10.5%

13.3%

26.3%

35.7%

39.2%

26.6%

35.6%

37.4%

44.8%

30.1%

11.3%

11.2%

11.5%

11.0%

15.1%

9.8%

9.8%

8.4%

22.5%

23.5%

25.4%

33.0%

28.8%

20.2%

10.5%

14.5%

6.3%

7.1%

10.0%

7.3%

6.8%

5.5%
2.8%

7.5%

11.2%

5.4%

11.0%

5.5%

6.7%

8.4%

7.2%

1.3%

1.0%

1.8%

1.4%

0.6%

2.8%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

結婚するまでは仕事につき、
その後は専業主婦となるのがよい・・①

妊娠するまでは、仕事に就いたほうがよい・・②

出産後は仕事をやめ、子どもが成長したら
再び仕事に就くほうがよい・・③

家事や育児に支障のない時間帯で仕事に就くほうがよい・・④

出産しても育児休業制度等を利用し、フルタイムで
仕事を続けるほうがよい・・⑤

やりがいのある仕事について経済的に自立するのがよい
（結婚、出産、育児等を人生の目標と考えない）・・・⑥

その他・・⑦ 分からない・・⑧

無回答・・⑨

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-25） 
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※小数点第２位を四捨五入し

ているため合計が 100％に

ならない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

① 28 2.9% 11 1.9% 17 4.6% 0 0.0% 

② 33 3.5% 20 3.5% 13 3.5% 0 0.0% 

③ 85 8.9% 43 7.4% 42 11.4% 0 0.0% 

④ 338 35.4% 208 35.9% 129 35.0% 1 25.0% 

⑤ 106 11.1% 60 10.4% 46 12.5% 0 0.0% 

⑥ 212 22.2% 149 25.7% 61 16.5% 2 50.0% 

⑦ 56 5.9% 35 6.0% 20 5.4% 1 25.0% 

⑧ 73 7.7% 43 7.4% 30 8.1% 0 0.0% 

⑨ 23 2.4% 10 1.7% 11 3.0% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 99.9% 369 100% 4 100% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.9%

4.6%

3.5%

3.5%

7.4%

11.4%

35.9%

35.0%

25.0%

10.4%

12.5%

25.7%

16.5%

50.0%

6.0%

5.4%

25.0%

7.4%

8.1%

1.7%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

結婚するまでは仕事につき、
その後は専業主婦となるのがよい・・①

妊娠するまでは、仕事に就いたほうがよい・・②

出産後は仕事をやめ、子どもが成長したら
再び仕事に就くほうがよい・・③

家事や育児に支障のない時間帯で仕事に就くほうがよい・・④

出産しても育児休業制度等を利用し、フルタイムで
仕事を続けるほうがよい・・⑤

やりがいのある仕事について経済的に自立するのがよい
（結婚、出産、育児等を人生の目標と考えない）・・⑥

その他・・⑦ 分からない・・⑧

無回答・・⑨

その他の意見欄 
・夫婦で話し合い助け合えば一番良い （６０代 女性） 
・女性は子どもにあった事情で、好きな仕事も辞めて都合に合わせなくてはならない時が多いいです。また親を見なければなら

ないなど…。 （６０代 女性） 
・女性本人が決めるべきである。結婚して仕事を辞めても良いし、育児と仕事を両立しても良いし、仕事をしたいから結婚して

子供なしで仕事を続けるでもよいと思う。 （３０代 男性） 
・自分のしたいようにすればいい （２０代 女性） 
・出産しても育児休業制度を利用したり、家族（夫・祖父母）職場や保育園等の協力をいただきながらパート・フルタイムで働

くことができた。 （５０代 女性） 
・特性・適正に応じて仕事・家庭の向き合い方は違いがあることを、男女関係なく尊重し合えるのがいい。（４０代女性） 
・結婚するまでとか妊娠出産したらとかでくくる時代ではないと思います。もっと女性が社会で活躍した方がいいと思います。

（４０代 女性） 
・当事者が、その時に選択するのがベストであると思う。こういった回答に選択肢があること自体、女性の就業が特別視されて

いると感じる。そのこと事態が、意識が低いなと思う。 （３０代 女性） 
・性別問わずですが、個人の環境や適性が関係することだと思いますのでそれぞれに合った就業形態で良いかと考えます。 

（４０代 女性） 
・結婚した後も仕事が好きな人は辞めずにそのまま仕事を続ければいいと思う。妊娠した後も自分の体調や精神状態によって仕

事を続けるか育休を取るか辞めるかを決めればいい。出産後は仕事にやりがいがある人や経済的な理由で出産した後も仕事

に就かないといけない人は仕事に就けばいいと思うし逆に専業主婦になりたいならなればいいと思う。また、出産は女の人し

か出来ないけど家事や育児は男の人でも出来るのだから男の人が専業主婦になって女の人が働くのもいいと思う。 
（１０代 女性） 

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 
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問１１ 仕事の内容や待遇面で、男性が女性に比べ優遇されていると思うものに□にレ点を記して

ください。（２つまで） 
 
 最も回答した割合が高いのは「賃金」（25.0％）次いで、「昇進、昇格」（20.1％）、「幹部職員への登

用」（12.5％）となっている。 
 

 
※小数点第２位を四捨五入し

ているため合計が 100％に

ならない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

賃金 411 25.0% 250 25.1% 158 24.8% 3 37.5% 

昇進、昇格 330 20.1% 212 21.3% 115 18.1% 3 37.5% 

能力の評価基準 124 7.5% 81 8.1% 43 6.8% 0 0.0% 

仕事の質や量（期待値） 150 9.1% 82 8.2% 68 10.7% 0 0.0% 

幹部職員への登用 205 12.5% 113 11.3% 92 14.5% 0 0.0% 

教育・訓練を受ける機会 38 2.3% 24 2.4% 14 2.2% 0 0.0% 

結婚や、子どもが生まれた

後の仕事の質や量（キャリ

アアップにおいて） 

113 6.9% 82 8.2% 30 4.7% 1 12.5% 

定年まで勤務すること 52 3.2% 33 3.3% 19 3.0% 0 0.0% 

特にない・分からない 192 11.7% 109 10.9% 83 13.1% 0 0.0% 

その他 10 0.6% 2 0.2% 7 1.1% 1 12.5% 

無回答 18 1.1% 9 0.9% 7 1.1% 0 0.0% 

合計 1645 100% 997 99.9% 636 100.1% 8 100% 

 
 
 

25.1%

24.8%

37.5%

21.3%

18.1%

37.5%

8.1%

6.8%

8.2%

10.7%

11.3%

14.5%

2.4%

2.2%

8.2%

4.7%

12.5%

3.3%

3.0%

10.9%

13.1%

0.2%

1.1%

12.5%

0.9%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

賃金 昇進、昇格

能力の評価基準 仕事の質や量（期待値）

幹部職員への登用 教育・訓練を受ける機会

結婚や、子どもが生まれた後の仕事の質や量
（キャリアアップにおいて）

定年まで勤務すること

特にない・分からない その他

無回答

（ｎ＝997） 

（ｎ＝636） 

（ｎ＝8） 

（図表 3-2-26） 
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問１２ 仕事の内容や待遇面で、女性が男性に比べ優遇されていると思うものに□にレ点を記して

ください。（２つまで） 
 
 最も回答した割合が高いのは「特にない・分からない」（46.8％）次いで、「結婚や、子どもが生ま

れた後の仕事の質や量」（22.0％）となっている。 
 

 
※小数点第２位を四捨五入し

ているため合計が 100％に

ならない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

賃金 24 1.9% 14 1.9% 9 1.8% 1 14.3% 

昇進、昇格 20 1.6% 10 1.3% 10 2.0% 0 0.0% 

能力の評価基準 56 4.4% 26 3.4% 30 6.0% 0 0.0% 

仕事の質や量（期待値） 149 11.8% 76 10.1% 72 14.3% 1 14.3% 

幹部職員への登用 19 1.5% 13 1.7% 6 1.2% 0 0.0% 

教育・訓練を受ける機会 29 2.3% 15 2.0% 14 2.8% 0 0.0% 

結婚や、子どもが生まれた

後の仕事の質や量（キャリ

アアップにおいて） 

279 22.0% 167 22.1% 110 21.9% 2 28.6% 

定年まで勤務すること 25 2.0% 18 2.4% 7 1.4% 0 0.0% 

特にない・分からない 592 46.8% 376 49.8% 214 42.6% 2 28.6% 

その他 43 3.4% 24 3.2% 18 3.6% 1 14.3% 

無回答 30 2.4% 16 2.1% 12 2.4% 0 0.0% 

合計 1266 100.1% 755 100% 502 100% 7 100.1% 

 
 
 

1.9%

1.8%

14.3%

1.3%

2.0%

3.4%

6.0%

10.1%

14.3%

14.3%

1.7%

1.2%

2.0%

2.8%

22.1%

21.9%

28.6%

2.4%

1.4%

49.8%

42.6%

28.6%

3.2%

3.6%

14.3%

2.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

賃金 昇進、昇格

能力の評価基準 仕事の質や量（期待値）

幹部職員への登用 教育・訓練を受ける機会

結婚や、子どもが生まれた後の仕事の質や量
（キャリアアップにおいて）

定年まで勤務すること

特にない・分からない その他

無回答

問１１、１２ その他の意見欄 
・職種によって色々ちがうのではっきりわからない （５０代 女性） 
・男女の差ではなく、能力の差で世の中はきまっている。 （６０代 男性） 
・気にならない （４０代 女性） 
・当事者次第 （５０代 男性） 
・結局のところ自分の都合 （５０代 男性） 
・男女の性別で体力や能力の差は当然である。“優遇”というより“区別”である。要は、個々の捉え方の違い。（３０代男性） 
・勤務時間をある程度柔軟に変更できる男性と同等の職務ができなくても大目に見てもらえる（４０代 女性） 

（ｎ＝755） 

（ｎ＝502） 

（ｎ＝7） 

（図表 3-2-27） 
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問１３ すべての人が働きやすい環境を整えるために、何が必要だと思いますか。あてはまる□に

レ点を記してください。（３つまで） 
 
 最も多く回答があったのは「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といった、性別による固定

的役割分担意識をなくす」（333 人）次いで「育児・介護休暇制度の普及」（317 人）、「家族の理解と

協力」（241 人）となっている。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

333

85

174

317

155

146

81

121

164

95

135

123

211

8

38

241

95

21

38

21

0 50 100 150 200 250 300 350

「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といった
性別による固定的役割分担意識をなくす

家事代行サービス利用の普及・推進

雇用機会の創出、再雇用制度の促進

育児・介護休業制度の普及

労働形態の整備（テレワーク、労働時間短縮、
※フレックスタイム制の普及等）

病中、病後児童の保育環境整備の充実

職場における一人ひとりの個性に対する意識の育成

職場におけるハラスメント被害防止のための環境整備

職場での昇進や賃金、教育訓練など性別による
差別の排除の徹底

女性の就業に対する意識の向上

仕事に対するやりがい、自信、目標

上司や同僚とのコミュニケーション、共通理解

有給休暇を利用したリフレッシュ活動（趣味・旅行など）

社会貢献活動（ボランティア活動など）

友人とのコミュニケーション

家族の理解と協力

ホームヘルパーなどの在宅福祉の充実と
特別養護老人ホームなどの施設福祉の充実

その他

分からない

無回答

その他の意見欄 
・農業などは男性も女性もないところがある。男性には男性のよさ、女性には女性のよさ、お互い理解し

あって助け合えば一番いいと思う。男とか女とか関係なく（６０代 女性） 
・①正規雇用・非正規雇用又は職員・会計年度職員の賃金や雇用条件の差がありすぎ。これは人権問題だ

と思う。  ②キャリアの再確認。自治体も厚生労働省があっせんする「キャリアドッグ制度」を積極

的に活用していただきたい。（６０代 男性） 
・（市内都市部と田舎の方では）子供の預け先に差があり働こうと思っても預けづらい。（４０代女性） 
・保育事業所などの増設、共働きし易い環境の整備、提供を。行政側には促進を願う。（わたしには必要

ありませんが、これからの若い世代のため）（５０代 男性） 
・意識改革だの経費が関わる問題を市がどうこう出来ると思えない。そもそも、その能力があり、実現で

きる内容を提示してほしい。（20 代 男性） 
・働きたい人が働いて一家を支えられたら夫でも妻でもよい （４０代 男性） 
・今の働く世代の固定観念を変えていくより、子どもたちの教育に力をいれた方が早いと思う。小さいう

ちから、夫婦が共に働き、家事、育児も分担が当たり前になれば、必然と雇用する側の意識も変わり、

社会の風潮も変わると思う。（３０代 女性） 
・産休、育休、育児時単制度は素晴らしいがその補填をする社員の負荷を考えてパートで産休代理ではな

く正社員を増やしてほしい。（４０代 女性） 

（ｎ＝2,602） （図表 3-2-28） 
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※小数点第２位を四捨五入し

ているため合計が 100％に

ならない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

「夫は外で働き、妻は家庭

を守るべきである」といっ

た性別による固定的役割分

担意識をなくす 

333 12.8% 202 12.6% 129 13.0% 2 22.2% 

家事代行サービス利用の普

及・推進 
85 3.3% 58 3.6% 27 2.7% 0 0.0% 

雇用機会の創出、再雇用制

度の促進 
174 6.7% 93 5.8% 81 8.2% 0 0.0% 

育児・介護休業制度の普及 317 12.2% 207 12.9% 110 11.1% 0 0.0% 

労働形態の整備（テレワー

ク、労働時間短縮、※フレッ

クスタイム制の普及等） 

155 6.0% 100 6.2% 54 5.5% 1 11.1% 

病中、病後児童の保育環境

整備の充実 
146 5.6% 102 6.4% 43 4.3% 1 11.1% 

職場における一人ひとりの

個性に対する意識の育成 
81 3.1% 43 2.7% 38 3.8% 0 0.0% 

職場におけるハラスメント

被害防止のための環境整備 
121 4.7% 77 4.8% 43 4.3% 1 11.1% 

職場での昇進や賃金、教育

訓練など性別による差別の

排除の徹底 

164 6.3% 98 6.1% 66 6.7% 0 0.0% 

女性の就業に対する意識の

向上 
95 3.7% 56 3.5% 39 3.9% 0 0.0% 

仕事に対するやりがい、自

信、目標 
135 5.2% 72 4.5% 62 6.3% 1 11.1% 

上司や同僚とのコミュニケ

ーション、共通理解 
123 4.7% 75 4.7% 48 4.8% 0 0.0% 

有給休暇を利用したリフレ

ッシュ活動（趣味・旅行な

ど） 

211 8.1% 124 7.7% 86 8.7% 1 11.1% 

社会貢献活動（ボランティ

ア活動など） 
8 0.3% 2 0.1% 6 0.6% 0 0.0% 

友人とのコミュニケーショ

ン 
38 1.5% 25 1.6% 13 1.3% 0 0.0% 

家族の理解と協力 241 9.3% 167 10.4% 73 7.4% 1 11.1% 

ホームヘルパーなどの在宅

福祉の充実と特別養護老人

ホームなどの施設福祉の充

実 

95 3.7% 63 3.9% 32 3.2% 0 0.0% 

その他 21 0.8% 9 0.6% 11 1.1% 1 11.1% 

分からない 38 1.5% 19 1.2% 19 1.9% 0 0.0% 

無回答 21 0.8% 9 0.6% 10 1.0% 0 0.0% 

合計 2602 100.3% 1601 99.9% 990 99.8% 9 99.9% 
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問１４ 次のＡ～Ｅの項目で、男女の地位の平等意識の育成にどのように影響すると思いますか。 
 
 全ての項目において「妨げる」「非常に妨げる」と回答した割合が５割以上となっている。「妨げない」

と回答した割合が最も高い項目は「ランドセルや学習用品の、男女別の色分けを行うこと」となって

いる。 
 

 
 

※小数点第２

位を四捨五

入している

ため合計が

100％になら

ない場合が

ある 

A.性別により固

定化された進

路・就職指導を

行うこと（例：

「男子は工学

系、女子は看護

系」） 

Ｂ．生徒会、団

長、学級委員の

選出を性別によ

り固定化して行

うこと（例：

「団長は男子、

副団長は女

子」） 

Ｃ．ランドセル

や学習用品の、

男女別の色分け

を行うこと

（例：「男子は

黒、女子は

赤」） 

Ｄ．教師の男女

平等意識が足り

ないこと 

Ｅ．学校の女性

管理職（校長、

教頭）が少ない

こと 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に妨げる 174 18.2% 188 19.7% 143 15.0% 186 19.5% 111 11.6% 

妨げる 448 47.0% 449 47.1% 405 42.5% 420 44.0% 403 42.2% 

妨げない 101 10.6% 116 12.2% 198 20.8% 85 8.9% 172 18.0% 

分からない 152 15.9% 113 11.8% 121 12.7% 171 17.9% 181 19.0% 

無回答 79 8.3% 88 9.2% 87 9.1% 92 9.6% 87 9.1% 

合計 954 100% 954 100% 954 100.1% 954 99.9% 954 99.9% 

 
 

18.2%

19.7%

15.0%

19.5%

11.6%

47.0%

47.1%

42.5%

44.0%

42.2%

10.6%

12.2%

20.8%

8.9%

18.0%

15.9%

11.8%

12.7%

17.9%

19.0%

8.3%

9.2%

9.1%

9.6%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A.性別により固定化された進路・就職指導を行

うこと（例：「男子は工学系、女子は看護系」）

Ｂ．生徒会、団長、学級委員の選出を性別により

固定化して行うこと（例：「団長は男子、副団

長は女子」）

Ｃ．ランドセルや学習用品の、男女別の色分けを

行うこと（例：「男子は黒、女子は赤」）

Ｄ．教師の男女平等意識が足りないこと

Ｅ．学校の女性管理職（校長、教頭）が少ないこと

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

（ｎ＝954） 
（図表 3-2-29） 
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Ａ．性別により固定化された進路・就職指導を行うこと（例：「男子は工学系、女子は看護系」） 
 

「非常に妨げる」と回答した割合が最も高いのは、４０代（34.9％）次いで、２０代（26.5％）３０

代（25.4％）となっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

妨げる 
17 21.3% 26 26.5% 33 25.4% 38 34.9% 21 14.4% 22 13.5% 13 9.1% 4 4.8% 

妨げる 45 56.3% 43 43.9% 53 40.8% 44 40.4% 81 55.5% 85 52.1% 65 45.5% 32 38.6% 

妨げな

い 
5 6.3% 11 11.2% 14 10.8% 8 7.3% 18 12.3% 19 11.7% 18 12.6% 8 9.6% 

分から

ない 
10 12.5% 17 17.3% 26 20.0% 16 14.7% 21 14.4% 21 12.9% 24 16.8% 17 20.5% 

無回答 3 3.8% 1 1.0% 4 3.1% 3 2.8% 5 3.4% 16 9.8% 23 16.1% 22 26.5% 

合計 80 100.2% 98 99.9% 130 100.1% 109 100.1% 146 100% 163 100% 143 100.1% 83 100% 

 
 
 

20.9%

13.8%

50.0%

46.5%

48.2%

25.0%

8.6%

13.8%

16.6%

14.9%

25.0%

7.4%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

21.3%

26.5%

25.4%

34.9%

14.4%

13.5%

9.1%

4.8%

56.3%

43.9%

40.8%

40.4%

55.5%

52.1%

45.5%

38.6%

6.3%

11.2%

10.8%

7.3%

12.3%

11.7%

12.6%

9.6%

12.5%

17.3%

20.0%

14.7%

14.4%

12.9%

16.8%

20.5%

3.8%

1.0%

3.1%

2.8%

3.4%

9.8%

16.1%

26.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-30） 
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Ｂ．生徒会、団長、学級委員の選出を性別により固定化して行うこと（例：「団長は男子、副団長

は女子」） 
 

「非常に妨げる」と回答した割合が最も高いのは、２０代（32.7％）次いで、４０代（32.1％）、１０

代（30.0％）となっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

妨げる 
24 30.0% 32 32.7% 31 23.8% 35 32.1% 27 18.5% 22 13.5% 13 9.1% 4 4.8% 

妨げる 38 47.5% 38 38.8% 61 46.9% 49 45.0% 77 52.7% 84 51.5% 71 49.7% 31 37.3% 

妨げな

い 
8 10.0% 14 14.3% 18 13.8% 8 7.3% 20 13.7% 21 12.9% 18 12.6% 9 10.8% 

分から

ない 
7 8.8% 13 13.3% 16 12.3% 14 12.8% 18 12.3% 18 11.0% 15 10.5% 12 14.5% 

無回答 3 3.8% 1 1.0% 4 3.1% 3 2.8% 4 2.7% 18 11.0% 26 18.2% 27 32.5% 

合計 80 100.1% 98 100.1% 130 99.9% 109 100% 146 99.9% 163 99.9% 143 100.1% 83 99.9% 

 
 

21.8%

16.3%

50.0%

48.2%

45.8%

25.0%

10.4%

15.2%

11.9%

11.7%

25.0%

7.8%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

30.0%

32.7%

23.8%

32.1%

18.5%

13.5%

9.1%

4.8%

47.5%

38.8%

46.9%

45.0%

52.7%

51.5%

49.7%

37.3%

10.0%

14.3%

13.8%

7.3%

13.7%

12.9%

12.6%

10.8%

8.8%

13.3%

12.3%

12.8%

12.3%

11.0%

10.5%

14.5%

3.8%

1.0%

3.1%

2.8%

2.7%

11.0%

18.2%

32.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-31） 
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Ｃ．ランドセルや学習用品の、男女別の色分けを行うこと（例：「男子は黒、女子は赤」） 
 

「妨げない」と回答した割合が最も高いのは、２０代（25.5％）次いで、５０代（25.3％）、３０代

（22.3％）となっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

妨げる 
19 23.8% 20 20.4% 25 19.2% 27 24.8% 21 14.4% 16 9.8% 10 7.0% 5 6.0% 

妨げる 40 50.0% 35 35.7% 51 39.2% 45 41.3% 65 44.5% 83 50.9% 61 42.7% 25 30.1% 

妨げな

い 
14 17.5% 25 25.5% 29 22.3% 14 12.8% 37 25.3% 33 20.2% 31 21.7% 15 18.1% 

分から

ない 
4 5.0% 17 17.3% 21 16.2% 20 18.3% 19 13.0% 15 9.2% 17 11.9% 8 9.6% 

無回答 3 3.8% 1 1.0% 4 3.1% 3 2.8% 4 2.7% 16 9.8% 24 16.8% 30 36.1% 

合計 80 100.1% 98 99.9% 130 100% 109 100% 146 99.9% 163 99.9% 143 100.1% 83 99.9% 

 
 
 

16.2%

12.5%

75.0%

46.8%

36.0%

25.0%

16.1%

28.5%

13.5%

11.7%

7.4%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

23.8%

20.4%

19.2%

24.8%

14.4%

9.8%

7.0%

6.0%

50.0%

35.7%

39.2%

41.3%

44.5%

50.9%

42.7%

30.1%

17.5%

25.5%

22.3%

12.8%

25.3%

20.2%

21.7%

18.1%

5.0%

17.3%

16.2%

18.3%

13.0%

9.2%

11.9%

9.6%

3.8%

1.0%

3.1%

2.8%

2.7%

9.8%

16.8%

36.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 
（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 
（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-32） 
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Ｄ．教師の男女平等意識が足りないこと 
 

「非常に妨げる」と回答した割合が最も高いのは、２０代（30.6％）次いで、４０代（29.4％）、３０

代（27.7％）となっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

妨げる 
19 23.8% 30 30.6% 36 27.7% 32 29.4% 26 17.8% 22 13.5% 17 11.9% 4 4.8% 

妨げる 42 52.5% 34 34.7% 50 38.5% 47 43.1% 75 51.4% 84 51.5% 59 41.3% 29 34.9% 

妨げな

い 
5 6.3% 11 11.2% 12 9.2% 6 5.5% 17 11.6% 11 6.7% 18 12.6% 5 6.0% 

分から

ない 
11 13.8% 22 22.4% 26 20.0% 22 20.2% 22 15.1% 28 17.2% 25 17.5% 15 18.1% 

無回答 3 3.8% 1 1.0% 6 4.6% 2 1.8% 6 4.1% 18 11.0% 24 16.8% 30 36.1% 

合計 80 100.2% 98 99.9% 130 100% 109 100% 146 100% 163 99.9% 143 100.1% 83 99.9% 

 
 
 

20.9%

17.3%

25.0%

44.6%

43.6%

25.0%

7.6%

11.1%

18.7%

16.5%

50.0%

8.3%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

23.8%

30.6%

27.7%

29.4%

17.8%

13.5%

11.9%

4.8%

52.5%

34.7%

38.5%

43.1%

51.4%

51.5%

41.3%

34.9%

6.3%

11.2%

9.2%

5.5%

11.6%

6.7%

12.6%

6.0%

13.8%

22.4%

20.0%

20.2%

15.1%

17.2%

17.5%

18.1%

3.8%

1.0%

4.6%
1.8%

4.1%

11.0%

16.8%

36.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-33） 
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Ｅ．学校の女性管理職（校長、教頭）が少ないこと 
 

「妨げない」と回答した割合が最も高いのは、３０代（24.6％）次いで、５０代（21.2％）、１０代

（20.0％）となっている。 
 

 

 
※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

妨げる 
14 17.5% 16 16.3% 16 12.3% 20 18.3% 18 12.3% 11 6.7% 12 8.4% 4 4.8% 

妨げる 36 45.0% 40 40.8% 48 36.9% 49 45.0% 69 47.3% 83 50.9% 58 40.6% 20 24.1% 

妨げな

い 
16 20.0% 18 18.4% 32 24.6% 17 15.6% 31 21.2% 20 12.3% 23 16.1% 15 18.1% 

分から

ない 
11 13.8% 23 23.5% 29 22.3% 21 19.3% 23 15.8% 30 18.4% 29 20.3% 15 18.1% 

無回答 3 3.8% 1 1.0% 5 3.8% 2 1.8% 5 3.4% 19 11.7% 21 14.7% 29 34.9% 

合計 80 100.1% 98 100% 130 99.9% 109 100% 146 100% 163 100% 143 100.1% 83 100% 

 

13.1%

8.9%

50.0%

42.8%

41.7%

25.0%

15.7%

22.0%

20.6%

16.5%

25.0%

7.8%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

17.5%

16.3%

12.3%

18.3%

12.3%

6.7%

8.4%

4.8%

45.0%

40.8%

36.9%

45.0%

47.3%

50.9%

40.6%

24.1%

20.0%

18.4%

24.6%

15.6%

21.2%

12.3%

16.1%

18.1%

13.8%

23.5%

22.3%

19.3%

15.8%

18.4%

20.3%

18.1%

3.8%

1.0%

3.8%

1.8%

3.4%

11.7%

14.7%

34.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に妨げる 妨げる 妨げない 分からない 無回答

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-34） 
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問１５ 次のＡ～Ｃの項目について、子どものしつけや教育についてどのように思いますか。 
 
 「非常に賛成」「賛成」と回答した割合が項目Ａは 91.9％、項目Ｂは 92.1％なのに対して、項目Ｃは

25.4％となっている。 
 

 
 
※小数点第２

位を四捨五

入している

ため合計が

100％にな

らない場合

がある 

A.性別に関わりなく経済

的に自立できるよう職業

人としての教育が必要 

Ｂ．性別に関わりなく炊

事・掃除・洗濯などの生

活に必要な技術を身につ

けさせることが必要（家

事代行サービスなどに抵

抗感無く利用できるなど

の意識作りを含む） 

Ｃ．本人の意思に関係な

く、男性は男らしく、女

性は女らしく育てたほう

が良い 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に賛成 319 33.4% 358 37.5% 22 2.3% 

賛成 558 58.5% 521 54.6% 220 23.1% 

反対 21 2.2% 16 1.7% 495 51.9% 

非常に反対 3 0.3% 0 0.0% 145 15.2% 

無回答 53 5.6% 59 6.2% 72 7.5% 

合計 954 100% 954 100% 954 100% 

 
 
 
 
 
 
 
 

33.4%

37.5%

2.3%

58.5%

54.6%

23.1%

2.2%

1.7%

51.9%

0.3%

15.2%

5.6%

6.2%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

A.性別に関わりなく経済的に自立できるよう職業人としての教

育が必要

Ｂ．性別に関わりなく炊事・掃除・洗濯などの生活に必要な技

術を身につけさせることが必要（家事代行サービスなどに抵

抗感無く利用できるなどの意識作りを含む）

Ｃ．本人の意思に関係なく、男性は男らしく、女性は女らしく育

てたほうが良い

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝954） 

（図表 3-2-35） 
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Ａ．性別にかかわり無く経済的に自立できるよう職業人としての教育が必要 
 
 全ての年代で８割以上が「非常に賛成」「賛成」と回答している。「非常に賛成」と回答した割合が最

も高いのは、１０代（46.3％）次いで４０代（45.9％）となっている。 

 

 

 
 

※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

賛成 
37 46.3% 34 34.7% 52 40.0% 50 45.9% 57 39.0% 44 27.0% 27 18.9% 18 21.7% 

賛成 39 48.8% 59 60.2% 70 53.8% 54 49.5% 84 57.5% 110 67.5% 93 65.0% 49 59.0% 

反対 2 2.5% 3 3.1% 5 3.8% 2 1.8% 2 1.4% 3 1.8% 4 2.8% 0 0.0% 

非常に 

反対 
0 0.0% 1 1.0% 1 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.7% 0 0.0% 

無回答 2 2.5% 1 1.0% 2 1.5% 3 2.8% 3 2.1% 6 3.7% 18 12.6% 16 19.3% 

合計 80 100.1% 98 100% 130 99.9% 109 100% 146 100% 163 100% 143 100% 83 100% 

36.4%

28.5%

75.0%

57.5%

60.7%

25.0%

1.4%

3.5%

0.2%

0.5%

4.5%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

46.3%

34.7%

40.0%

45.9%

39.0%

27.0%

18.9%

21.7%

48.8%

60.2%

53.8%

49.5%

57.5%

67.5%

65.0%

59.0%

2.5%

3.1%

3.8%

1.8%

1.4%

1.8%

2.8%

1.0%

0.8%

0.7%

2.5%

1.0%

1.5%

2.8%

2.1%

3.7%

12.6%

19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（図表 3-2-36） 
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Ｂ．性別に関わりなく炊事・掃除・洗濯など生活に必要な技術を身につけさせることが必要（家事

代行サービスなどに抵抗感なく利用できるなどの意識作りを含む） 
 
 ４０代～１０代は「非常に賛成」と回答した割合が５割以上であるのに対し、５０代～８０代以上は

割合が低くなっている。 

 

 
 

※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

賛成 
43 53.8% 51 52.0% 66 50.8% 60 55.0% 60 41.1% 41 25.2% 24 16.8% 13 15.7% 

賛成 34 42.5% 43 43.9% 59 45.4% 46 42.2% 83 56.8% 110 67.5% 96 67.1% 50 60.2% 

反対 1 1.3% 3 3.1% 3 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 4 2.5% 5 3.5% 0 0.0% 

非常に 

反対 
0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

無回答 2 2.5% 1 1.0% 2 1.5% 3 2.8% 3 2.1% 8 4.9% 18 12.6% 20 24.1% 

合計 80 100.1% 98 100% 130 100% 109 100% 146 100% 163 100.1% 143 100% 83 100% 

42.7%

29.0%

100.0%

51.1%

61.0%
0.9%

3.0%

5.4%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

53.8%

52.0%

50.8%

55.0%

41.1%

25.2%

16.8%

15.7%

42.5%

43.9%

45.4%

42.2%

56.8%

67.5%

67.1%

60.2%

1.3%

3.1%

2.3%

2.5%

3.5%

2.5%

1.0%

1.5%

2.8%

2.1%

4.9%

12.6%

24.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（図表 3-2-37） 
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Ｃ．本人の意思に関係なく、男性は男らしく、女性は女らしく育てたほうが良い 
 
 「非常に賛成」「賛成」と回答した割合が最も高いのは８０代以上・７０代（38.5％）となっている。

「反対」「非常に反対」と回答した割合が最も高いのは２０代（82.7％）次いで１０代（80.0％）とな

っている。 

 

 
 

※小数点

第２位を

四捨五入

している

ため合計

が 100％
にならな

い場合が

ある 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

非常に 

賛成 
2 2.5% 2 2.0% 3 2.3% 3 2.8% 4 2.7% 2 1.2% 5 3.5% 1 1.2% 

賛成 12 15.0% 14 14.3% 30 23.1% 21 19.3% 29 19.9% 33 20.2% 50 35.0% 31 37.3% 

反対 34 42.5% 57 58.2% 68 52.3% 58 53.2% 92 63.0% 104 63.8% 57 39.9% 25 30.1% 

非常に 

反対 
30 37.5% 24 24.5% 27 20.8% 24 22.0% 15 10.3% 15 9.2% 9 6.3% 1 1.2% 

無回答 2 2.5% 1 1.0% 2 1.5% 3 2.8% 6 4.1% 9 5.5% 22 15.4% 25 30.1% 

合計 80 100% 98 100% 130 100% 109 100.1% 146 100% 163 99.9% 143 100.1% 83 99.9% 

1.9%

3.0%

16.2%

34.1%

57.9%

42.8%

50.0%

17.4%

11.4%

50.0%

6.6%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

2.5%

2.0%

2.3%

2.8%

2.7%

1.2%

3.5%

1.2%

15.0%

14.3%

23.1%

19.3%

19.9%

20.2%

35.0%

37.3%

42.5%

58.2%

52.3%

53.2%

63.0%

63.8%

39.9%

30.1%

37.5%

24.5%

20.8%

22.0%

10.3%

9.2%

6.3%
1.2%

2.5%

1.0%

1.5%

2.8%

4.1%

5.5%

15.4%

30.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

非常に賛成 賛成 反対 非常に反対 無回答

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（図表 3-2-38） 
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問１６ あなたは育児・介護休業制度を利用したことがありますか。□にレ点を記してください。 
 
 全体として「育児・介護休業制度は知っているが、利用したことがない」と回答した割合が最も高く、

年代別では「育児・介護休業制度を利用したことがある」「夫婦で育児・介護休業制度を利用したこと

がある」と回答した割合が最も高いのは３０代（64.6％）となっている。 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

14.9%

1.1%

25.0%

4.7%

5.1%

1.0%

1.6%

3.3%

3.5%

51.3%

59.3%

25.0%

0.9%

2.2%

6.9%

7.9%

12.4%

15.2%

50.0%

4.7%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

育児・介護休業制度を利用したことがある 育児・介護休業制度を利用したい

夫婦で育児・介護休業制度を利用したことがある 夫婦で育児・介護休業制度を利用したい

育児・介護休業制度は知っているが、利用したことがない 育児・介護休業制度は知っているが、利用したいとは思わない

その他 分からない

無回答

12.1%

39.6%

22.0%

16.5%

4.4%
2.2%

3.3%

10.9%

15.2%

26.1%

10.9%

23.9%

8.7%
2.2%

2.2%

8.3%

25.0%

25.0%

8.3%

8.3%

8.3%

8.3%

8.3%

25.0%

25.0%

15.6%

6.3%

6.3%

9.4%

12.5%

6.2%

9.5%

12.0%

12.4%

17.6%

19.9%

16.2%

6.2%

7.7%

15.4%

23.1%

38.5%

15.4%

13.0%
1.4%

1.4%

7.2%

11.6%

24.6%

23.2%

17.4%

16.9%

12.3%

7.7%

4.6%

10.0%

14.6%

19.2%

14.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

育児・介護休業制度を利用したことがある 育児・介護休業制度を利用したい

夫婦で育児・介護休業制度を利用したことがある 夫婦で育児・介護休業制度を利用したい

育児・介護休業制度は知っているが、利用したことがない 育児・介護休業制度は知っているが、利用したいとは思わない

その他 分からない

その他の意見欄 
・このような制度が存在していなかった。（７０代 男性） 
・自営業なので育児介護休業制度はない。（４０代 女性） 
・介護の為、退職した。その時点で制度が会社にあったかわからない。（５０代 女性） 
・休業制度の知識がないのでわからない （５０代 女性） 
・学生の為、制度の理解がまだ不十分。利用もない。 （１０代 女性） 
・独身で利用する理由が無い （５０代 男性） 
 

（ｎ＝369） 

（ｎ＝579） 

（ｎ＝4） 

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-39） 
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※小数点第２位を四捨五入

し て い る た め 合 計 が

100％にならない場合が

ある 

総計 
女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

育児・介護休業制度を利用

したことがある 
91 9.5% 86 14.9% 4 1.1% 1 25.0% 

育児・介護休業制度を利用

したい 
46 4.8% 27 4.7% 19 5.1% 0 0.0% 

夫婦で育児・介護休業制度

を利用したことがある 
12 1.3% 6 1.0% 6 1.6% 0 0.0% 

夫婦で育児・介護休業制度

を利用したい 
32 3.4% 19 3.3% 13 3.5% 0 0.0% 

育児・介護休業制度は知っ

ているが、利用したことが

ない 

517 54.2% 297 51.3% 219 59.3% 1 25.0% 

育児・介護休業制度は知っ

ているが、利用したいとは

思わない 

13 1.4% 5 0.9% 8 2.2% 0 0.0% 

その他 69 7.2% 40 6.9% 29 7.9% 0 0.0% 

分からない 130 13.6% 72 12.4% 56 15.2% 2 50.0% 

無回答 44 4.6% 27 4.7% 15 4.1% 0 0.0% 

合計 954 100% 579 100.1% 369 100% 4 100% 
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問１７ 次のＡ～Ｎの言葉についてご存知ですか。 

 

 男女共同参画についての用語に関しては、全体で「言葉・意味ともに知っている」の回答数が    

４，２４０なのに対して「分からない」の回答数は７，３６７となっている。 

 

 

 

 

 

21.5%

36.4%

38.3%

5.5%

5.3%

41.4%

10.6%

70.4%

73.8%

9.4%

7.5%

7.1%

6.9%

40.5%

16.1%

2.4%

3.6%

20.0%

27.7%

30.6%

29.1%

30.1%

18.3%

11.9%

20.9%

14.6%

12.7%

12.5%

13.3%

10.7%

13.8%

8.8%

18.2%

17.3%

5.2%

5.6%

12.7%

16.6%

22.6%

19.7%

15.9%

24.4%

19.3%

15.2%

18.7%

7.8%

6.5%

14.4%

16.0%

17.6%

13.4%

14.0%

18.6%

10.7%

9.9%

16.6%

11.4%

22.0%

10.4%

11.2%

47.0%

58.8%

17.7%

50.6%

4.7%

3.2%

58.1%

60.8%

56.9%

66.2%

22.6%

43.2%

76.9%

76.3%

45.7%

39.7%

3.2%

4.4%

4.5%

4.8%

4.6%

4.8%

5.6%

4.4%

4.0%

4.8%

4.9%

4.5%

4.6%

4.6%

4.8%

4.7%

4.7%

5.0%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ａ．男女共同参画社会基本法

Ｂ．育児・介護休業法

Ｃ．男女雇用機会均等法

Ｄ．都城市男女共同参画社会づくり条例

Ｅ．都城市女性総合相談

Ｆ．ジェンダー（社会的性別）

Ｇ．固定的性別役割分担（分業）意識

Ｈ．ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）

Ｉ．セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）

Ｊ．性と生殖に関する健康/権利

（リプロダクティブ・ヘルス/ライツ）

Ｋ．女性のエンパワーメント

Ｌ．ポジティブ・アクション（積極的改善措置）

Ｍ．アンペイド・ワーク（無償労働）

Ｎ．性的少数者（ＬＧＢＴ）

Ｏ．ダイバーシティ（多様性）

Ｐ．アンコンシャス・バイアス

Ｑ．アサーション

Ｒ．ワーク・ライフ・バランス

Ｓ．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

言葉・意味ともに知っている 言葉のみ知っている 聞いたことはある 分からない 無回答

（ｎ＝954） 

（図表 3-2-40） 
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※小数点第２位を四捨

五入しているため合

計が 100％にならな

い場合がある 

言葉・意味と

もに知ってい

る 

言葉のみ知っ

ている 
聞いたことは

ある 分からない 無回答 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

Ａ．男女共同参画社会

基本法 
205 21.5% 292 30.6% 216 22.6% 210 22.0% 31 3.2% 

Ｂ．育児・介護休業法 347 36.4% 278 29.1% 188 19.7% 99 10.4% 42 4.4% 

Ｃ．男女雇用機会均等 

  法 365 38.3% 287 30.1% 152 15.9% 107 11.2% 43 4.5% 

Ｄ．都城市男女共同参

画社会づくり条例 52 5.5% 175 18.3% 233 24.4% 448 47.0% 46 4.8% 

Ｅ．都城市女性総合相  

  談 51 5.3% 114 11.9% 184 19.3% 561 58.8% 44 4.6% 

Ｆ．ジェンダー（社会的

性別） 395 41.4% 199 20.9% 145 15.2% 169 17.7% 46 4.8% 

Ｇ．固定的性別役割分

担（分業）意識 101 10.6% 139 14.6% 178 18.7% 483 50.6% 53 5.6% 

Ｈ．ドメスティック・バ

イオレンス（ＤＶ） 672 70.4% 121 12.7% 74 7.8% 45 4.7% 42 4.4% 

Ｉ．セクシュアル・ハラ

スメント（セクハラ） 704 73.8% 119 12.5% 62 6.5% 31 3.2% 38 4.0% 

Ｊ．性と生殖に関する

健康/権利（リプロ

ダクティブ・ヘル

ス/ライツ） 

90 9.4% 127 13.3% 137 14.4% 554 58.1% 46 4.8% 

Ｋ．女性のエンパワー

メント 72 7.5% 102 10.7% 153 16.0% 580 60.8% 47 4.9% 

Ｌ．ポジティブ・アクシ

ョン（積極的改善措

置） 
68 7.1% 132 13.8% 168 17.6% 543 56.9% 43 4.5% 

Ｍ．アンペイド・ワーク

（無償労働） 66 6.9% 84 8.8% 128 13.4% 632 66.2% 44 4.6% 

Ｎ．性的少数者（ＬＧＢ

Ｔ） 
386 40.5% 174 18.2% 134 14.0% 216 22.6% 44 4.6% 

Ｏ．ダイバーシティ（多

様性） 154 16.1% 165 17.3% 177 18.6% 412 43.2% 46 4.8% 

Ｐ．アンコンシャス・バ

イアス 23 2.4% 50 5.2% 102 10.7% 734 76.9% 45 4.7% 

Ｑ．アサーション 34 3.6% 53 5.6% 94 9.9% 728 76.3% 45 4.7% 

Ｒ．ワーク・ライフ・バ

ランス 191 20.0% 121 12.7% 158 16.6% 436 45.7% 48 5.0% 

Ｓ．ＳＤＧｓ（持続可能

な開発目標） 264 27.7% 158 16.6% 109 11.4% 379 39.7% 44 4.6% 
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問１８ 都城市では、男女共同参画社会づくりの拠点として「都城市男女共同参画センター」を都

城市役所内に設置し、次のような事業を行っています。 

      ①啓発事業～男女共同参画の視点に立った講演会、講座の開催 

      ②相談事業～相談員による電話相談・面接相談、みやざき若者サポートステーション

との連携による就労相談、臨床心理士による面談、弁護士による法律相談 

    上記の事業について、どの程度ご存知ですか。□にレ点を記してください。 

 

 すべての年代で「名前は聞いたことがあるが内容は知らない」「知らない」と回答した割合が高く、「啓

発事業に参加した又は相談事業を利用したことのある」「内容まで詳しく知っている」と回答した割

合は１割にも満たない。 

 

 
※小数 
点第２ 
位を四 
捨五入 
してい 
るため 
合計が 
100％ 
になら 
ない場 
合があ 
る 

総計 １８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

①  7 0.7％ 1 1.3% 0 0.0% 1 0.8% 1 0.9% 0 0.0% 3 1.8% 1 0.7% 0 0.0% 

②  9 0.9％ 0 0.0% 3 3.1% 3 2.3% 1 0.9% 1 0.7% 1 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 

③  86 9.0％ 6 7.5% 3 3.1% 7 5.4% 13 11.9% 16 11.0% 14 8.6% 15 10.5% 12 14.5% 

④  321 33.6％ 20 25.0% 27 27.6% 35 26.9% 36 33.0% 52 35.6% 71 43.6% 58 40.6% 22 26.5% 

⑤  513 53.8％ 52 65.0% 65 66.3% 83 63.8% 58 53.2% 77 52.7% 73 44.8% 65 45.5% 40 48.2% 

無回答 18 1.9％ 1 1.3% 0 0.0% 1 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.6% 4 2.8% 9 10.8% 

合計 954 99.9％ 80 100.1% 98 100.1% 130 100% 109 99.9% 146 100% 163 100% 143 100.1% 83 100% 

1.3%

0.8%

0.9%

1.8%

0.7%

3.1%
2.3%

0.9%

0.7%

0.6%

7.5%
3.1%

5.4%

11.9%

11.0%

8.6%

10.5%

14.5%

25.0%

27.6%

26.9%

33.0%

35.6%

43.6%

40.6%

26.5%

65.0%

66.3%

63.8%

53.2%

52.7%

44.8%

45.5%

48.2%

1.3%

0.8%

0.6%

2.8%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

啓発事業に参加した又は相談事業を利用したことがある・・① 内容まで詳しく知っている・・②

おおよそ知っている・・③ 名前は聞いたことがあるが内容は知らない・・④

知らない・・⑤ 無回答

（ｎ＝83） 

（ｎ＝143） 

（ｎ＝163） 

（ｎ＝146） 

（ｎ＝109） 

（ｎ＝130） 

（ｎ＝98） 

（ｎ＝80） 

（図表 3-2-41） 
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問１９ 一人ひとりの個性が活かせる社会づくりを推進するために、男女共同参画センターで取組

む必要があるのはどのようなことだと思いますか。□にレ点を記してください。 

（レ点はいくつでも） 

 最も回答が多いのは「学校における男女の地位の平等を育成する教育の推進」（483）次いで「職場

等におけるハラスメントの対応・対策についての講座」（332）となっている。 

 

 

 

 

483

263

204

54

204

170

332

42

20

153

0 100 200 300 400 500

学校教育における男女の地位の平等を育成する教育の

推進

地域や職場での男女共同参画の視点に立った講座等

男女共同参画に関する講演会、シンポジウム、フォーラ

ム等の開催

拠点施設（男女共同参画センター）の建設

発達障がいを持つ人の家族を対象にした講座の開催

料理、洗濯、掃除、片づけ等の講座の実施

職場等におけるハラスメントの対応・対策についての講

座

男性を対象とした面接相談の拡充

その他

特になし

22.4%

25.1%

28.9%

24.9%

26.0%

25.1%

24.2%

21.1%

13.0%

14.7%

13.3%

17.5%

16.5%

10.7%

11.2%

12.0%

8.3%

7.3%

6.3%

8.7%

9.9%

13.0%

15.6%

16.5%

4.7%

3.1%

3.0%

1.7%

3.0%

2.6%

2.2%

2.3%

12.5%

9.4%

10.7%

10.9%

10.2%

10.7%

10.0%

10.5%

9.4%

9.4%

9.3%

8.7%

9.0%

7.2%

8.9%

9.8%

19.8%

18.8%

17.0%

17.9%

17.4%

18.6%

14.9%

12.0%

3.1%

2.1%

2.6%

3.1%

2.1%

2.3%

1.1%

0.8%

1.6%

1.5%

0.4%

1.2%

0.3%

1.9%

1.5%

6.8%

8.4%

7.4%

6.1%

4.8%

9.4%

10.0%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

学校教育における男女の地位の平等を育成する教育の推進・・①
地域や職場での男女共同参画の視点に立った講座等・・②

男女共同参画に関する講演会、シンポジウム、フォーラム等の開催・・③

拠点施設（男女共同参画センター）の建設・・④
発達障がいを持つ人の家族を対象にした講座の開催・・⑤

料理、洗濯、掃除、片づけ等の講座の実施・・⑥

職場等におけるハラスメントの対応・対策についての講座・・⑦
男性を対象とした面接相談の拡充・・⑧

その他・・⑨

特になし・・⑩

（ｎ＝1,925） 

（ｎ＝133） 

（ｎ＝269） 

（ｎ＝307） 

（ｎ＝334） 

（ｎ＝229） 

（ｎ＝270） 

（ｎ＝191） 

（ｎ＝192） 

（図表 3-2-42） 
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※小数 
点第２ 
位を四 
捨五入 
してい 
るため 
合計が 
100％ 
になら 
ない場 
合があ 
る 

総計 １８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

①  483 25.1％ 43 22.4% 48 25.1% 78 28.9% 57 24.9% 87 26.0% 77 25.1% 65 24.2% 28 21.1% 

②  263 13.7％ 25 13.0% 28 14.7% 36 13.3% 40 17.5% 55 16.5% 33 10.7% 30 11.2% 16 12.0% 

③  204 10.6％ 16 8.3% 14 7.3% 17 6.3% 20 8.7% 33 9.9% 40 13.0% 42 15.6% 22 16.5% 

④  54 2.8％ 9 4.7% 6 3.1% 8 3.0% 4 1.7% 10 3.0% 8 2.6% 6 2.2% 3 2.3% 

⑤  204 10.6％ 24 12.5% 18 9.4% 29 10.7% 25 10.9% 34 10.2% 33 10.7% 27 10.0% 14 10.5% 

⑥  170 8.8％ 18 9.4% 18 9.4% 25 9.3% 20 8.7% 30 9.0% 22 7.2% 24 8.9% 13 9.8% 

⑦  332 17.2％ 38 19.8% 36 18.8% 46 17.0% 41 17.9% 58 17.4% 57 18.6% 40 14.9% 16 12.0% 

⑧  42 2.2％ 6 3.1% 4 2.1% 7 2.6% 7 3.1% 7 2.1% 7 2.3% 3 1.1% 1 0.8% 

⑨  20 1.0％ 0 0.0% 3 1.6% 4 1.5% 1 0.4% 4 1.2% 1 0.3% 5 1.9% 2 1.5% 

⑩  153 7.9％ 13 6.8% 16 8.4% 20 7.4% 14 6.1% 16 4.8% 29 9.4% 27 10.0% 18 13.5% 

合計 1925 99.9％ 192 100% 191 99.9% 270 100% 229 99.9% 334 100.1% 307 99.9% 269 100% 133 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の意見欄 
・発達障がいを持つ人の家族を対象にした講座の開催で、職場・学校への啓発 （３０代 女性） 

・大規模教育のためのしくみ作り。年間 100 人（1000 人）の市民に教育をしたとしても市民（16 万 5 千人）全員に

教育が行き届く年数は 1650 年（165 年）かかる。このことから、年間 5 万人位の市民に対しての大規模教育のた

めのしくみ作りが必要である。 （６０代 男性） 

・講座や講演会などは、関心興味をもっている人は参加する気持ちはあると思うが、関心のない人が興味をもてるよ

うな企画はないものでしょうか。（７０代 女性） 

・現状でも十分と思う （５０代 男性） 

・講習・講座などしたところで若い子は参加しない。知らない。眠くなる。参加したくなるようなパンフレット、声

かけ、ネットでリモートで楽しく学べるなどの今の時代にあった工夫が必要だと思う。（４０代 女性） 

・職場での労働組合設立支援 （３０代 女性） 

・企画されたものに参加できる権利機会 情報発信すべての人が情報を得る機会 小学生から参加できる機会、事業

の説明でなく具体的な講座の受講例えば、料理洗濯掃除片付けを１日を通して学びこれは男女共同参画ですよと逆

にする （５０代 男性） 

・男女共同参画を目的とした女性総合相談など、女性に特化した取り組みをなくす事。（３０代 男性） 
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問２０ あなたは職場や学校、地域等で、ハラスメント（嫌がらせ、いじめ）を経験したことがありま

すか。□にレ点を記してください。（レ点はいくつでも） 

 

 最も回答数が多いのは「モラル・ハラスメント」（316）となっている。次いで「パワー・ハラスメン

ト」（268）となっている。 

 

 

59

268

316

30

7

17

0 50 100 150 200 250 300 350

セクシャル・ハラスメント（性的な嫌がらせ）

パワー・ハラスメント（権力や地位による嫌がらせ）

モラル・ハラスメント（無視、にらむ、いやみを言う、馬鹿にされる、不

機嫌に振舞うなど）

マタニティ・ハラスメント（妊娠、出産、子育てなどをきっかけに嫌がら

せや不利益扱いを受けること）

パタニティ・ハラスメント（育児のための制度を利用とする男性職員が

嫌がらせや不利益扱いを受けること）

SOＧIハラスメント（性的指向・性自認に関連して差別的な言動や嘲

笑、いじめや暴力などの精神的・肉体的な嫌がらせや不利益扱いを

受けること）

11.1%

2.7%
14.3%

33.7%

48.9%

28.6%

46.3%

43.4%

42.9%

6.0%

0.9%

0.6%

1.8%

2.3%

2.3%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

セクシャル・ハラスメント（性的な嫌がらせ）

パワー・ハラスメント（権力や地位による嫌がらせ）

モラル・ハラスメント（無視、にらむ、いやみを言う、馬鹿にされる、不機嫌に振舞うなど）

マタニティ・ハラスメント（妊娠、出産、子育てなどをきっかけに嫌がらせや不利益扱いを受けること）

パタニティ・ハラスメント（育児のための制度を利用とする男性職員が嫌がらせや不利益扱いを受けること）

SOＧIハラスメント（性的指向・性自認に関連して差別的な言動や嘲笑、いじめや暴力などの精神的・肉体的な嫌がらせや不利益扱いを

受けること）

（ｎ＝221）

（ｎ＝7）

（ｎ＝469）

※小数点第２位を四捨五入して

いるため合計が 100％になら

ない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

セクシャル・ハラスメント 59 8.5% 52 11.1% 6 2.7% 1 14.3% 

パワー・ハラスメント 268 38.5% 158 33.7% 108 48.9% 2 28.6% 

モラル・ハラスメント 316 45.3% 217 46.3% 96 43.4% 3 42.9% 

マタニティ・ハラスメント 30 4.3% 28 6.0% 2 0.9% 0 0.0% 

パタニティ・ハラスメント 7 1.0% 3 0.6% 4 1.8% 0 0.0% 

SOＧＩ（ソジ）ハラスメント 17 2.4% 11 2.3% 5 2.3% 1 14.3% 

合計 697 100% 469 100% 221 100% 7 100.1% 

（ｎ＝697） 
（図表 3-2-43） 
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※小数点第２位を四捨五入

しているため合計が 100％
にならない場合がある 

総計 常勤勤め 非常勤勤め 農業、林業

等の自営業 
商業、工

業、サービ

ス業、その

他の自営業 

無職 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

セクシャル・ハラスメント 59 8.5% 27 9.0% 9 7.1% 1 3.7% 3 8.1% 19 9.2% 

パワー・ハラスメント 268 38.5% 112 37.5% 45 35.4% 11 40.7% 16 43.2% 84 40.6% 

モラル・ハラスメント 316 45.3% 129 43.1% 67 52.8% 13 48.1% 16 43.2% 91 44.0% 

マタニティ・ハラスメント 30 4.3% 17 5.7% 4 3.1% 1 3.7% 1 2.7% 7 3.4% 

パタニティ・ハラスメント 7 1.0% 5 1.7% 1 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.5% 

SOＧＩ（ソジ）ハラスメント 17 2.4% 9 3.0% 1 0.8% 1 3.7% 1 2.7% 5 2.4% 

合計 697 100% 299 100% 127 100% 27 99.9% 37 99.9% 207 100.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.0%

7.1%

3.7%

8.1%

9.2%

37.5%

35.4%

40.7%

43.2%

40.6%

43.1%

52.8%

48.1%

43.2%

44.0%

5.7%

3.1%

3.7%

2.7%

3.4%

1.7%

0.8%

0.5%

3.0%

0.8%

3.7%

2.7%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤勤め

非常勤勤め

農業、林業等の自営業

商業、工業、サービス業、その他の自

営業

無職

セクシャル・ハラスメント（性的な嫌がらせ）

パワー・ハラスメント（権力や地位による嫌がらせ）

モラル・ハラスメント（無視、にらむ、いやみを言う、馬鹿にされる、不機嫌に振舞うなど）

マタニティ・ハラスメント（妊娠、出産、子育てなどをきっかけに嫌がらせや不利益扱いを受けること）

パタニティ・ハラスメント（育児のための制度を利用とする男性職員が嫌がらせや不利益扱いを受けること）

SOＧIハラスメント（性的指向・性自認に関連して差別的な言動や嘲笑、いじめや暴力などの精神的・肉体的な嫌がらせや不利益

扱いを受けること）

（ｎ＝127）

（ｎ＝27）

（ｎ＝37）

（ｎ＝207）

（ｎ＝299） 
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問２１ あなたがこれまでに、配偶者（事実婚や別居中、離別、死別含む）、恋人などから暴力を受け

たことはありますか。□にレ点を記してください。（レ点はいくつでも） 

 

 暴力について、最も回答数が多いのは「精神的暴力を受けた」となっています。暴力を受けたことが

あるという回答の男女比だと「女性（女性と自認しています）」（203）、「男性（男性だと自認していま

す）」（36）、「その他」（5）となっている。 

 

 

 

55

104

33

17

18

17

0 20 40 60 80 100 120

身体的暴力を受けた

精神的暴力を受けた（無視、言葉で脅す等）

経済的暴力を受けた（働かせない、お金の使途を確認、生活

費を渡さない等）

性的暴力を受けた

社会的暴力を受けた（親や友人等の付合いの制限、電話・

メール・行動などチェックされる等）

子どもを利用した暴力を受けた（子どもの前で暴力を受ける、

「子どもに危害を与える」と脅される）

23.2%

19.4%

20.0%

40.9%

55.6%

20.0%

15.3%

5.6%

6.4%

8.3%

20.0%

8.4%

20.0%

5.9%

11.1%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性（女性だと自認しています）

男性（男性だと自認しています）

その他

身体的暴力 精神的暴力 経済的暴力 性的暴力 社会的暴力 子どもを利用した暴力

（ｎ＝203）

（ｎ＝36）

（ｎ＝5）

※小数点第２位を四捨五入して

いるため合計が 100％になら

ない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

身体的暴力 55 22.5% 47 23.2% 7 19.4% 1 20.0% 

精神的暴力 104 42.6% 83 40.9% 20 55.6% 1 20.0% 

経済的暴力 33 13.5% 31 15.3% 2 5.6% 0 0.0% 

性的暴力 17 7.0% 13 6.4% 3 8.3% 1 20.0% 

社会的暴力 18 7.4% 17 8.4% 0 0.0% 1 20.0% 

子どもを利用した暴力 17 7.0% 12 5.9% 4 11.1% 1 20.0% 

合計 244 100% 203 100.1% 36 100% 5 100% 

（ｎ＝244） 
（図表 3-2-44） 
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25.0%

31.3%

21.9%

17.9%

13.0%

22.8%

30.8%

36.4%

25.0%

6.3%

53.1%

41.0%

43.5%

43.9%

46.2%

54.5%

25.0%

18.8%

6.3%

15.4%

23.9%

10.5%

7.7%

9.1%

25.0%

6.3%

3.1%

7.7%

8.7%

7.0%

7.7%

25.0%

9.4%

5.1%

8.7%

7.0%

2.6%

12.5%

6.3%

12.8%

2.2%

8.8%

5.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１８～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳

４０～４９歳

５０～５９歳

６０～６９歳

７０～７９歳

８０歳以上

身体的暴力 精神的暴力 経済的暴力 性的暴力 社会的暴力 子どもを利用した暴力

（ｎ＝4）

（ｎ＝16）

（ｎ＝32）

（ｎ＝39）

（ｎ＝46）

（ｎ＝57）

（ｎ＝39）

（ｎ＝11）

※小数点第

２位を四

捨五入し

ているた

め合計が

100％に

ならない

場合があ

る 

１８～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６９歳 ７０～７９歳 ８０歳以上 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

身体的

暴力 
1 25.0% 5 31.3% 7 21.9% 7 17.9% 6 13.0% 13 22.8% 12 30.8% 4 36.4% 

精神的

暴力 
1 25.0% 1 6.3% 17 53.1% 16 41.0% 20 43.5% 25 43.9% 18 46.2% 6 54.5% 

経済的

暴力 
1 25.0% 3 18.8% 2 6.3% 6 15.4% 11 23.9% 6 10.5% 3 7.7% 1 9.1% 

性的暴

力 
1 25.0% 1 6.3% 1 3.1% 3 7.7% 4 8.7% 4 7.0% 3 7.7% 0 0.0% 

社会的

暴力 
0 0.0% 4 25.0% 3 9.4% 2 5.1% 4 8.7% 4 7.0% 1 2.6% 0 0.0% 

子ども

を利用

した暴

力 

0 0.0% 2 12.5% 2 6.3% 5 12.8% 1 2.2% 5 8.8% 2 5.1% 0 0.0% 

合計 4 100% 16 100.2% 32 100.1% 39 99.9% 46 100% 57 100% 39 100.1% 11 100% 
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問２２ あなたはこれまで、問２１であげたような行為について、誰かに相談したりしましたか。

□にレ点を記してください。 

 

 「相談した」の回答数が３７に対し、「相談できなかった」「相談したもの・できなかったものがある」

「相談したくない」の回答数は７４となっている。 

 

 

※小数点第２位を四捨五入して

いるため合計が 100％になら

ない場合がある 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だと

自認していま

す） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

相談した 37 30.3％ 36 36％ 1 4.8％ 0 0％ 

相談できなかった 33 27.0％ 26 26％ 7 33.3％ 0 0％ 

相談したもの・できなかったもの

がある 
26 21.3％ 19 19％ 6 28.6％ 1 100％ 

相談したくない 15 12.3％ 11 11％ 4 19.0％ 0 0％ 

その他 11 9.0％ 8 8％ 3 14.3％ 0 0％ 

合計 122 99.9% 100 100% 21 100% 1 100% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37

33

26

15

11

0 5 10 15 20 25 30 35 40

相談した

相談できなかった

相談したもの・できなかったものがある

相談したくない

その他

その他の意見欄 
・配偶者からではないが、夫の家族から経済的暴力があった。 （３０代 女性） 
・こんなことがあったと友人、子供にぐちる。 （５０代 女性） 

（ｎ＝122） 

（図表 3-2-45） 



63 
 

問２３ 「相談できなかった・相談したくない等」の理由にあてはまる□にレ点を記してください 

                                 （レ点はいくつでも） 

 「相談できなかった・相談したくない等」と理由として回答数が多いのは「自分さえ我慢すれば、な

んとか生活できると思ったから」（47）、次いで「誰にも言いたくなかった」（38）、「どこ（だれ）に相

談してよいかわからなかった」（28）となっている。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28

38

14

47

14

23

8

11

0 10 20 30 40 50

どこ（だれ）に相談してよいかわからなかった

誰にも言いたくなかった

相談したことが相手に気付かれて、仕返しや

もっとひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば、なんとか生活できると思ったから

世間体が悪いから

自分にも悪いところがあると思ったから

慣れているから

その他

※小数点第２位を四捨五入しているため合計が 
100％にならない場合がある 回

答 

割
合 

どこ（だれ）に相談してよいかわからな

かった 
28 15.3％ 

誰にも言いたくなかった 38 20.8％ 

相談したことが相手に気付かれてもっと

ひどい暴力を受けると思ったから 
14 7.6％ 

自分さえ我慢すれば、なんとか生活できる

と思ったから 
47 25.7％ 

世間体が悪いから 14 7.6％ 

自分にも悪いところがあると思ったから 23 12.6％ 

慣れているから 8 4.4％ 

その他 11 6.0％ 

合計 183 100% 

その他の意見欄 
・どうにもならないと思ったから （３０代 女性） 
・子どもが心配だったから （５０代 女性） 
・相談して周りに心配などかけるくらいなら自分が限界まで我慢すればいいと思った（２０代 女性） 
・気にしない！気にしないですませる。 （７０代 女性） 
・離婚を決意したから （７０代 女性） 
・親に心配かけたくないため （７０代 女性） 
・病気になった。相談できる気力さえなかった。 （５０代 女性） 
・相談する人がいなかった。主人の身内には悪口になるので言えない。相談できなかった （６０代女性） 
・周りの大切な人に迷惑をかけたくなかった為 （４０代 女性） 
 

（ｎ＝183） （図表 3-2-46） 
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問２４ あなたは、ハラスメントやドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）等を防止するためには、

どのような対策が必要だと思いますか。あてはまる□にレ点を記してください。 

（レ点はいくつでも） 
 

 最も回答数が多いのは「被害者支援のための相談機関や保護施設を整備する」（452）、次いで「捜査

や裁判所において、被害届が出しやすい環境整備を図る」（439）、「法律・制度の制定や見直しを行う」

（396）となっている。 

 

※小数点第２位を四捨五入しているた

め合計が 100％にならない場合があ

る 
総計 

女性（女性だと

自認していま

す） 

男性（男性だ

と自認してい

ます） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

法律・制度の制定や見直しを行う 396 15.3% 226 14.6% 167 16.6% 3 13.0% 

犯罪の取締りを強化する 319 12.4% 178 11.5% 138 13.7% 3 13.0% 

捜査や裁判等において、被害届が出

しやすい環境を図る 
439 17.0% 269 17.3% 166 16.5% 4 17.4% 

被害者支援のための相談機関や保

護施設を整備する 
452 17.5% 294 18.9% 154 15.3% 4 17.4% 

保護者を対象とした男女共同参画

に関する講座の開催 126 4.9% 75 4.8% 48 4.8% 3 13.0% 

教職員や児童・生徒を対象としたハ

ラスメント、ＤＶについての教育 344 13.3% 215 13.8% 127 12.6% 2 8.7% 

職場におけるハラスメントやＤＶ

についての教育の推進 253 9.8% 153 9.9% 99 9.9% 1 4.3% 

メディアが自主的に取組を強化し、

性的な側面や暴力を過度に取扱わ

ないようにする 
137 5.3% 74 4.8% 61 6.0% 2 8.7% 

その他 38 1.5% 23 1.5% 14 1.4% 1 4.3% 

わからない 77 3.0% 46 3.0% 31 3.1% 0 0.0% 

合計 2581 100% 1553 100.1% 1005 99.9% 23 99.8% 

396

319

439

452

126

344

253

137

38

77

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

法律・制度の制定や見直しを行う

犯罪の取締りを強化する

捜査や裁判等において、被害届が出しやすい

環境整備を図る

被害者支援のための相談機関や保護施設を整備する

保護者を対象とした男女共同参画に関する

講座の開催（家庭での教育の充実）

教職員や児童生徒を対象としたハラスメント、

ＤＶについての教育の充実

職場におけるハラスメントやＤＶについての教育の推進

メディアが自主的に取組を強化し、性的な側面や

暴力を過度に取扱わないようにする

その他

わからない

（ｎ＝2,581） 

（図表 3-2-47） 
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その他の意見欄 
・子供に対しての性教育、ハラスメントや DV の教育をもっともっと幼い段階から充実させて欲しい、恥

ずかしがったり隠したりするものではない、コンビニなどの雑誌コーナー内のアダルトコーナー、テレ

ビのドラマ内で性的な場面や暴力的な場面のあるものは深夜に放送して欲しい。 （４０代 女性） 
・近隣の方からの相談所もつくり、保護できる形を作る。 （１０代 女性） 
・夫婦が（育児、今後について）もっと対話すべき時間があると良いです。 （４０代 女性） 
・アンガーマネジメントの認知と普及。 （３０代 男性） 
・すべての市民への教育の拡充。男女それぞれに対する固定観念意識の変容の促進。（４０代 女性） 
・出来るだけ早めに 1．2．3．は進めてほしい。（６０代 女性） 
・ハラスメントをする人は自覚がないことが多い。職場で教育機会が定期的にあっていても定期的に、具

体的な内容でチェックさせ、まずは気づかせることが必要。また、気づいた上司が行動してくれる勇気

…この教育と啓発。 （３０代 女性） 
・加害者の更正プログラム再犯防止。 （５０代 女性） 
・ハラスメント関係については、ストレスが引き金になるものが多いと思う。また、メディア等で取り上

げられた内容で余計な知識を身に付けた者がおもしろがってというのが大半だと思う。（２０代 男性） 
・DV かどうなのかを判断できる、的確に対応できる専門家の教育。 （５０代 女性） 
・私の場合、パワハラで４年～５年受けました。部落の催し物のときだけですが、最終的に警察に訴える

と本人に告げたところ謝りましたが、本当に悪かったという意識は感じられなかった。プライドの高い

人は、知らず知らずのうちにパワハラに行くと私は思う。もう一つはねたみからパワハラになることも

考えてます。（７０代 男性） 
・被害者が保護された場合や、住所移転した際に、被害者の情報が加害者に伝わらないようにするのが大

事 （２０代 男性） 
・そもそも子育ての時が大事なのではないかと。感情をコントロールできる人間づくりを考えてもらえれ

ば。 （５０代 女性） 
・パワーハラスメント、モラルハラスメントされているときの対処法を伝える録音機や小型カメラの貸し

出し。（４０代 女性） 
・未成年法の見直し責任能力の有無、被害者が不利になっているなど （６０代 男性） 
・男女平等にならない限り防止はできない。下に見られている結果だから。 （３０代 女性） 
・子供に対しての性教育、ハラスメントや DV の教育をもっともっと幼い段階から充実させて欲しい 

（４０代 女性） 
・近隣の方からの相談所もつくり、保護できる形を作る （１０代 女性） 
・アンガーマネジメントの認知と普及 （３０代 女性） 
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問２５ 避難所の運営には、男女共同参画の視点に立った環境整備を行うことが重要であるといわ

れています。必要だと思われる取組みの□にレ点を記してください。（3 つまで） 

 

最も回答数が多いのは「安全で行きやすい男女別及び多目的トイレが設置されている」（346）、次い

で「授乳室（椅子、授乳用の枕やクッション、オムツ替えスペース）がある」（319）、「更衣室、休養

スペースの場所が、男性用と女性用が離れている」（286）となっている。 
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授乳室（椅子、授乳用の枕やクッション、オムツ替えスペース）

がある

更衣室、休養スペースの場所が、男性用と女性用が離れている

単身女性や女性のみのスペースが確保されている

安全で行きやすい男女別及び多目的トイレが設置されている

屋外トイレは暗がりにならない場所に設置している

性別に関わらず一人で（又は付き添いを受けながら）入浴でき

る施設がある

避難所の危険箇所や死角となる場所の把握・立入制限がさ

れている

掲示板による情報提供（インターネットが使用できない人・

情報が届きにくい人向け）がされている

運営体制や運営ルールが整っている

配偶者からの暴力防止・被害者の安全等が徹底している

衛生環境・感染症予防等の対策がされている

在宅避難者を含む指定避難所以外の避難者の支援体制がある

異性の視線が気にならない更衣室・物干し場の設置

困りごとを相談できる窓口の設置

その他

その他の意見欄 
・行ったことが無いので分からない。 （６０代 女性） 
・障がい者用のスペース  （４０代 女性） 
・今現在どのような避難場所が設置されているのか分からないのでどのような問題点があるのか分からない。 

（６０代 女性） 
・地域コミュニティの連携強化 （５０代 女性） 
・１～１４すべて （５０代 女性） 
・昭和の人間の目からすると今の若い人達めぐまれている （７０代 女性） 
・作ったとしていく人がどれだけいるのだろう （３０代 男性） 
・行政職員の明確な存在アピール（ベストを着るなど） （４０代 女性） 
・スフィア基準に準拠した避難所整備 （４０代 その他） 

（ｎ＝2,454） （図表 3-2-48） 
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※小数点第２位を四捨五入しているた

め合計が 100％にならない場合があ

る 
総計 

女性（女性だ

と自認してい

ます） 

男性（男性だ

と自認してい

ます） 
その他 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

回
答 

割
合 

授乳室（椅子、授乳用の枕やクッショ

ン、オムツ替えスペース）がある 
319 13.0% 200 13.2% 116 12.5% 3 25.0% 

更衣室、休養スペースの場所が男性

用と女性用が離れている 
286 11.7% 174 11.5% 111 12.0% 1 8.3% 

単身女性や女性のみのスペースが確

保されている 
123 5.0% 81 5.3% 42 4.5% 0 0.0% 

安全で行きやすい男女別及び多目

的トイレが設置されている 
346 14.1% 210 13.9% 135 14.6% 1 8.3% 

屋外トイレは暗がりにならない場

所に設置されている 129 5.3% 95 6.3% 33 3.6% 1 8.3% 

性別に関わらず一人で（又は付き添

いを受けながら）入浴できる施設が

ある 
108 4.4% 59 3.9% 47 5.1% 2 16.7% 

避難場所の危険箇所や死角となる

場所の把握・立入制限がされている 67 2.7% 41 2.7% 26 2.8% 0 0.0% 

掲示板による情報提供（インターネ

ットが使用できない人・情報が届き

にくい人向け）がされている 
162 6.6% 105 6.9% 57 6.2% 0 0.0% 

運営体制や運営ルールが整ってい

る 207 8.4% 122 8.0% 85 9.2% 0 0.0% 

配偶者からの暴力防止・被害者の安

全等が徹底している 71 2.9% 39 2.6% 32 3.5% 0 0.0% 

衛生環境・感染症予防等の対策がさ

れている 232 9.5% 136 9.0% 94 10.2% 2 16.7% 

在宅避難者を含む指定避難所以外

の避難者の支援体制がある 66 2.7% 45 3.0% 21 2.3% 0 0.0% 

異性の視線が気にならない更衣室・

物干し場の設置 92 3.7% 58 3.8% 34 3.7% 0 0.0% 

困りごとを相談できる窓口の設置 214 8.7% 133 8.8% 80 8.6% 1 8.3% 

その他 32 1.3% 18 1.2% 13 1.4% 1 8.3% 

合計 2454 100% 1516 100% 926 100% 12 100% 
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男女共同参画社会づくりに関する取組についてのご意見等をお聞かせください。 

 

 

 意見欄 年代 性別 

１ 一番効果が出にくいかもしれないけれど、生きていくうえで一番大切

なことかもしれないと思います。頑張ってください。 

３０代 女性 

２ 一人一人の能力を認める（出来る 出来ない）お互いやれることをや

れば良い。 
６０代 女性 

３ 問１７の言葉表を小さく作って皆さんの家に届けてほしい。分からな

いところがあるので表があると嬉しいですね。 
６０代 女性 

４ 自分が知らないことが多かったです。なかなか伝えることが無いの

で、この場を借りて…。今は年 5 日有給を取るのが義務化だと？この

会社は有給日数管理されません（男女）。子どもの用事で休むことも

ないのに、たまに平日休み取りたい時、取りにくいのが不満です。な

んで私ばかり…と思ったり。すみません。 

４０代 女性 

５ 今は何よりも先にコロナに対することを一番に対応してほしい。 ３０代 女性 

６ 男女共同参画社会はとても良いことだと思います。男性らしさとか、

女性らしさとかも必要な時もありますが、自分らしく周囲の人達と

（共存）毎日を楽しく生きていければと思っています。 

４０代 女性 

７ 男女共同参画はいいことではあるが、主張する女性が多くなって男性

が弱々しくなってきたように思うのは私だけでしょうか…。子どもの

時から男尊女卑の中で育ってきたからそう思うのかもしれませんが。

それでも家事をしながら定年まで働き、今でもボランティア活動を生

きがいとしています。 

７０代 女性 

８ ネットの社会 コロナ禍において他人との関り方が難しい時代とな

っています。そんな中でどうやって生きていくのか答えが見つけられ

るような社会になってほしいものです。すみません、伝えたいことが

うまく表現できませんでした。 

６０代 女性 

９ 都城市に男女参画社会づくりで活動されていることの認識がありま

せんでした。啓発事業への参加方法もわかりません。多くの人に知っ

てもらうためにはもう少し身近なところでの広告があれば良いのか

な、と考えました。今回のアンケートで知ることができたので、私も

少し男女共同参画社会について考えてみようと思います。ありがとう

ございました。 

３０代 女性 

１０ 男女平等といわれている社会ですが、男・女共に不利な部分はたくさ

んあると思う。少しずつ「男だから、女だから」という考えをする傾

向がなくなってきているが、生活しにくい世の中だと思うことがたく

さんあります。 

２０代 女性 
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１１ 今年、相談員による電話相談・面接相談を利用しました。相談して気

持ちが楽になりました。知識を得て決断することが出来ました（離

婚）。今後も苦しんでいる女性のために頑張って下さい。親切に応対

していただきありがとうございました。 

６０代 女性 

１２ 一般的には男性は女性よりも体力や力の強さがありますが職場学校

等でお互いを思いやる気持ちを持って接するとそれぞれの得意とす

ることを、尊重し合い、精神的に安定した中で過ごせる。そしたら、

伸び伸びと活躍しやすくなると思います。その為に、メディア、教育

の場で小さいときから社会はあらゆる分野の人の支えによって成り

立ってそれを、当たり前じゃない感じや気持ちを忘れずにと、繰り返

し教えてもらったら、思いやる気持ちがわいてきてそれぞれの人が活

躍できるようになるのかもしれません。 

１０代 男性 

１３ 格差はなくならないと思いますが、教育によって他人のいたわりは学

習できると思います。長い期間かかりますが、こつこつと長くしてい

くことが一番の近道だと思います。 

５０代 女性 

１４ 逆手をとるサギ師まがいのことをする人間の道具にならないように

法整備する際には、しんちょうにするべき 
５０代 男性 

１５ 年代だと思います。私達 60 代は家事は女性がする人が多いと思いま

すが今の若い人達はダンナも協力して家事も分担してやっている人

が多いと思います。ナイス！ 

６０代 女性 

１６ 自分の意見が反映される事が貴重だと思いました。これからも頑張っ

て下さい。都城は住みやすい街です。ありがとう！ 
２０代 女性 

１７ 言葉は聞いたり見たりするも意味が良く分からない。 ６０代 女性 

１８ 私達高齢者には必要ない気がします。若人たち向けの内容だと思いま

す。（多数が…） 
８０代 女性 

１９ 難しい問題だと思います。どちらが良いのではなく、平等に幸せに過

ごせる世の中になって欲しいです。 
２０代 女性 

２０ 男性だからとか女性だからといった概念をなくし、もっと女性も、選

挙等、出場すべきだと思う。 
５０代 男性 

２１ 小学校や中学校などの教育の場で、男女で比べたり、分けたりするこ

とを少しずつでもなくしていき、幼い頃から男女平等な社会を目指し

ている意味や大切さを伝えていく。これから育っていく子どもたちが

この大切さを知ることで社会進出の希望が持て、性別差別をされるこ

となく自由に生きていける期待が高まる未来になるのではないかと

考える。 

１０代 女性 

 

 

 

 



70 
 

２２ モラハラに関する知識が無い人が多い。パワハラ、モラハラ、DV、

家族だからとゆるされることではない事、子、配偶者は所有物ではな

い事を広く認識できる様になってもらえたらいい。シングルが恋愛を

して、幸せになりやすい様に、社会を変えてほしい。お金、にげられ

るシェルターが無く、モラハラにたえるしかなかった…。 

３０代 女性 

２３ 色々な取組みをされている事は、ある程度知っています。これから高

齢化が増々進展していく中で、高齢者がどう社会と関わっていくの

か、又、活用していくのか大切だと思います。その為の施策を進めて

下さい。 

７０代 男性 

２４ 男女共にお互いをリスペクトし「ありがとう」と言える社会になって

欲しい～。 
７０代 男性 

２５ 男性・女性の性別に関係なく、個々の能力・長所・得意分野・資格な

どが生かせる社会環境になってほしい。 
４０代 男性 

２６ コミュニティ文化課の皆さんは大変でしょうが都城市民が今後少々

でも良くなる為の事ですから宜しくお願いします。 
７０代 男性 

２７ 今はまだ難しいと思うが、男女という枠組みを越えて全ての人が公正

平等に支え合うことができる社会を目指してほしい。それがいつか家

庭環境や教育、職場等において精神面のみならず制度や数字に表れれ

ばと思う。 

２０代 男性 

２８ 考え方は人それぞれ違う。自分が一番生きやすい、生活しやすいスタ

イルで だれにも比べる事のない自由な思いで暮らすのが良い。 
６０代 女性 

２９ 避難所に敷物と情報提供としてテレビを設置して欲しい。 ６０代 女性 

３０ 言葉は聞いたことはあっても意味を理解しようとすることはあまり

なく、この機会がなければ考えることもなかったとおもいます。メデ

ィアの影響はすさまじいのでその中で理解をうながしたり、具体的に

はどうしたらいいのかを伝えていくこともだいじなんじゃないかと

おもいました。おつかれさまでした。 

２０代 女性 

３１ 本アンケート結果と都城市としての今後の構想を広報誌等で知らせ

ていただきたい。 
６０代 男性 

３２ 都城市では「家庭で、地域で、職場で、学校でみんなが主役で、みん

なが幸せな男女共同参画社会」の実現を目指している。新型コロナウ

ィルス感染症対策の毎日の中、講演会やシンポジウム、フォーラム等

の開催も難しい世の中ですが、インターネットを利用したり、公報で

あったり、このようなアンケートに協力したり、日々の生活の中でも

取り組みや行動にうつして行けたらと思います。担当様感謝です。 

５０代 女性 

３３ 1 人暮らしなので安い年金で入れるグループホームを作ってほしい

です。体が動かなく成った時の事を考えると心配です。 
７０代 女性 
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３４ 日本人は頭の固い人が中心になって結局その人の意見が通る事が多

いと思う。今の時代になってはもう少し柔軟な考えを持って周りを見

極め、自分自身の事、他人を理解出来る、活躍できる社会となってほ

しい。決定してもそれが実行にならないと意味がないと思う。 

８０代 

以上 

女性 

３５ 産まれた時から、喜びに満ちて愛情深く育てられることが必要かと思

います。自分の命、自分の心は自分で守るしかないと思いつつ、誰か

の為になると思うからこそ仕事もできる。 

６０代 女性 

３６ 男女平等、性差別をなくすのは大切だが、生まれながらにして性差が

あるのは当然（男の方が力強い、女の人しか産めない等）。それを踏

まえた上で、男女の別でなく、個人個人の特性を生かせる社会を作れ

たらと思います。 

５０代 女性 

３７ 子育てをしながら仕事をしないと生活が出来ない。税金が高く、生活

費もかかるので余裕がない。扶養の上限を 103 万円よりアップして

欲しい。 

５０代 女性 

３８ 現在学生ですが、将来、結婚、出産、育児を周囲の目を気にすること

なくできる社会づくりを是非してほしいです。 
１０代 女性 

３９ 15 頁から 17 頁は、次回調査時別紙がいいのでは。 ８０代 

以上 

男性 

４０ 昭和の人間からすると男性が弱く成ったのか？女性が強くなったの

か、現代の人達は女性に対してやさしいと思います 
７０代 女性 

４１ 少しでも男性・女性共に、生きやすい、働きやすい環境になればいい

なと思います。差別や偏見もなくなっていけば、もっと良い社会にな

ると思います。あまりこういった事を勉強していなくて、詳しい事は

分かりませんが、自分でも少しずつやれる事を見つけて、協力してい

きます。 

２０代 女性 

４２ 今回言葉の説明が記されていたので、理解できましたが、日ごろから

横文字の多い時代になったなぁと痛感しています。無知すぎるのか、

私の回りには男女共同参画という言葉すら知らない者が沢山いると

思います。もっと身近に感じられるようお願いします。 

７０代 女性 

４３ 法に違反すると判断される事項には毅然に徹底的に対処できる仕組

み作りを行う。 
４０代 男性 

４４ 若い世代にくらべ、40 代以上の男性は女性を下に見る傾向があると

思います。未婚に対しては「早く結婚したら」と言い、子どもがいて

働いている女性が、子どもの体調不良で仕事を早退すると小言を言

い、上司だから言えないが嫌な思いをしている人も多いのではないで

しょうか。性別に関係なく働きやすい、住みやすい社会になればいい

なと思います。 

３０代 女性 

４５ 市民がわかり易い啓発活動に努めて欲しい ５０代 女性 
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４６ このような取組が都城でされていることを初めて知りました。とても

良い取組だと思います。 
２０代 女性 

４７ 市の男女共同参画センターの内容等を、市の広報誌等で周知、報告す

べきである。 
７０代 男性 

４８ 体力的には男性です。女は女、男は男、私達の年代は、女性は内、男

性は外…で仕事の分担が女性は家庭内が普通でしたが…今の時代

は？やっぱり力仕事は男性、女性には家庭内の仕事があります。75 歳

のばあチャンです。 

７０代 女性 

４９ 障害者の方も社会で共同に働ける社会になれるよう努力してほしい。

仕事できなくなって 1 年以上なり、まだ薬を飲んでいるので暖かい職

場づくりが大事など思う。障害者・健常者関係なく一人一人の能力が

発揮できる社会へ目指して、全国モデルになれるようにしてほしいで

す。 

３０代 女性 

５０ 自分の性別は関係なく、自分のなりたい気持ちになれる社会がつくれ

ると良いと思う。 
１０代 男性 

５１ 私達昭和生まれの人間と現代の人の考えは差があると思います。横文

字も増えて時々どうゆう事だろうと言葉の意味さえ分からない事が

有ります。アンケートの言葉の説明は切り取ってこれからの参考に致

します。 

８０代 

以上 

女性 

５２ 男性と女性では、やはりできることに制約があると思います。（体力

的にも）それはそれで尊重しつつも男性と女性の役割分担もゆるやか

に変化しているように見受けられます。節度ある意識改革を促進し、

男女が力を合わせ健全な社会が構築されるよう望みます。 

６０代 男性 

５３ 男女共同参画に関する言葉の認知度についてですが、最近はどうして

何でも横文字で表現するのでしょうか？みんなに本当に理解しても

らおうと思うなら、日本語で書くべきです。社会全体が横文字で表現

したらかっこ良いと思っているのでしょうか。お年寄りを置き去りに

している表現だと思い悲しいです。 

６０代 女性 

５４ 都城市にそのような条例があることを知りませんでした。 ５０代 女性 

５５ 夫は自由気ままにしている（妻談）のに、妻ばかりが家事育児に忙し

くしている事例が身近にあります。周囲からあれこれするのは家庭内

への過干渉になるので、周囲がサポートできるような相談窓口がある

と良いと思います。また、それをどうにか改善しようと思わない妻側

にも問題があると思うので、夫婦共々の意識改革や、空き時間ではな

くて業務時間でも相談できる社会づくりが必要だと思います。 

３０代 男性 

５６ アンケート用紙が届くまで、このような取組が行われている事を知り

ませんでした。すみません。 
５０代 女性 

５７ 男女の人権が尊重され、くらし豊かな社会の形成を望みます。 ５０代 女性 
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５８ 小さい頃から、もっと女の子に自分はできるという自信を持たせる教

育をする必要があると思う。未だに自分の世代だと、本当に日本女性

には政治的能力とかがもともと無いのだろうかと、残念に思っている

ところがある。高等教育を受けている女性の比率は格段に上がってい

るのに、何故日本のトップには女性がほとんどいないのか。半分は女

性であるのに、やはり日本の状況は不自然すぎる。かつては安楽な場

所だった専業主婦業も今の日本経済状態では望めなくなっている。も

っと女の子にも自分は出来るとそう自信を持たせて自立を促し、その

上で協力して生きていく男女のあり方を模索するべきと思います。 

６０代 女性 

５９ 特に保守的な地方になると、男女共同参画社会づくりが難しいものに

なっていると感じる。都心部にいると男女差を意識しない環境がまだ

整備されていると感じる。子供から大人まで性別差、人権等について

行政から（啓発）発信していただけることを希望します。 

５０代 女性 

６０ 大人だけではなく、子どもたちに男女共同参画社会づくりについて教

える機会がもっと増えるとよいのかなと思います。 
３０代 女性 

６１ 男女平等と言われているが、これ以上女性に対する優遇が増えていく

と、男性軽視につながりかねないと感じる。例えば、女性が男性を呼

ぶ場合に肩をたたく際には「セクハラ」と認定されるか？これについ

ては認定されないケースが多いと思う。逆だった場合、女性が少しで

も嫌だと感じれば「セクハラ」となってしまうだろう。女性の地位向

上を目指し、平等にするとの考えであれば、まずは法整備や女性の方

が立場が弱いとの潜在意識を変えるべきではないだろうか。 

２０代 男性 

６２ 改善はされてきているとは思うが、都城市は上下関係が厳しく、男尊

女卑の考え方が根強く残る地域としてみられる状況が今も残ってい

る。若者を中心に、市全体で払拭していかなければならないと考えて

いる。 

６０代 男性 

６３ 一部の層の人には未だ男尊女卑の考えが根付いていると感じます。そ

れを取り除くのは困難と思いますが、海外からも「男女平等である」

とそう評価される様な国作りに尽力してください。 

３０代 男性 

６４ 日本にはまだまだ旧来的な考えを持っている方が（特に高齢の方、政

治に携わるトップの方々）たくさんおられます。その方々の固定観念

を変えることは難しいと思います。定年制を取り入れ、若手のトップ

で取り組んで頂きたい。 

５０代 女性 

６５ すべての人に心が行き届く社会であってほしい。平等とは本当に難し

いと思いますが、小さな家族の中から差別のない言葉があってほしい

と思います。 

７０代 女性 

６６ 男女共同参画社会づくりと時代と言ってもまだまだと感じておりま

す。昔と違って少しはよくなりつつありますが… 
６０代 女性 
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６７ 昔の考え方を尊重していくのではなく新しい考えをもっていく 
男の方が偉いという意識をなくす 
女性も活躍できるように職場のふんいきを整える。 

１０代 女性 

６８ 制度・施策は十分であると思う。５０代男性最後は当事者の意識・意

志次第であると思う。 
５０代 男性 

６９ 両親を見ていて、家庭のことの負担が偏っている状況でした。精神的

に不安定になっている時の相談窓口があってほしいと思います。 
１０代 男性 

７０ 全体的にアンケート内容がおかしいと思います。１００％の意見はな

いと思いますが。アンケートにも記入しましたが、なやみながらの回

答になりました。 

５０代 男性 

７１ 今後男女共同参画社会どんどん普及する社会を目指し市民がお互い

理解しあえる環境になっていけることを希望します。 
５０代 女性 

７２ 女性が再就職などをめざすとき、再教育にかかる金銭的負担を軽減す

るために、NHK 料金とか負担の軽減措置があるとよい。１３０万円

を少しでも越えると一気に負担増となる。国民健康保険料金は「世帯

収入以上」に負担しているので、女性自身の収入を増やす妨げになる。

せめて軌道に乗るまでは女性一人分の収入に対応して料金を決める

ことはできないのか。「家族」を単位とした制度が多くて「個人」の

事情に寄り添えていないのではと感じる。 

６０代 女性 

７３ 現体制に対して意識付けを行うのは、やや難しい面があると思いま

す。（特に管理職が昭和世代の男性の場合）。これからを担う子供たち

への教育に重点を置いて取り組むことで、柔軟な意識改革ができるの

では、と期待しています。日本の意識は３０年経った現在でも（昭和

終わり）根本の男女意識は大きく変化していないと思います。（特に

組織の上層部）一方で、平成生まれはとても意識が高く理解も有り、

冷静な対応ができていると思います。（一個人の感想です）。日本の政

治家を参考にすると一番よく分かります。 

３０代 男性 

７４ 男女というわく組みでなく、人間（個）としての教育が必要だと思い

ます。家事育児は両親の協力が必要であり、相手の考えをよく聞く。

そして理解して強調することが大事だと思います。相手を思いやる心

があること。子供にその思いやりの心をどう育てるのかが必要だと思

います。大人の時点での教育はむずかしいと思いますので、学校生活

の中での教育（保護者共々）が大切なのではないかと思います。 

６０代 女性 

７５ 夫婦別姓を希望できる社会。結婚しても一人の人としてそのまま生活

できる社会。 
４０代 女性 
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７６ 政治家が男女共同参画社会を作るべきだと教育していくために、まず

は政治の世界で女性議員を増やすよう努力するがあると思う。いくら

訴えても訴える側が実践できないとついてこないのではないでしょ

うか。多くの回答がくることを願っています。ありがとうございまし

た。 

１０代 女性 

７７ 今現在の社会でも、差別がある環境があるので、その差別によって過

ごしにくい人もいるので、性別、年齢関係なく平等になっていけたら

と思います。この男女共同参画社会の取り組みは続けていくことによ

って変わっていくと思うので、いい取り組みだと改めて思いました。

その差別によって不利な状況にいる人たちが相談しやすい環境だっ

たりしたらその人たちの心も和らぐと思います。この取り組みをより

多くの人に広めていったらいいと思います。 

１０代 女性 

７８ 全国向けのニュースでは最近よく耳にするなと思っていました。都城

でもこのような試みが為されていることは知りませんでした。すばら

しいものができることを期待しております。 

５０代 男性 

７９ 日々小さなことは起こり得る。生活していく上でそれを立ち止まって

顧みる余裕はなかなかない。自然に社会が変わっていかなければ難し

い部分もあるのでは? 

５０代 女性 

８０ 男とか女とか共同とかパラドックスでしかない。ただ単に人としての

知恵と心の持ちようを如何に教え、人の道を説く道徳を充実させるこ

とが大事と思う。おのずと男女の理を学ぶことだろう。役所的には見

える形で表現しないと市民の理解を得ることができないので、ハード

面充実する事でがんばってください。 

５０代 男性 

８１ アンケートの結果アンケートによる取り組みなど（メリット、デメリ

ット）などの公表が必要ではないでしょうか。目標がもう少しはっき

りした方がわかりやすく思います。よりよい社会になりますように。 

６０代 女性 

８２ まだ意味を理解出来てない方が多いと思います。身近なところから

（回覧板など）周知してほしい。大事なことなので（市政まかせ）指

導していって欲しいです。 

６０代 男性 

８３ 個人個人の意見と行動を重視する ６０代 女性 

８４ 市役所や県や国が取り組みではなく、実績を見せる（数字を作るため

ではない実績） 
５０代 男性 

８５ 心身健康であり、すぐにでも働きたいが、育児や介護による時間の都

合で働けない多くの人は過去も現在も女性であり、制度はできている

ものの現実社会には生かされていない。一部の制度が整っても社会全

体が連動できなければ真の意味での男女共同参画社会は実現しない

と思う。 

３０代 女性 
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８６ 男女共同参画社会づくりに対して市民への活動内容の報告、周知が成

されていないのではと思います。広報都城が一番の媒体だと思われま

すが、目に留まった記憶がございません。市民の記憶に残る活動、施

策の実施・結果の公表を求めます。これからの世代の方々の為に… 

５０代 男性 

８７ 男尊女卑の風習が今なお根付く都城において、女性の地位向上と活躍

の場が広がると思います。法律的なことも含め、小さい頃からの教育

が大切ではないでしょうか。お年寄りに考えを改めるようにするには

なかなか難しいと思いますので。 

５０代 女性 

８８ 問１７の言葉についてほとんど知っていない自分に気づくことがで

き、色々調べて知ることができ、自分は現在の社会から取り残されて

いる感覚を感じました。世の中はいつのまにかどんどん進んでいるん

だと感じました。自分の世界がどんなに狭く、自分がどんだけ無知な

んだと感じることができました。これからは男女共同参画社会づくり

が益々発展、よりよい世の中になることを願っています。 

６０代 女性 

８９ このアンケートのインターネットで回答のところに URL 記入してい

ただけると PC からアクセスしやすいと思います。市のページから入

ろうとしても入り口が見つからなかったです。 

３０代 男性 

９０ 男女平等を国がかかげた頃から議題として上がっている内容と男女

共同参画社会づくりに関する取組は同類だと思う。結局いつになって

も言葉だけで終わり解決しない。 

４０代 女性 

９１ 仕組みが大事。この事に対し、進んで参加できる施策づくりを期待し

ます。 
６０代 男性 

９２ 家事代行サービスの充実をしてほしい。今の時代母親が色々できない

のは古い。特に田舎はおくれていてこまっている。昼寝すらできない。 
３０代 女性 

９３ 全国平均をみても明らかに賃金が安すぎます。同じ仕事内容なのにな

ぜこんなに差がつくのでしょう。議員の方々の中には居眠りをされた

り実績のない方もいらっしゃいます。業績にあわせた賃金の見直しを

望みます。こういったところの不平等さで働く意欲がなくなるのも事

実です。 

３０代 女性 

９４ 若い方にアンケートをお願いされたらいいと思います。 ７０代 女性 

９５ 時代の変化と共に今後男女が平等に暮らしていける方向へ、少しでも

良くなることを願っています。DV などについても、公にすることを

しないで、話を聞いてあげるだけでも心の負担等が軽減するのではな

いでしょうか。よりよい社会になるために。 

７０代 女性 

９６ 現状男は介護や育児休暇をとることができない。有休（男・女）でさ

え、取りづらい。特に中小企業は取るのが悪いみたいなかんじ。 
６０代 女性 

９７ 都城市男女共同参画センターが都城市役所内に設置されていること

を知りませんでした。反省。 
６０代 男性 
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９８ 都城市に住む子育てを応援してくださろうという気持ちにいつも感

謝しています。図書館や散歩の途中で我が子に「かわいいね」と声を

かけてくださることは、このコロナ禍の中でとても励みになります。

こどもの洋服を買いに行くと「男の子用」「女の子用」とはっきり区

別してあってびっくりしたことがあります。女の子はピンク、男の子

はブルー・・・自分たち親も知らぬ間に「女の子らしさ」「男の子ら

しさ」を植えつけているのかな･･･と思いました。長く続いた社会通

念、習慣（こうあるべき）を変えるのは容易ではないと思いますが、

私たち一人一人が「ちょっと違うんじゃない？」と声を挙げることで

少しずつ変わっていけたらいいなと思いました。アンケートに答えて

いくことで、自分自身どう思っているのか振り返ることができまし

た。ありがとうございました。 

２０代 女性 

９９ P１５からの説明は切り離してます。別紙であるとよかったと思いま

した。 
５０代 女性 

１００ 男の人の意識が根本から変わらないと周りががんばっても先は暗い

と思う。女の人から生まれているのに女の人にえらそうにしている

人、TV ではよく聞く DV は理解できない。卵から生まれた男が DV
やセクハラしてるんじゃないの？と怒りを感じる 

２０代 女性 

１０１ 共同参画の視点に立った避難所運営共同参画の視点に立った環境整

備を行うことは重要である。生活も多様化し、情報も豊かになりまし

た。問 25 相談する場所コミュニティ文化課？どんな相談事が有った

のでしょうかプライバシーに関わることでしょうか。ありがとうこれ

からも感心事としてまいります。 

４０代 男性 

１０２ ボランティアの男女を集めていろいろな話を聞いてもらう事が一番

かな？と思います。 
５０代 男性 

１０３ 子供たちの見本になる大人が少なすぎる ６０代 男性 

１０４ なるべく多くの人の意見をきいてほしい ７０代 女性 

１０５ 男女平等のさらなる認識及び教育 ６０代 男性 

１０６ 男女共同参画の社会においては、近年いろいろな現場等において教育

されて、向上してきていると思いますが、まだまだだと思います。今

後とも学校、社会その他の組織を通して教育が必要だと思います。今

後もよろしくお願いいたします。 

７０代 男性 

１０７ 男女共同参画委員の運営員は成人のみではなく１５歳以上ぐらいの

若者も参画させる試みをしてみてはどうだろうか 
８０代 

以上 

男性 

１０８ 一人親が子育てしやすく、偏見がない、安心できる社会になることを

願っています。 
３０代 女性 

１０９ やはり男の人がえらいとされる世の中だと思います。昔の方は特にそ

ういう考えの人が多いようです。男だからとか女だからとか差別をな

くしてほしいです。 

４０代 女性 
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１１０ これからの共同参画の取組にこのアンケートが少しでも役立てば幸

いです。 
７０代 男性 

１１１ 男女常に対等の立場であってほしい ８０代 

以上 

男性 

１１２ 市役所などの公務員が実践などを見せてほしい １０代 男性 

１１３ 男女平等と言われていますが、まだまだ男女・女性ともに、男だから

女だからと不平等に感じることがあります。職場の関係上子どもが病

気をした時に連絡するのはほとんどが母親だと感じます。男性も少し

ずつ育児に参加しているのはわかりますが、完全に平等になるのは時

間がかかると思います。日本は男女の差という部分で世界に遅れてい

るのはとても感じています。それは男性が女性に対してということも

ありますが、女性が”それが当たり前”と根本的に考えているのも一つ

なのではと思います。女性だから男性だから LGBT だからではなく、

一人に人間として、皆が輝ける社会になれば良いなと思います。他人

事ではなく自分でできることも積極的に取り組んでいきたいです。あ

りがとうございました。 

２０代 女性 

１１４ DV やモラハラなど講座をしたところで（加害者側）にはなかなか届

きにくいと思います。（そういう方が講座に出向くとは考えにく

い･･･。）精神的なケアが行き届くと良いと思う。また、世間の風潮的

に、世間体を気にしたりせず、満たされない日常を送らずにすむよう

になれば良いと思う。自分より人の為が美徳とされすぎて、幸せを感

じられずにクラス人が減れば男女問わず DV、モラハラなど減るので

は？と思う。 

３０代 女性 

１１５ 男女安心して暮らせる家があるといいと思います。みなさまの意見が

いい方向に進むこと願います。 
６０代 女性 

１１６ 子供もいないし・目下一人暮らし。年齢的にも問いに戸惑う事が多い。

もう少し早くにこういう調査をしてほしかった。今さらという気持ち

と、今だからという気持ちとありました。 

８０代 

以上 

女性 

１１７ 田舎ならではの男性はこう有るべき、女性はこうあるべきが根強く残

っている気がします市としてもっと力を入れるのであれば、もっと市

民に分かりやすく知ってもらう努力が必要だと思いました。やってい

るだけでなくいかに市民に伝わっているかを大事に取組んでいただ

けたら幸いです。 

３０代 女性 

１１８ 自分自身の意識改革がもっと必要だと思いました。男・女関係なくひ

とりの人間としていろいろ発揮できる社会になれば良いと思います。 
５０代 女性 
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１１９ 時代の流れと共に、性別格差はなくなっていると思う。しかしながら、

男女には其々の違った役割分担があり、解消出来ない部分も多くあ

る。これこそが多様性の 1 つではないだろうか。その中で、男女参画

社会という言葉があり続けること自体が、人間の中で“格差”を意識

させ、ダイバーシティ(多様性）との両立を妨げる要因だと考える。 

３０代 男性 

１２０ ”男女”共同参画という言葉は、男女差別についての事のみであるよ

うに感じる。LGBT の方や障がいのある方は関係ないと感じている人

も多そう。もっと男女共同参画の内容がわかるような、誰にでも当て

はまるのだとわかるような言葉にならないかと思う。 

２０代 女性 

１２１ 女性目線に立って、何が足りなくて、不足しているのか？を良く聞い

て見る 
５０代 男性 

１２２ 前職場で、職員の数が足りなくなるので妊娠を待って欲しいと言われ

ました。更に「ハラスメントのつもりじゃないよ」と言われてしまい

何も言えませんでした。結局授かりものなので、上司の言う通りには

なりませんでしたが、信頼していた上司だっただけにショックでし

た。職場の環境もありますが、社会全体で支え合い、意識の改革、本

当に大切だと思います。 

２０代 女性 

１２３ 都城では高齢の男性が特に男尊女卑的な所がありまた高齢の女性が

特にそれを当たり前だと捉えているそんな環境の中で子供は大人を

手本にしている幼少期から性やジェンダーに対しての正しい教育を

もっと充実させていかなければ何も変わらないと思う。世界の先進国

からみても日本の性教育は大変遅れておりそもそも指導ができる大

人が居ない地方では特に YouTube などのインターネットを使って教

育をするなど工夫が必要であると感じる。性教育は恥ずかしがったり

隠したりする事ではない子供を色々なものから守るために一人の人

間として扱って欲しいと願います 

４０代 女性 

１２４ 男女の平等、LGBTQ への差別をなくすことは目的ではなく、それが

出発点となるようにすることが、これからの世界を救うことにつなが

ると感じている。男女共同社会作りの取り組みを頑張ってください。

応援いたします。 

７０代 男性 

１２５ 自分自身がよくわかってないところが多いと感じてます。地方は、都

市部と比べてどうしても意識は低くなると思います。高齢者が多数を

占めてるのもその要因かとおもいます。 

５０代 男性 

１２６ 平等よりも公平を望みます ２０代 男性 

１２７ 海外では男女平等についての活動をよく見るが、自分の周りではそん

なに進んで無いのかなと感じた。 
２０代 男性 

１２８ 生涯独身者に対する理解、支援の充実。 ５０代 女性 

１２９ 地道な意識啓発。 ６０代 男性 
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１３０ 以前、病院で勤めていたのですが職場からのパワハラ、モラハラ、マ

タハラを受けていたのですが、どこにも相談できませんでした。きっ

とあの職場は直らないと思いますが、、、職員からもイジメがありまし

た。結果的に、辞めさせられてしまいましたが、こう言った時に相談

できる場所があるといいなと思います。 

３０代 女性 

１３１ 男女だけでなく個々も(持病がある障害があるなどによって)平等で

はない。職場では制度や権利を尊重するために他の従業員に負荷がか

かることは間違っていると思う。家庭内においては民事不介入もある

ので夫婦で役割分担していただくしかなく困っているなら相談窓口

を活用してほしい。教育現場においては男女に関わらず一人で生きて

いけるスキルを身につける場であってほしい。 

４０代 女性 

１３２ 女性の給料が男性よりも低い会社を無くす。同じ、もしくはそれと同

等レベルじゃないと平等とは言えない。女性限定の仕事や男性限定の

仕事など限定を付けずに会社は人を募集した方がいいとおもう。家庭

面では、女性は「女の子の日」が来るのでそのことをしっかりと理解

する男性を増やすべき。そのため男性が家事をできるようになってお

かなければならない。 

１０代 男性 

１３３ 自分達もそうですが、世間全般の方々が、より柔軟・素直に物事を考

え、受け止める事がとても大事だと思います。 
４０代 女性 

１３４ 市民の意見が多く反映される働きを希望します ５０代 女性 

１３５ 色々法律等ありますが、法律で解決するのでは無く、一人一人の事情、

ケースバイケースに会ったものを取り入れて社会づくりをしてほし

いですね。又役所が頑張ってされても一人一人の育った環境が違い、

市民の意識も違いますね。宮崎県民は、まわりを気にして１人ではな

かなか前に進めず、個性が出せないこと非常に残念な県民性ですね。 

７０代 女性 

１３６ 兵庫県明石市の子育てに対する取り組みや同性カップル等に対する

取り組みをニュースで見て、都城市もそのようになればもっと暮らし

やすくなるなぁと考えていたところ、このようなアンケートが届き、

取り組みをしていらっしゃることがわかってよかったです。ありがと

うございます。 

４０代 その他 

１３７ みんなが生きやすい環境を作ってほしい。本気で市が取り組むなら、

男女共同参画社会を作るなら、女性ばかりを取り上げ、棚に上げるの

をやめてほしい。そして、これは国を変えるつもりでやらなければ絶

対に叶わないと思うので、志高く頑張ってほしい。女性の方に問いま

す。女性ってそんなに弱い者ですか？私は全然強いものであると思う

のですが、違いますか？今の社会は何もかも過保護すぎませんか？家

事や育児は仕事ですか？お金が発生しないとできないことですか？

自分たちのことですよね？自らが招いている事ですよね？自分たち

のことぐらい自分たちでしませんか？できない、したくない、切り捨

てるしかなくなりませんか？ 

３０代 男性 
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１３８ 私は男女平等ではない社会なので、結婚・出産はしませんがそういう

決定をしたくなかったです。温かい家庭を持つのが夢でした。私のこ

とはいいので今、子育てと夫と仕事に板挟みで苦しんでいる女性を助

けてあげてください。子育ての苦しみには逃げ場がないのできっと子

育てがつらい人の人生は地獄そのものだと思います。男女が自立した

仕事に就けるべきと思うが、現在は、女性が低賃金で働かされながら、

家事にもなわされ、十分な寝る間もない。なので、目指すべきは職場

で男女に同じ機会があることが達成ではなく女性がゆっくり寝て、女

性が（自分の）趣味の時間が持て、女性の言うことが通る、女性の生

きるストレスを緩和できる社会である。（男女平等には早くなってほ

しいが「女性が家事・子育て」という考え方が改善されないうちに、

女性にもっと職場で活躍しろというのは酷。絶対に許さない。それは

女性は働いて尽くして死ね。と言っていると一緒。）男性の自己実現

のために女性が生きているのではない。非正規雇用をなくす取り組み

をお願いいたします。女性もみんな正規の公務員のような待遇になれ

ば子育ても自立できます。そういう社会を目指す取り組みをしてくだ

さい。社会を整えてから、（差別をなくしてから）活躍を推進すべき。

政治や国レベルで意識改革していく必要があると思う。日本は「お母

さん」に幻想をいだいているところがあると思う。超人じゃないのだ

から、そういう考えを撲滅していくことが大事だと思う。妻＝「お前

のお母さんじゃねーよ」ということに尽きると思います。男女共同参

画は「女性を労働力にするため」かつ男女を平等にすることで、子供

を産みやすくして「子＝労働力を増やす」ことが目的なのかなという

イメージがあります。そうではなくて、女性が楽になる今までの苦し

みから解放される取り組みであってほしいと切に願います。 

３０代 女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



82 
 

その他等の意見                                  

 

その他意見欄で頂いたご意見のカテゴリー一覧 

※調査結果には、類似している意見につきましては代表として一つを記載しています。 

 

（問１０）女性の就業についてどのように思いますか ５２件 

（問１１）仕事の内容や待遇面で、男性が女性に比べ優遇されていると

思うもの 
１１件 

（問１２）仕事の内容や待遇面で、女性が男性に比べ優遇されていると

思うもの 
３８件 

（問１３）すべての人が働きやすい環境を整えるために、何が必要です

か 
２２件 

（問１６）あなたは育児・介護休業制度を利用したことはありますか ４２件 

（問１９）一人ひとりの個性が生かせる社会づくりを推進するために、

男女共同参画センターで取り組む必要があるのはどのような

ことですか 

１６件 

（問２２）あなたはこれまでに問２１であげたような行為について、誰

かに相談したりしましたか。 
５件 

（問２３）「相談できなかった・相談したくない等」の理由にあてはまる

□にレ点を記してください 
１３件 

（問２４）あなたは、ハラスメントやドメスティック・バイオレンス（DV）

等を防止するためには、どのような対策が必要だと思います

か 

３０件 

（問２５）避難所の運営には、男女共同参画の視点に立った環境整備を

行うことが重要であるといわれています。必要だと思われる

取り組みの□にレ点を記してください 

１９件 

合 計 ２４８件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多くのご意見等をお寄せいただきありがとうございました。頂いたご意見を参考に、今後

の取り組みに反映してまいりますので、これからも本市の男女共同参画社会づくりにご協

力いただきますようお願いいたします。 

男女共同参画に関する市民意識調査報告書 

都城市市民生活部コミュニティ文化課 

男女参画・消費生活担当 

 

TEL０９８６－２３－２１２１ 

FAX０９８６－２１－３０３４ 

E-mail：danjo@city.miyakonojo.miyazaki.jp 

mailto:danjo@city.miyakonojo.miyazaki.jp


 

 

 

  日頃から、都城市政にご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。 

  本市では、性別にかかわりなく個性と能力を十分に発揮することができる男女共 

同参画社会の実現をめざして、都城市男女共同参画計画を策定し様々な取組を進め 

ています。 

この調査を通じて、市民の皆様のご意見をうかがい、その結果を今後の施策に活 

かしてまいります。調査の対象者の選定は、５月 10 日付けで市内にお住まいの１８ 

歳以上の方の中から無作為に選ばせていただいた 3,000 人の方にお願いしており 

ます。調査の過程や結果の公表にあたり、個人が特定されるようなことはございま 

せん。 

  ご多忙のところ恐れ入りますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力ください 

ますようお願い申し上げます。 

※「民法の一部を改正する法律」が 2022 年４月１日から施行されることにより、成年年齢が１８歳に引き下げられます。 

 

令和 3 年 ６月 

                            都城市長 池田 宜永 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 調査票のご記入にあたって 》 

 

１．このアンケートの回答は、封筒の宛名ご本人がご回答ください。ご本人によるご回答が困難な

場合、ご家族などのご協力により６月２9 日（火）までにご回答ください。 

２．ご回答方法については、この調査票又は市 HP での回答が可能です。 

 （１）市 HP（インターネット回答）でご回答いただく方は →   

 

   ※調査票は、破棄してください。 

（２）調査票でご回答いただく方は、調査票に選んだ番号を○印で囲む又は□にレ点を記してく 

ださい。なお、「その他の回答欄」には、具体的内容をご記入ください。 

※ご記入いただきました調査票は、内容をお確かめのうえ、同封の返信用封筒（切手及び 

記名等は不要）に入れ、ポストにご投函ください。 

３．質問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、説明にしたがってご回答く

ださい。  

 

 

 

 

 

 

 

【アンケートの内容等についてのお問い合わせ先】       QR コード 

〒885-8555 都城市姫城町 6-21 都城市役所 

市民生活部 コミュニティ文化課 男女参画・消費生活担当 

TEL ：0986-23-2121 

市 民 意 識 調 査 

ＱＲコード 



 

男女共同参画社会づくりのための市民意識調査 

毎年６月 23 日から 29 日までは、「男女共同参画週間」です。 

                                                          私たちのまわりの男女のパートナーシップについて考えてみませんか。 

 

アンケートにお答えいただく皆様へ 

 

 本市では、男女共同参画に関する市民の意識について、５年毎に比較検討していくためアンケートを

実施しています。今後の取組に反映していきますので、ご協力いただきますようお願いします。 

 なお、前回の市民意識調査以降の市の男女共同参画社会づくりの実現に向けた取組について以下の

とおり簡単ではございますが、列挙しております。アンケート回答の参考としていただきますようお

願いします。 

 

【都城市の男女共同参画の動き（平成 28 年度～ ）】  

1. 平成 28 年度 都城市男女共同参画社会づくりのための市民意識調査実施 

都城市内に在住の２０歳以上の方の中から無作為に選ばれた 3,000 人を対象として実施しました。

男女共同参画センターの認知度や、男女共同参画についての意識調査を行い、1,052 人からの回答を

いただきました。 

 

2. 第 3 次都城市男女共同参画計画策定 

平成２８年度に実施したアンケートの調査結果を踏まえ、第 3 次都城市男女共同参画計画を策定し、

DV 対策基本計画と女性活躍推進計画を組入れました。計画の詳しい内容は都城市ＨＰで「第 3 次都

城市男女共同参画計画」と検索してください。 

 

３ 女性活躍推進事業 

 女性活躍推進計画に基づき、女性活躍推進事業として、講演会、講座、女性の就労支援等を実施しま

した。 

 

４ 総合相談事業 

 都城市男女共同参画センター（都城市役所２F）では、相談窓口を設置しています。 

電話相談（男性も可）、面接相談、専門家による専門相談を実施しています。令和２年度からは、みや

ざき若者サポートステーションと連携し、１６歳から４９歳まで方の就労に向けての不安や悩み相談

等も行っています。 

 

５ その他に 

 第３次男女共同参画計画に基づき行った、各課の取組を紹介します。 

・全国の小・中学校に比べて低かった男女混合名簿の活用推進を図った（学校教育課） 

・令和元年度時点児童クラブの総開設数 70 箇所（保育課） 

・講演会、出前講座、街頭啓発（mall mall 、イオン）を実施 

・令和３年度実施アンケートでは、性別に「自認」を記載しました。 

 

※ 毎年度男女共同参画に関する市の取組実績や講座等の詳しい内容は都城市 HP で閲覧できます。

「くらし・手続き＞男女共同参画＞行政の取り組み」で検索してください。 
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あなた自身のことについてお伺いいたします。 

問１ あなたの性別を教えてください。（戸籍上の性別に関わらずご自身が自

認される性別でご回答ください） 

 

□ １．女性（女性だと自認しています） 

□ ２．男性（男性だと自認しています） 

□ ３．その他 

 

 

問 2 年齢を教えてください。 

 

□ １．１８～１９歳 

□ ２．２０～２９歳 

□ ３．３０～３９歳 

□ ４．４０～４９歳 

□ ５．５０～５９歳 

□ ６．６０～６９歳 

□ ７．７０～７９歳 

□ ８．８０歳以上 

 

 

問 3 あなたのご職業は何ですか。 

                                    

□ １．常勤の勤め（正規の社員、職員、会社役員、従業員） 

□ ２．非常勤の勤め（臨時職員、パート、アルバイト、嘱託） 

□ ３．農業、林業等の自営業 

□ ４．商業、工業、サービス業、その他の自営業 

□ ５．無職（学生、その他の無職等） 

 

 

 

 

回答者について 
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問 4 現在結婚していますか。 

 

□ １．結婚している 

□ ２．結婚していないがパートナーと暮らしている 

□ ３．離別 

□ ４．死別 

□ ５．未婚 

 

問 5 あなたにはお子さんがいらっしゃいますか。成人しているお子さんや別

居しているお子さんも含めてお答えください。 

 

□ １．いる 

□ ２．いない 
 

 

【男女の地位について】 

問 6 男女の地位について、あなたは次のＡ～Ｈにあげるような分野で、平等

であると思いますか。                    （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非
常
に
平
等 

平
等 

平
等
で
な
い 

な
い 

全
く
平
等
で 

Ａ．家庭生活 １ ２ ３ ４ 

Ｂ．職場 １ ２ ３ ４ 

Ｃ．学校教育の場 １ ２ ３ ４ 

Ｄ．地域社会（町内会、自治会など） １ ２ ３ ４ 

Ｅ．政治の場 １ ２ ３ ４ 

Ｆ．社会制度 １ ２ ３ ４ 

Ｇ．社会通念・慣習・しきたりなど １ ２ ３ ４ 

Ｈ．社会全体として １ ２ ３ ４ 
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【家庭での夫婦の役割分担について】 

問 7 あなたのご家庭では、次のＡ～Ｇの項目について、主に誰が行っていま

すか。（現在該当が無くても過去のご経験や今後の予想としてお選びください）                 
（○は１つ） 

 

 

【理想の家庭での夫婦の役割分担について】 

問 8 あなたは次の A～G の項目について、どのように分担するのが理想で

あると思いますか。                      （○は１つ） 

 

 

 

夫
の
み 

主
に
夫 

主
に
妻 

妻
の
み 

妻
と
夫 

Ａ．家計を支える（生活費を稼ぐ） １ ２ ３ ４ 5 

Ｂ．掃除、洗濯、炊事などの家事 １ ２ ３ ４ 5 

Ｃ．育児、子どものしつけなど １ ２ ３ ４ 5 

Ｄ．病院などの付添いや介護 １ ２ ３ ４ 5 

Ｅ．PTA や子ども会、部活など子供に関わる活 
動への参加 

１ ２ ３ ４ 5 

F．公民館などの地域活動への参加 １ ２ ３ ４ 5 

G．家庭内の問題における最終的な決定 １ ２ ３ ４ 5 

夫
の
み 

主
に
夫 

主
に
妻 

妻
の
み 

妻
と
夫 

Ａ．家計を支える（生活費を稼ぐ） １ ２ ３ ４ 5 

Ｂ．掃除、洗濯、炊事などの家事 １ ２ ３ ４ 5 

Ｃ．育児、子どものしつけなど １ ２ ３ ４ 5 

Ｄ．病院などの付添いや介護 １ ２ ３ ４ 5 

Ｅ．PTA や子ども会、部活など子供に関わる活 
動への参加 

１ ２ ３ ４ 5 

F．公民館などの地域活動への参加 １ ２ ３ ４ 5 

G．家庭内における最終的な決定 １ ２ ３ ４ 5 
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【結婚・家庭・離婚について】 

問 9 結婚、家庭、離婚についてのあなたのご意見を、次の A～E の項目につ

いておたずねします。 
                              （○は１つ） 

 

 

問１０ 女性の就業について、どのように思いますか。□にレ点を記してくだ

さい。                           （レ点は１つ） 

 

□ １．結婚するまでは仕事に就き、その後は専業主婦となるのがよい  

□ ２．妊娠するまでは、仕事に就いたほうがよい 

□ ３．出産後は仕事をやめ、子どもが成長したら再び仕事に就く方がよい 

□ ４．家事や育児に支障のない時間帯で仕事に就くほうがよい 

□ ５．出産しても育児休業制度等を利用し、フルタイムで仕事を続けるほうがよい 

□ ６．やりがいのある仕事に就いて経済的に自立するのがよい 

   （結婚、出産、育児等を人生の目標とは考えない） 

□ ７．その他（                       ） 

□ 8．わからない 

 

非
常
に
賛
成 

賛
成 

反
対 

非
常
に
反
対 

Ａ．結婚は個人の自由であるから、結婚する、 
しないは、個人の意思に任せればいい 

１ ２ ３ ４ 

Ｂ．夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである １ ２ ３ ４ 

Ｃ．女性は結婚したら自分自身のことより、夫や 
子どもなど家族を中心に考えて生活した方 

がよい 
１ ２ ３ ４ 

Ｄ．結婚しても、必ず子どもを持つ必要はない １ ２ ３ ４ 

Ｅ．結婚生活の継続が難しい相当な理由があると 
きは、離婚してもよい 

１ ２ ３ ４ 



- 5 - 
 

【職場での男女の地位、待遇について】 

問１１ 仕事の内容や待遇面で、男性が女性に比べ優遇されていると思うもの

に□にレ点を記してください。（２つまで） 

 

□ １．賃金            □２．昇進、昇格 

□ ３．能力の評価基準      □４．仕事の質や量（期待値） 

□ 5．幹部職員への登用         □６．教育・訓練を受ける機会 

□ 7．結婚や、子どもが生まれた後の仕事の質や量（キャリアアップにおいて） 

□ ８．定年まで勤務すること   □9．特にない・分からない 

□10．その他（                           ） 

 

 

 

問１２ 仕事の内容や待遇面で、女性が男性に比べ優遇されていると思うもの

に□にレ点を記してください。（２つまで） 

 

□ １．賃金            □２．昇進、昇格 

□ ３．能力の評価基準      □４．仕事の質や量（期待値） 

□ 5．幹部職員への登用        □６．教育・訓練を受ける機会 

□ 7．結婚や、子どもが生まれた後の仕事の質や量（キャリアアップにおいて） 

□ ８．定年まで勤務すること   □9．特にない・分からない 

□10．その他（                           ） 
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【継続して働くためには】 

問１３ すべての人が働きやすい環境を整えるために、何が必要だと思います

か。あてはまる□にレ点を記してください。（３つまで） 

 

□ １．「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」といった性別による固定的役割分

担意識をなくす 

□ 2．家事代行サービス利用の普及・推進 

□ ３．雇用機会の創出、再雇用制度の促進 

□ ４．育児・介護休業制度の普及 

□ ５．労働形態の整備（テレワーク、労働時間短縮、※フレックスタイム制の普及等） 

□ ６．病中、病後児童の保育環境整備の充実 

□ ７．職場における一人ひとりの個性に対する意識の育成 

□ ８．職場におけるハラスメント被害防止のための環境整備 

□ ９．職場での昇進や賃金、教育訓練など性別による差別の排除の徹底 

□ 10．女性の就業に対する意識の向上 

□ 1１．仕事に対するやりがい、自信、目標など 

□ 1２．上司や同僚とのコミュニケーション、共通理解 

□ 1３．有給休暇を利用したリフレッシュ活動（趣味・旅行など） 

□ 1４．社会貢献活動（ボランティア活動など） 

□ 1５．友人とのコミュニケーション 

□ 1６．家族の理解と協力 

□ 1７．ホームヘルパーなどの在宅福祉の充実と特別養護老人ホームなどの施設福祉の 

充実 

□ 1８．その他（               ） 

□ 1９．わからない 
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【学校教育の場における男女の地位について】 

問１４ 次の A～E の項目で、男女の地位の平等意識の育成にどのように影響

すると思いますか。                    （○は１つ） 

 

【子どものしつけ・教育について】 

問１５ 次の A～C の項目について、子どものしつけや教育についてどのよう

に思いますか。                       （○は１つ） 

 

 

 

 

 

 

非
常
に
妨
げ
る 

妨
げ
る 

妨
げ
な
い 

分
か
ら
な
い 

Ａ．性別により固定化された進路・就職指導を行
うこと（例：「男子は工学系、女子は看護系」） 

１ ２ ３ ４ 

Ｂ．生徒会、団長、学級委員の選出を性別により
固定化して行うこと（例：「団長は男子、副団

長は女子」） 
１ ２ ３ ４ 

Ｃ．ランドセルや学習用品の、男女別の色分けを
行うこと（例：「男子は黒、女子は赤」） 

１ ２ ３ ４ 

Ｄ．教師の男女平等意識が足りないこと １ ２ ３ ４ 

Ｅ．学校の女性管理職（校長、教頭）が少ないこ
と 

１ ２ ３ ４ 

非
常
に
賛
成 

賛
成 

反
対 

非
常
に
反
対 

Ａ．性別に関わりなく経済的に自立できるよう職

業人としての教育が必要 
１ ２ ３ ４ 

Ｂ．性別に関わりなく炊事・掃除・洗濯など生活

に必要な技術を身につけさせることが必要 
  （家事代行サービスなどに抵抗感なく利用で

きるなどの意識づくりを含む） 

１ ２ ３ ４ 

Ｃ．本人の意思に関係なく、男性は男らしく、女
性は女らしく育てたほうが良い 

１ ２ ３ ４ 
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【育児・介護休業について】 

問１６ あなたは育児・介護休業制度を利用したことがありますか。□にレ点

を記してください。                   （レ点は１つ） 

 

□１．育児・介護休業制度を利用したことがある 

□２．育児・介護休業制度を利用したい 

□３．夫婦で育児・介護休業制度を利用したことがある 

□４．夫婦で育児・介護休業制度を利用したい 

□５．育児・介護休業制度は知っているが、利用したことがない 

□６．育児・介護休業制度は知っているが、利用したいと思わない 

□７．その他（                      ） 

□８．わからない 
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【男女共同参画に関する言葉の認知度について】 

問１７ 次の A～N の言葉についてご存知ですか。       （○は１つ） 

 

※言葉の説明については、P１６・P17 に掲載しています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

て
い
る 

と
も
に
知
っ 

言
葉
・
意
味 

知
っ
て
い
る 

言
葉
の
み 

は
あ
る 

聞
い
た
こ
と 

わ
か
ら
な
い 

Ａ．男女共同参画社会基本法 １ ２ ３ ４ 

Ｂ ．育児、介護休業法 １ ２ ３ ４ 

Ｃ ．男女雇用機会均等法 １ ２ ３ ４ 

D．都城市男女共同参画社会づくり条例 １ ２ ３ ４ 

E．都城市女性総合相談 １ ２ ３ ４ 

F．ジェンダー（社会的性別） １ ２ ３ ４ 

G．固定的性別役割分担（分業）意識 １ ２ ３ ４ 

H．ドメスティック・バイオレンス(DV) １ ２ ３ ４ 

I．セクシュアル・ハラスメント(セクハラ) １ ２ ３ ４ 

J．性と生殖に関する健康／権利（リプロダクティブ・ヘルス／

ライツ） 
１ ２ ３ ４ 

K．女性のエンパワーメント １ ２ ３ ４ 

L．ポジティブ・アクション（積極的改善措置） １ ２ ３ ４ 

M．アンペイド・ワーク（無償労働） １ ２ ３ ４ 

N．性的少数者（LGBT） １ ２ ３ ４ 

O．ダイバーシティ（多様性） １ ２ ３ ４ 

P．アンコンシャス・バイアス １ ２ ３ ４ 

Q．アサーション １ ２ ３ ４ 

R． ワーク・ライフ・バランス １ ２ ３ ４ 

S．SDGｓ（持続可能な開発目標） １ ２ ３ ４ 
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【都城市男女共同参画センターについて】 

問１８ 都城市では、男女共同参画社会づくりの拠点として「都城市男女共同

参画センター」を都城市役所内に設置し、次のような事業を行っています。 

 
① 啓発事業～男女共同参画の視点に立った講演会、講座の開催 

② 相談事業～相談員による電話相談・面接相談、みやざき若者サポートステーショ 

ンとの連携による就労相談、臨床心理士による面談、弁護士による法律相談 

 

上記の事業について、どの程度ご存知ですか。□にレ点を記してください。 
                             （レ点は１つ） 
 

□１．啓発事業に参加した又は相談事業を利用したことがある 

□２．内容まで詳しく知っている 

□３．おおよそ知っている 

□４．名前は聞いたことがあるが内容は知らない 

□５．知らない 

 
 

問１９ 一人ひとりの個性が活かせる社会づくりを推進するために、男女共同

参画センターで取り組む必要があるのはどのようなことだと思いますか。□に

レ点を記してください。                （レ点はいくつでも）  

 

 

□1．学校教育における男女の地位の平等を育成する教育の推進 

      例．児童・生徒への出前講座（職業の選択など）、教職員への出前講座など 

□ ２．地域や職場での男女共同参画の視点に立った講座等 

□ 3．男女共同参画に関する講演会、シンポジウム、フォーラム等の開催 

□ ４．拠点施設（男女共同参画センター）の建設 

□ ５．発達障がいを持つ人の家族を対象にした講座の開催 

□ ６．料理、洗濯、掃除、片づけ等の講座の実施 

□ ７．職場等におけるハラスメントの対応・対策についての講座 

□ ８．男性を対象とした面接相談の拡充 

□ ９．その他（                ） 

□ 10．特になし 
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【ハラスメントについて】 

問２０ あなたは職場や学校、地域等で、ハラスメント（嫌がらせ、いじめ）

を経験したことがありますか。□にレ点を記してください。 （レ点はいくつでも） 

 

□ １．セクシャル・ハラスメント（性的な嫌がらせ） 

□ ２．パワー・ハラスメント（権力や地位による嫌がらせ） 

□ ３．モラル・ハラスメント（無視、にらむ、いやみを言う、馬鹿にされる、不機嫌 
に振舞うなど） 

□ ４．マタニティ・ハラスメント（妊娠、出産、子育てなどをきっかけに嫌がらせや 
不利益扱いを受けること） 

□ ５．パタニティ・ハラスメント（育児のための制度を利用とする男性職員が嫌がら 
せや不利益扱いを受けること） 

□ ６．SOGI（ソジ）ハラスメント（性的指向・性自認に関連して差別的な言動や嘲笑、 
  いじめや暴力などの精神的・肉体的な嫌がらせや不利益扱いを受けること） 

□ ７．特になし・わからない 

 

【配偶者からの暴力について】 

問２１ あなたはこれまでに、配偶者（事実婚や別居中、離別、死別を含む）、

恋人などからの暴力を受けたことはありますか。□にレ点を記してください。   
（レ点はいくつでも） 

 

□ １．身体的暴力を受けた 

□ ２．精神的暴力を受けた（無視、言葉で脅す等） 

□ ３．経済的暴力を受けた（働かせない、お金の使途を確認、生活費を渡さない等） 

□ ４．性的暴力を受けた 

□ ５．社会的暴力を受けた（親や友人等の付合いの制限、電話・メール・行動などチ     

ェックされる等） 

□ ６．子どもを利用した暴力を受けた（子どもの前で暴力を受ける、「子どもに危害 
を与える」と脅される等） 

□ ７．特にない（問 24 へ進んでください） 

 

問２２ あなたはこれまで、問２１であげたような行為について、誰かに相談 

したりしましたか。□にレ点を記してください。        （レ点は１つ）   

 

□ １．相談した （問 24 へ進んでください） 

□ ２．相談できなかった 

□ ３．相談したもの・できなかったものがある 

□ ４．相談したくない 

□ ５．その他（               ） 
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（問 22 で 2～5 を選択した方のみ） 

問２３ 「相談できなかった・相談したくない等」の理由にあてはまる□にレ点 

を記してください。                   （レ点はいくつでも） 

 

□ １．どこ（だれ）に相談してよいかわからなかった 

□ ２．誰にも言いたくなかった 

□ ３．相談したことが相手に気付かれて、仕返しやもっとひどい暴力を受けると思っ  
たから 

□ ４．自分さえ我慢すれば、なんとか生活できると思ったから 

□ ５．世間体が悪いから 

□ ６．自分にも悪いところがあると思ったから 

□ ７．慣れているから 

□ ８．その他（               ） 

 

 

【被害防止対策について】 

問２４ あなたは、ハラスメントやドメスティック・バイオレンス（DV）等

を防止するためには、どのような対策が必要だと思いますか。あてはまる□に

レ点を記してください。                 （レ点はいくつでも） 

 

□ １．法律・制度の制定や見直しを行う 

□ ２．犯罪の取締りを強化する 

□ ３．捜査や裁判等において、被害届が出しやすい環境整備を図る 

□ ４．被害者支援のための相談機関や保護施設を整備する 

□ ５．保護者を対象とした男女共同参画に関する講座の開催（家庭での教育の充実） 

□ ６．教職員や児童・生徒を対象としたハラスメント、DV についての教育の充実 

□ ７．職場におけるハラスメントや DV についての教育の推進 

□ ８．メディアが自主的に取組を強化し、性的な側面や暴力を過度に取扱わないよ 
うにする 

□ ９．その他（                                    ） 

□ 10．わからない 
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【男女共同参画の視点に立った避難所の運営について】 

問２５ 避難所の運営には、男女共同参画の視点に立った環境整備を行うこ

とが重要であるといわれています。必要だと思われる取組みの□にレ点を記

してください（３つまで）。                

 

 

□ １．授乳室（椅子、授乳用の枕やクッション、オムツ替えスペース）がある 

□ ２．更衣室、休養スペースの場所が、男性用と女性用が離れている 

□ ３．単身女性や女性のみのスペースが確保されている 

□ ４．安全で行きやすい男女別及び多目的トイレが設置されている 

□ ５．屋外トイレは暗がりにならない場所に設置している 

□ ６．性別に関わらず一人で（又は付き添いを受けながら）入浴できる施設がある 

□ ７．避難所の危険箇所や死角となる場所の把握・立入制限がされている 

□ ８．掲示板による情報提供（インターネットが使用できない人・情報が届きにくい  
人向け）がされている 

□ ９．運営体制や運営ルールが整っている 
  【例】・管理責任者には男女両方を配置している 

      ・運営組織に、多様な立場の代表が参画している（性的少数者・外国人の方、 

介護・介助が必要な方、乳幼児がいる方等） 

     ・負担が特定の性別や立場の人に偏っていない 

□ 10．配偶者からの暴力防止・被害者の安全等が徹底している 

□ 11．衛生環境・感染症予防等の対策がされている 

□ 12．在宅避難者を含む指定避難所以外の避難者の支援体制がある 

□ 13．異性の視線が気にならない更衣室・物干し場の設置 

□ 14．困りごとを相談できる窓口の設置 
（性別に配慮した相談員の設置）＝男女別の相談室 

□ 15．その他（                              ） 
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男女共同参画社会づくりに関する取組についてのご意見等をおきかせくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ご協力ありがとうございました。 
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アンケート内にある言葉を説明しています 

 

男女共同参画社会 性別に関わり無く、全ての人があらゆる分野で活躍できる社会 

社会通念・慣習 社会に通用している物の見方や生活する上での昔からのならわし 

家事代行サービス 食事を作る、掃除、洗濯などの家の仕事を代わりに行うサービス 

再雇用制度 一度辞めた人を再度、雇う制度 

育児休業 こどもを育てるために、とることができる休み 

介護休業  家族の介護をするために、とることができる休み 

テレワーク 通信の技術をつかい、時間や場所の制限なく働くこと 

フレックスタイム制 出社や退社の時間を働く人自身が決めて働くことができる制度 

ＰＴＡ こどもの家族と先生の会 

病中、病後児童 病気や、病気が治ったばかりの子ども 

在宅福祉  家で受けられる福祉サービス 

福祉施設 福祉サービスを提供するための場所 

工学系 科学や数学の知識をもとに、役立つ技術を開発する学問 

看護系 病気やけがをした人の治療を手伝う人 

育児休暇 こどもを育てる為にとる休暇 

自認 自分自身が認めていること 

世間体  周囲の人に対する見え方や外見 

授乳室 母親が子どもに母乳などを与える部屋 

更衣室 着替えをする部屋 

死角 人から見えない場所 
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 問 17 の言葉について説明しています 

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

基本法
きほんほう

 

男女の人権が尊重され、かつ、社会経済情勢の変化に対応できる豊かで活力ある社会を実現す

るため、男女共同参画社会の形成を総合的かつ計画的に推進することを目的として定められた法

律です。 

育児
い く じ

・介護
か い ご

休業法
きゅうぎょうほう

 

育児又は家族の介護を行う労働者の職業生活と家庭生活との両立が図られることを目的とし

て定められた法律です。 

男女
だんじょ

雇用
こ よ う

機会
き か い

均等法
きんとうほう

 

募集・採用、配置･昇進について、性別による差別の禁止を定めた法律です。 

都城市
みやこのじょうし

男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

 

男女共同参画社会の形成を促進するために、市の基本理念を定め、男女共同参画社会の形成を

総合的かつ計画的に推進することを目的として定められた条例です。 

都城市
みやこのじょうし

女性
じょせい

総合
そうごう

相談
そうだん

 

女性が抱える様々な相談内容を傾聴し、相談者の問題解決のための情報・知識を提供するとと

もに、自らが問題解決できるような助言、アドバイスをすることを目的として、平成 17 年 5 月

から開設しました。 

ジェンダー（社会的性
しゃかいてきせい

別
べつ

） 

｢男らしさ 女らしさ｣といった、社会の文化や時代などによって求められる、それぞれの性に

ふさわしいとされる振る舞いやあり方により区別される場合の性別を指して「ジェンダー(社会

的性別)」といいます。 

固定的性
こていてきせい

別
べつ

役割
やくわり

分担
ぶんたん

（分業
ぶんぎょう

）意識
い し き

 

男性は労働力として家庭の外へ、女性は家事等を担うため家庭内へ、という固定化された男女

の性別による役割分担のことです。 

ドメスティック・バイオレンス 

配偶者や恋人など親しい関係にあるパートナーからの暴力をいいます。暴力には、身体的暴力

ばかりでなく、精神的暴力、経済的暴力等も含まれます。 

セクシュアル・ハラスメント 

相手方の意に反した性的な性質の言動のことで、身体への不必要な接触、性的関係の強要、性

的なうわさの流布、わいせつな写真の掲示など様々な態様のものが含まれます。 
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性
せい

と生殖
せいしょく

に関する
か ん す る

健康
けんこう

/
・

権利
け ん り

 

性と生殖に関する健康とは、安全な妊娠・出産、子どもが健康に生まれ育つことなど、生涯

を通じて身体的、精神的、社会的に良好な状態であることをいいます。また、性と生殖に関す

る権利とは、子どもを産むかどうか、いつ何人生むかについて選択できる自由を含む性と生殖

に関する健康を享受することが出来る権利をいいます。 

女性
じょせい

のエンパワーメント 

女性一人ひとりが、法的、経済的、政治的力や自己決定能力などの力をつけていくことで、

お互いに連帯し、政策・方針決定の場や意志決定過程へ参画していくことを指しています。 

ポジティブ・アクション（積極的
せっきょくてき

改善
かいぜん

措置
そ ち

） 

社会的・経済的な格差が現実に存在する場合、少数の性の側が置かれた状況を考慮して積極

的に機会を提供することにより、実質的な「機会の平等」を目指すものです。 

アンペイド・ワーク（無償
むしょう

労働
ろうどう

） 

無償労働、すなわち家事・育児・介護や地域社会におけるボランティア活動などのように、

賃金や報酬が支払われない働き方や活動をいいます。 

性的
せいてき

少数者
しょうすうしゃ

 

身体上の性別と心の性が異なり、身体上の性別に対し違和感を持つ性同一性障害の方や、性

的な意識の対象（性的指向）が同性又は両性に向かう方、先天的に身体上の性別が不明瞭な方

などをいいます。 

ダイバーシティ（多様性
たようせい

） 

性別や国籍、年齢などの多様性が生かされた働き方を推進する考え方のことをいいます。 

アンコンシャス･バイアス 

自分自身が気付いていないものの見方や捉え方のゆがみ・偏りのことをいいます。 

アサーション 

お互いの価値観を尊重しながら対等な関係を築くコミュニケーションのことをいいます。 

ワーク・ライフ・バランス 

仕事と生活と調和のことをいいます。 

ＳＤＧｓ
エスディージーズ

（持続
じ ぞ く

可能
か の う

な開発
かいはつ

目標
もくひょう

） 

2015 年国際サミットで採択され、2016 年から 2030 年の 15 年間に達成する為に掲げ

られた世界共通の 17 の目標のことをいいます。 
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